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ま え が き
第1回 対話 シ ンポ ジウムが開催 されたの は、2003年2月の ことだった。かな り寒 い
中、大阪大学豊 中キ ャンパ スの共通教育 イ号館 に多数の方が各界 か ら参集 して くだ さ
ったことを思 い出す。テーマは、 「対話 を促進す る方策 と、場の構築 のための連携」
で あった。それか らもう4年 が経過 す る。
対話 シンポ ジウムは21世紀COEプ ログ ラム 「インターフェイスの人文 学」(拠点 リ
ーダー:鷲 田清一)事 業 の一環 として位置づ けられて きたが、そのCOEは 本年度 を
もって終 了す る。その代 わ りとい うわ けで はないが 、昨年度 か ら共催 の一 角に加 わ っ
た大阪大学 コ ミュニケー ションデザ イン ・センター(CSCD)は 今後 と も存続 し、
さ らに発展す る と期待 してい る。専門家 と一般市民 との双方向型 コ ミュニケーシ ョン
を謳 うこのセン ターが発足 で きた ことには、すで に何度 も述べて きたのだが、 この対
話 シンポジウムの下地 とそ こで培われた ネ ッ トワークが少 なか らず貢献 してい る。対
話 シ ンポジウムがCSCDと 連携 しつつ さ らなる歴史 を紡 ぎ出 され ることを願 ってい
る。
COEフ.ログ ラム内外のみ なさまの ご協力 に、また とくに対話 シンポ ジウムの生み
の親 である とともに全 回の総合 コーデ ィネーターと して中心 的な役割 を果 た して くだ










大阪大学21世紀COEフ.ロ グ ラム 「イ ンター フェイスの人文学」フ.ロジェク ト 「臨
床 と対話」研究 グルー プによる、対話 シ ンポ ジウムも今回で5回 を数 え、COE事 業
が年次終了 となる ことで、総括 をす ることとす る。
この対話 シ ンポ ジウムは、本COEプ ログ ラムと文部科学省科学技術振 興調整費 ・
科学技術政策提言 「臨床 コ ミュニケ ーシ ョンの モデル 開発 と実践」研究班(大 阪大学)
が主催 したもので あ り、第4回 か らは、大阪大学 に新 しくで きた、大阪大学 コ ミュニ
ケー シ ョンデ ザイ ン ・センターと も共催 となった。それ らの総合 コーデ ィネ ーターを
させてい ただいた。いずれのプ ロジェク ト・研究班 ・センターの皆 さんに も、多 くの
ご協 力 をいた だい た。 この紙面 を借 りて、 お礼 を申 し上 げ ます。
2各 対話シンポジウムのプログラム
第1回 から第5回 までのプログラムを下記に示そう 〔詳 しくは巻末の資料 を参照〕。















「被 害 ・者 ・加 害 者 調 停 」Role・Play
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6第2回 大阪大学吹田 臨床現場での具体的な 分科会












第3回 大阪大学 Mediation(調停)の トレ (東京)
2004年 中ノ島セ ンター 一ニングを体験する 医療紛争解決におけるMediationの可
12月1日、2日 能性
(東京) 一部東京大学 「Mediation(調停)トレー ニング を体 験
4日、5日 する」(同時通訳)
(大阪) (大阪)





第4回 愛媛(ホテル奥 地域での、市民との連 基調講演
2005年 道後)コンベン 携の元での紛争解決と ・「対話を促進するということ











第5回 大阪大学吹田 地域からの対話促進の ・哲学カフェは対話文化のなかでどのよ
2006年 キャンパ ス 発信一対話の多様性と うな役割を果たすのか
11月3日、4日 可能性 ・教育現場における対話促進によるもめ
事解決策








3我 々は何 を目指 したか
対話 とい うコンセプ トは、古 くか らある。 しか し、 この言葉 に新 しい息吹 を持 たせ、
様 々 な実践 を しなけれ ばい けない現状 があった。それは、医療 の場 で あった り、科学
技術 と社会 との間で あった り、紛争 の現場であった。 そこでは、対話の欠如ない し、デ
ィス コ ミュニ ケー シ ョンとい う現状 があった。口では、話 し合 い、対話 が大 事 とい う
ことが言 われ て も、 これ を行 う場作 りや 、場 を担 う者(後 述の フ ァシ リエー ターや メ
デ ィエー ター)がいない、また、それ らのそれぞれの実践 を披露 しあ う場 もなかった。
そこで、対話 シンポジウムは、 それ ぞれ の実践 を披露 して、相 互に啓発 しあう場 と し
て、企画 された もので あるが、 同時 に、対話 シ ンポジ ウムその ものが、対話 活動 その
もの と考 えられて構成 ・運営 された。
当初 は、総合 コーデ ィネーター 自らが多 くの企画 をし、司会等 もしたが、次 第に、地
方 開催 も可能 となった(第4回 ・愛媛)こ とや、第5回 に至 っては、いずれの企画 も、
公募提 案型で行 うことがで きた。 このシンポジウムが地域 におけ るADRや 対話活動

























家だけではなく、非法律家にも、 日本人だけではなく、外国人(イ ン ドネシア、モン
ゴル)に も教 えることがある。対話 という人が人であるための、根幹的なマインドと
スキルで、場所 ・時 ・人を超えて、これからも対話の橋渡 し役 を務め続けたい と考 え
ている。
最後に、鷲田先生、中岡先生、紀平講師、屋良、家高両COE研 究員 さんらに支 え
られました。ありがとうございました。
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主催:大 阪大学21世 紀COEプ ログ ラム 「イン ター フェイスの人文学」
共催:大 阪大学 コミュニケーシ ョンデザ イン ・センター、カフェフ ィロ(Caf餘hilo)、
NPO法 人 シヴ ィル ・プロネ ッ ト関西、長崎伝習所 メデ ィエ ーシ ョン研究塾 、
愛 媛和解支援 セ ンター、NPO法 人 日本 メデ ィエ ーシ ョンセ ンター
後援:読 売 新聞大阪本社
日時:平 成18年11月3日(金)・4日(土)
場所:大 阪大学吹田 キャ ンパ ス銀 杏会館




第5回 対話 シ ンポジウムの開催 にあたって
中岡成文(大 阪大学教授/:大阪:大学コミュニケーションデザイン ・センター長)
10:30-13:00
哲学 カフェは対話文 化のなかで どのよ うな役 割 を果たすの か
カフェ フィロ(Caf餘hilo)










パ ネル デ ィスカ ッシ ョン メデ ィエーシ ョン教育 への夢 を語 り合 お う1
コーデ ィネーター:津 田尚廣(NPO法 人 シヴィル プロネッ ト関西 代表理事)










ADR日 本 の原 点 を訪ねて
一 「村の寄 り合 い」 とADR一
愛媛和解 支援 センター
松 下純 一(代 表)、中野雄 策、岡田直人、小南陽子 、堀川 ふ ちこ
総合 司会:稲 葉一人(科 学技術文明研究所 特別研究員)
15:30-17:30
裁判員評議 にお ける人 間関係 を考 える
一 市民の ための評議 トレーニ ングー
NPO法 人 日本 メデ ィエ ーシ ョンセ ンター
田中圭子(代 表理事)、安藤信 明(常 任理事/事 務局長)、稲村厚(常 任理事)
17:30-18:00
総 括






皆 さん、おは ようござい ます。 中岡です。21世紀COEフ.ロ グ ラム 「イ ンター フz
イスの人文 学」の拠点 リーダー は鷲田清一です けれ ども、鷲田 さんは今大 阪大 学副 学
長の職 にあ られ ま して、ご多忙 のために私が代わ って ごあい さつ 申 し上 げ るとい うこ
とにな ります 。私 は このCOEプ ログ ラムの 「臨床 と対話」 とい う研究 グル ープの代
表 をや ってお ります。対話 シ ンポ ジウムは、今年で5年 目にな ります けれ ども、 この
厂臨床 と対 話」グル ープが窓 口にな ってや って きま したの で、私 のほ うか らごあい さつ
させて いただ くわけです。





たり、非常に高度な研究論文を発表 したり、研究の厚み とか、専門性の高 さというの
を誇っているわけです。それはもちろん大切ですけれども、他方では世界的な研究の
高 さ、レベルの高さを市民にどう伝えるのかということも、最近重視 されている一








それ か らその次 、「COEか らCSCDへ 」とい うところでお話 したいの は次の こと
です 。CSCD、 これ また英語 で、COEよ りも文字の数 も増 えて4文 字 になってま
す けど、これ はCenterofStudyofCommunication-Designとい う名称の省略形 なんで
すね。 この コ ミュニケー シ ョンデザ イ ン ・セ ンターとい うのが、昨年の4月 に発足 し
ま した。今細 かい ことを申 し上 げるわけにはい きませ んけれ ども、 このCOEが なけ
れ ばCSCDも おそ らく発足 す ることがなか った と思われ ます。CSCDの 理念 ない
し目的とい うのは、専 門家 と非専 門家の問の コ ミュニ ケーシ ョン、 それ か ら市民 の中
で も特 に利害 が対立 してい る人 たちの間の コ ミュニケ ーシ ョンの回路、 ネ ッ トワーク
をつ くり出す とい うこ とです。デザ インといい ます と、 ビジュアル なアー トとかデザ
インとか い う、その デザイ ンの ことをまず連想 され るで しょう。 その よ うな要素 がま
った くないわ けで はないの です が、 このセ ンターの場 合に は、 それ よ りもむ しろ、構
想す るとか、設計す る とか、そ うい う意味 でのデザイ ンとい う言葉が この組織の名前
に取 り入れ られ、専門家 と非専門家 の問のコ ミュニケーシ ョン、それか らまた市民の
間で も利害が対立 して いる人 々の間のコ ミュニケーシ ョンを促 進す ることを目的 に し
てい ます。細 かい ことはCSCDの ホームペ ージで ご覧いただ けれ ば幸 いです。
ここに書 きま したように、当面 は大 きく4つ ぐらいの活動 を してい ます。一つは「医
療 ・福祉系」です。 そ こには医療ADRを 含 んで います。それか ら2番 目に 「科 学技
術 コ ミュニケーシ ョン」。 コ ミュニケー ションとい う言葉 を特につけ るのは、私 たちの
このセ ンターには科学技術の直接の専門家 はあま りいないか らです。科 学技 術 とい う
ものが今の社会でつ くり出 してい るいい点 がある反面 、 さまざまな問題 点 を引 き起 こ
してい るの も事実ですので、それ に関す る専門家 と市民の 間のコ ミュニケー シ ョンを
促 進す るとい うことを、 この科学技術 コ ミュニ ケーシ ョンのセクシ ョンでは特 にね ら
っています。昨年の愛媛でお世話 になった第4回 の対話 シ ンポで もお話 ししたんです
けれ ども、 この科学 コ ミュニケ ーシ ョンにか かわ るスタ ッフの 中には、青森 県の六ケ
所村 や宮城 県の女川 町で原子力関係の対話 フォーラムをも う何年 も続 けて きて、その
対 話進行役 を務めてい るメンバ ーもい ます。六 ケ所村 や女川町 の人 々の中には、 この
原 発関係の施設に関 して賛成派 も反対派 もい るわ けです が、両方 の人々が集 まって き
て率直 に対 話ので きるフォーラムを運営す るグル ープにかかわっているのです。明 日
のフ。ログ ラムでは、愛媛和解支援セ ンターの メンバ ーが、村の寄 り合 い とい うコ ンセ
プ トで 日本 のADRの 原 点 を訪ねて、一つ セ ッシ ョンをや られ るそ うですので、今ご
ユ3
紹介 した対話 フ ォー ラム との関連で非常に楽 しみ に して お ります 。それか ら3番 目の
CSCDの 活 動の方向 と しま しては 「減災」とい うのが あります。 これ は今 までは防
災 と主 として呼 ばれて きた ものですが、完全 に災害 とい うものを防 ぎきることはで き
ない ので、被害 をで きる限 り 「減」 じる、少 な くす る とい うことで、最近 は減災 とい
う言 い方 が主 と して使 われ るそ うです。その よ うな減災 、防災 にかかわるス タッフも
います 。それか ら4番 目に、先 ほ ど申 し上 げま したよ うに、コ ミュニケー シ ョンデザ
イン ・セ ンターの デザ イ ンとい う言 葉 自体 はコ ミュニケーシ ョン回路 を設計す るとい
う意味 で使 われてい るんです けれ ども、普 通の意味 、狭 い意味 での 「デザ イ ン」あ る
いは 「アー ト」に携 わってい るス タッフもお ります。おお まか にその よ うなかたちで
























話、Xf人コンセプ トと書 きましたが、これは臨床哲学とい うものに限ったことではあ
りません。CSCDも この理念 を受 け継いでいると思います し、のちほどフ.レゼンテ
ーシ ョンをしていただ く 「カフェフィロ」のメンバーもこれに関連 したことをたぶん



























だ待 っていればいいとい うこともない という、このような性質をもつ事態の難 しさ、








いただいてます。小林 さんはその講演の後の質疑応答で、「信念が違 えば話 し合って も
無駄なんじゃないか」と問い掛けられた方に対して、私なりに整理すれば、基本的に
は2つ の答えを返しました。一つは、信念 というのは必ずしも強固なものとは限 らな
いということなんです。強固なものとは限 らないとは、自分自身に本当に由来 したも
のとは限らない、もしくは自分の中で十分に咀嚼 したものとは限 らないという意味の




治医がそういうふ うに言ったことを、そのア トピーの子どもを持つお母 さんは、その
まま受け止めたわけですね。医療専門家のメッセージをそのまま受け止めて、遺伝子
食品は良くないんだというふ うに思われた。繰 り返 しますけども、遺伝子食品が是か
非かということは今問いません。ともかく医療の専門家が自分の子どもに密接に関連
するある状態に関 して、遺伝子食品は良くないとい う発言をした。それをス トレー ト
に、ご自分の信念としてそのお母さんは受け止められることになったという話 を聞き


































人間が自分の壁を打ち破 る、それに影響を与えるある力、そういうふ うに考 えてもい
17
いのかなと考えます。そのようなギリシャ教父の主張 も 「変容」とい うテーマに関連
して参考にできます。
それからもう一人、もう少 し新 しいところで思想家をご紹介 しますと、ジョン ・ス













的な経験 ということ、そして自己変容とい うことを言っていたのは注目に値 します。
以上、 自己変容 とい うテーマにつ いて、私 が乏 しくも考 えた うちの1、2申 し上 げ
てみ ました。時間の関係 もあ りますの で、細 かいお話 は ここまで と しま して、今年度
は、先 ほど稲 葉 さん もお っしゃってい ま したよ うに、21世紀COEプ ログ ラムと して
は5年 目、最終 年度 にな ります。考 えてみ ます と、COEの5年 とい う年 と同 じ回数
だけ、 この対話 シンポ ジウムをや って こられ た、5回 目を迎 えられた とい うの は、総
合 コーデ ィネー ター を1回 目か ら一貫 して務 めていただいてい る稲 葉 さんの力 による
ところが大 きい と思い ます。 それ か ら、1回 目か ら協 力 していただ き、特 に今回 は非
常に尽 力 して くだ さった、COE研 究員の家高 さんに も大 変お世話にな りま した。 そ
の他 数々の皆 さま方の ご協力のお かげで 、第5回 目を迎 えることがで きま した。今 日
明 日の対 話 シンポ ジウムで皆 さまがいろいろ率直 な議論 を戦 わ され、 その 中で コ ミュ
ニケー シ ョンとか対話 とかについ て、少 しで も多 くの成 果 を持ち帰 ってい ただ くこと
がで きます よ うお祈 りしてお ります。 ど うもあ りが とうござい ま した。(拍手)
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教 育 現 場 にお け る対 話 促 進 に よ る もめ 事 解 決 策
メディエーションへ教育への夢を語り合おう1

























講演 米国オハ イオ州のピア ・メデ ィエーシ ョン視察報告
読売新聞社編集局文化部次長
竹村 登茂子
ピア ・メデ ィエー シ ョンとは
私 は この春にオハ イオ州 に行 って調査 を して きま した。本 日は その ことを中心 にお
話 を させ ていただ きたい と思い ます。現地で見 聞 きした ものや、 これ まで に勉 強 して
きた ことを中心 に、 アメ リカにお けるピア ・メデ ィエ ーシ ョンの概観 のお話 を して、
それか らその理念 は どうい うもの なの か、その可能性 は どうい うものか とい うことを
お話 させて いただ きたいと思 ってい ます 。
「ピア ・メデ ィエ ーシ ョン」の定義 として はい ろいろな言 い方 がな され てお り決 ま
った もの があるわ けで はあ りません 。「青少年 白書」な どには 「紛争 してい る両者 が、
合意 で きていない もの に対 して相互 に満足 でき る目標 を見つ け、解決 に向 けて話 し合
うため に、 中立 の第三者 が援助 をす る」と されてい るよ うで すが、問題 はその「ピア」
が何か とい うところです 。
「ピア」とい うの は、「全部 、子 どもど うしが行 う」とい うところに特徴 が あると考
えた らいいか と思い ます。た だ しご存 じの とお り、メデ ィエー シ ョン自体 は別 に ピァ
でな くて もい ろい ろで きる ものですの で、 ピア・メデ ィエ ーシ ョンの解釈 をもう少 し
広 くして、ほかの ところに応用す る とい うことも様 々にみ うけられ ます。学校の 中で
学校の子 ど もた ちど うしでや るの を ピア ・メデ ィエ ーシ ョンだ と狭義 に考 えるの が基





























この教育 を受 けて メデ ィエ ーターになった子 ど もたちが、学校 の 中で子 どもどう し
の紛 争が あれば登場 して くる、要す るに仲裁 に入 るとい う形 にな ります。では どうい
う訓練 、 または教育 を してい るのか とい うの を、 この春 オハ イオ州 で見 学 をして きた
ことをも とにお話 します。
州立 の教育機 関 を持 ってい るとい うところは6州 あ り、 この中の1つ がオハ イオ州
です。そ こで実際 にメデ ィエ ーターの訓練 を見学 したのですが、メデ ィエー ターにな
りたい とい う子 ども(高 校生)30人 ぐらいの子 がボ ランテ ィァで 「私 がな りたい」と
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手 を挙 げて講習 を受 けます。教師 にあた る先生 は3人 で、いずれ もその地域の ピア ・
メデ ィエ ーターの トレーニ ングセ ンター とい う施設 の職 員の人です。 ただ し全員 アル
バ イ ト的な立場で、ほ とん どの皆 さんは何 か別 に本職 を持 ってい るようです。 この ト
レーニ ング を18時間、 およそ3日 間訓練 を受 ける とメデ ィエ ー ターに なれ ます。
メデ ィエー ターが扱 うもののほ とんどは、けんかです。い じめ られた とか、 もの を
隠 されたとか、壊 され たとかい うことで 、虐待 とか、凶器 を使 うもの、それか ら殺人、
薬物 、その他 刑事事件 になるもの は基本的 に扱 い ませ ん。そ うい うもの を見 た り、聞
いた りした ら、 この メデ ィエ ーターたちは必ず スーパ ーバ イザーの先生 に言 うことに
なって います。
そ うやって18時間の訓練の後 、メデ ィエー ターにふ さわ しい と思われた子 が、学校
の中で登 録 され ます。 その後 は各学校 によっていろい ろの ようです けれ ども、 メデ ィ
エー ターの子 が例 えば 「私 はメデ ィエ ーターです」とい うよ うなTシ ャツを着 て昼 休
みに学校 内 を巡 回 した り、「じゃあ私 に相談 して ち ょうだい」 とい うふ うに 目立つ よ
うな形 で見回 るとい う方法 もあれ ば、全 く誰 がメデ ィエー ターか分か らな くして、問
題 が起 こった ときにはメデ ィエ ーターの居 る部屋 に行 って、そ こで話 をす るとい う場
合 など、これは学校 によ ってい ろい ろの よ うです 。
進行例
そうい う形 で 「メデ ィエーシ ョンを しま しょ う」とい うこ とに なった ら、具体的 に
どうい うこ とをや るかとい うと、 まず最初 に その メデ ィエ ーターは2人 を前 に して、
「これは私 たちの問の ことで 、絶対 にほ かの 人に は言 いませ ん」とい う確約 を します。
つ まりメデ ィエ ーターは第三者 だ とい うこ とをはっ きり言 うんです。 ここでは裁判の
よ うに どっちが よくて、 どっちが悪 い とい うことは決 して言 い ません 、これ も明言 し
ます。裁 判所で はな くて、皆 さん で話 し合 い をして何 らかの解決 をす る場 です よとい
うことは、はっ き りと言 い ます。
その次 に双方 の言 い分 について順番 に、お互 いに言 いた いこ とを言わせ ます。「○
○ さん がこ うい うふ うに言 ったか ら、私 は こ う思 ったんだ」とい う。 そ して こっちの
子が またそれに対 して、「私 は こう思 って るか らこ うなんだ」 とい うことをず っと言
わせてい くのです。 そ うい う言い分 をお互 い に聞 いた上で、今度 は「お互 い相 手 に対
して ど うしたいのです か」の話 をさせ ます 。それ も相互 に話 をさせて 、相手 が考 えて
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い ることを他方 に理 解 をさせ るとい う形 を取 ります。
それか ら 「おのおの 自分 たち が解決 をす るためには どうい う道 があ ります か」とい
う第3の 道 をそれ ぞれ に考 えて もらい ます。 この ときに大事 なの はメデ ィエ ーターに
なってい る子 ど もたちは、 「こう した らいい ん じゃない?」 とか、 そ うい う指示 は絶
対 に しない。 「どう思 いますか?」 とい う、あ くまで聞 き役 に徹 して、答 えは双方 に
出 して もらうとい うことです。
それで も し片一方 で提案 した ことが、片一方 のほ うが 「それ は嫌 だ」と言 った場合
は、 それ は合意事項 にな りませ ん。基本 的に そうい う形で合意事項 がで きた ら、それ
を文書 に します。要す るにメデ ィエー ター ・アグ リーメン トとい う合意文書 を最終的
に作 るの が 目的です。 これは 日付 と双方 の名前が書いて あります。 それ か らメデ ィエ
ーターの名前 も書 いてあ ります。
こ こに ある文例 には7つ の合意事項 が出てい ます 。例 えば 「何 時 か ら何 時 まで は静
かにす る」とか、 これ はたぶん寮の 中で同 じ部屋 にい る学生 だ と思 いますが、相手の
騒音 が激 しい とか、何 とかでけんかが耐 えない とい うことで、 メデ ィエ ーターに話 を
持 って きたケ ースのよ うですが、 この文例 の よ うに合意 文書 を書 いて、「お互 い にこ
れで いいですね、納得 しましたね」となった ら、双 方がサ イ ンして、 メデ ィエー ター
もサ イン して、 これ をコピーを して 、学校 の場合 は学校 のメデ ィエ ーターの セクシ ョ
ンが1つ 持 ち、双方 がコ ピー を して お互 いが持つ こ とに なっています。
ここまでや って次 にメデ ィエ ーターがやるのは、「来て くれて あ りがと う」。つ ま り
ここはボ ランテ ィアに皆 さんが来て紛争 を解決 したのであ って、誰 かが「紛争 を解決
しな さい」とか 、学校 が命 じた もので はないとい うことを確認 し、皆 さんで やった こ
とに対 して 「ありがと う」 とい うふ うに感 謝の言葉 を言 う。
そ して必ず フォローア ップを しな さい といわれ てい ます。 これは1週 間後 ぐらい に
双方 に接 触 して、その後 ど うなって いるかとい うことを、 この場 合は2人 一緒 ではな
くて それ ぞれ とい うこ ともあるよ うですが、 「ち ゃん とうまくい ってるか」を フォロ
ーア ッフ.します。 この場 合はメデ ィエーシ ョンを最初 にやった教室 だとかではな くて、
ランチル ーム とか、 コーヒーシ ョップとか、そ うい うところで もいい とい うふ うにな
って いるよ うです。 これが一連の流れ で、 こうい う形 でやってい くことをピア・メデ
ィエ ーシ ョンとい います。
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幼 少期 からの取 り組み も
オハ イオ州の ク リーブラン ドの近 くの保育 園 をみせ て もらい ま したが、普通の保育
園に しか私 には見 えません で したが、ここで も紛争解 決 をや ってい ます といって見せ
ていただ きました。一応 あそこの壁 の ところに ピースコーナー と書いて あって、保育
所 内でけんか になったらピースコーナー とい うところへ連れて行 って、 この場合 はど
うして も先 生が メデ ィエ ーターにな ります けれ ども、お互 いに言いたい ことを言わせ
て、「この ままず っ とけんか をしていた らい けない 、今後 ど うい うふ うに したい?」と
い うことを2人 に言わせて解決 を図 ります、と先生 が言ってお られ ま した。 これ はピ
ア ・メデ ィエ ーシ ョンで はあ りませ んけれ ど も、紛 争解決へ の取 り組み をアメ リカで
は相 当 に小 さい ときか ら意識 して や らせて います とい う一つ だ と思い ます 。
ピア・メデ ィエ ーシ ョンは、小学校 の3年 生 、4年 生 あた りか ら中学 、高校 まで行
;われてい るようですが、 メデ ィエーシ ョンに関 しては大学で もか なり行われてい るよ
うです。その実効性につい ては疑問 があ りますけれど も、小 学校 の1年 、2年 で も導
入 してい る例 もあるよ うです。
ピア ・メデ ィエーシ ョンの広 が り
アメ リカの実態 と して、 ピア・メデ ィエー シ ョンを単体 として何校 がや って いる と
か、 どうい うことをや っているとい うデー タはな く、 コンフ リク ト・レゾル ーシ ョン・
エデ ュケ ーシ ョンとい う、いわゆる紛争解決 教育 の中の一つの手法 と して カウ ン トさ
れて いるよ うです。紛争 解決の 中で も、 アサ ーテ ィブ ・トレーニ ング とか、ア クテ ィ
ブ・リスニ ング とか、外 に向 かった地域 との活動 とか 、い ろい ろなもの を織 り交ぜ て
や ってい くので、単体 だけでや る学校 とい うのはカ ウン トしきれ ないのです が、ただ
ピア・メデ ィエーシ ョンをどの ぐらい導入 してい るか とい うと、全部 の学校の半分 ぐ
らい といわれてい ます 。
世界で どの ぐ らいの広 が りがあ るか とい う話 をす ると、 イスラエル にはUNRWA
(国連 パ レスチ ナ難 民救済事業機 関)と い うところが あ り、 これ はアメ リカのNGO
を中心 とす る国連の機関 で、1999年か らイスラエルの ガザ地 区において ピア ・メデ ィ
エ ーシ ョンを導入 してい ます。
これは ガザのキ ャンプの小学校 と中学校 です。向 こうは小 中学校が一緒 になって い

















ちゃんをいじめる」とか、「00ちゃんを無視する」とかがあって も、例 えばTシ ャ















その後 も紛争の解決 を現実に行った場合、今までけんかばかりしていたAち ゃんと
Bちゃんもお互いに自分たちで話 し合いによって問題を解決できたということで両者














それはしっか りして くるということなのかもしれませんが、そうい うメディエータ
ーの教育を受けると、それをほかの場面でも使 うようになる。それが家庭とか、地域
とかにも拡充効果が出てくるという意味で、社会的な効果も出てくると考えられます。
ピア ・メデ ィエ ーシ ョンが導入 される理 由
以上 が現実 に起 こってい るピア・メデ ィエー シ ョンのある意味での実際 です けれ ど
も、ただ これ は当然 アメ リカの州 によって極 めて違 いが あります。先 ほど申 し上 げた
とお り州の機関 と して持 っているのは6州 だけで、ほかの州 はそれ ぞれのNGOな ど
がや ってい る し、また ピア・メデ ィエ ーシ ョンで はな く他 の手法 を採 ってい る州 もた
く さん あ ります。
もちろん これ だけで万能で ある とい うことではあ りませんが、 それで も80年代以降
か な りの学校 に増 えてきて、今 もやは り増 え続 けてい る理由 はなんだろ うかとい うこ









常に重きを置いているわけで、それが今 日の普及 をもたらしている要因ではないで し
ようか。




さいとい う注意書 きがあるのですけれども、そこで もし学校 が 「これはいいことだ」
「これは悪いことだ」という善悪を教えるところだとす ると、 もし悪いことをしたら
















考 えた り、 または自分 の言 った ことに対 して想像 した以外の ことを反論 され る ことが
あ ります 。そ うい うことを聞 くこ とに よって 、「人 は自分 と違 う し、 こうい う意見 が
あるんだ」とい うことを、聞 いて学習す るこ とに なる。そ うい う非常 にい ろい ろなパ
ターンがあ るとい うことが、対話 の中か ら理解 で きるようにな る。だか らピア ・メデ
ィエ ーシ ョンとい うの は意味 があるのだ と。 こうい う意味 を理解す ることが学校 の教
育の 中にも必要 だ し、ひ いては子 ど もたちが学校 を出て、社会人 となって社会 に出た
ときの社会 を作 るル ール の一つ になってい く。 そ うい うの が ピア ・メデ ィエ ーシ ョン
の大 きな理念 の一つ ではない かと思 い ます。
こう した教 育 を受 けて大 きくなった人間 と、 これ を受 けず に大 きくなった人間 と、
比較す ることが現実 にはできないので、なかなか効果のほ どとい うの は計 りかね ると
ころが ありますが 、EUで もイタ リア とスペイ ン、それか らイギ リスにもかな り広 が
り、 ピア ・メデ ィエー シ ョンは世界 中でかな り導入 されてい ます 。 ピア ・サポ ー トと
い う名前 で少 し変形 した形 です けれど も導 入 している国 もかな りた く さんあ ります。
日本で もい ろい ろと活動 され てい らっ しゃ る方がた くさんお られ ると聞いています の
で、 日本型の もの もこれ か らどん どん発展 をしてい くだ ろうと思 います が、その根底





入江秀晃(東 京大学)メ デ ィエ ーシ ョンの研 究 を してい る者です けれ ども、 ピア ・メ
デ ィエーシ ョンにつ いて も文献 は幾 つか読んだ りして いて、あ とワー クシ ョップ、 日
本で子 ども向 けの ピア ・メデ ィエ ーシ ョン ・ワー クシ ョップ を したこ とは あるの です
が、実際 にアメ リカの事情 とい うの を本格的 に調査 したことはなかったので、大変 参
考 にな りま した。 あ りが とうご ざい ました。
私 は ピア ・メデ ィエ ーシ ョンで はな くて、 メデ ィエ ーシ ョンにつ いてア メ リカで調
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査 したことがあって、非常に日常の中でアクティブ・リスニングというか、すごくそ




竹村 あ りが とうござい ます。私 はオハ イオ州の コロ ンバ ス とクリーブ ラン ド、主に
その2つ の高校 を中心 に幾 つか見て きたのです けれ ど も、メデ ィエー ターにな る子た
ちに 「何 で な りたいのか」 と聞 いた ところ、ほ とん どの子 は 「自分 もけんか した り、
腹 が立 った ときにど うや って接 してい いか分か らない。正 直い うと、親 に聞い た ら
『勝 ってこい』といわれた 。『けんか して勝 って こい』といわれ るだけで、別 に勝 って
くるのはいい んだけ ど、 それでいいの か」とい うよ うな、正直 いって子 どもたちのほ
うに戸惑い がある とい うの が印 象的で した。
また私 が見 た ところ とい うのはほ とん どが黒人の ところです。黒人の地域 と白人 の
地域 でかな りはっ きりと分 かれてい ます。黒人の地域の ところは学校の入 り口に金属
探知機 が ごく普通 にあ ります。 ですか ら子 ど もたち 自身 が「誰が銃 を持 って きて いて
もおか しくない。 いつ どこで撃 たれて もおか しくない」と思ってい る。 ただ し自分 は
さす がに銃 は持 ちた くない、その ときに どうやって問題 を解決 した らい いの かとい う
の は、正直学校で も、親 か らも教 え られ ることがない。 ある意味で対抗手段 です。対
抗手段 と して の方策 を教 えて もらいたい とい うので、 メデ ィエ ーターの訓 練 を受 けて
い る とい う子 がわ りと居 ま した。
全 く白人だ けの高校 は正 直い ってこ うい うピース ・アクテ ィビテ ィー とい うのです
か、 こうい う活動 をす ると内申書 がよ くなって、いい大学に入れ ると思 って メデ ィエ
ー ターの訓 練 を受 けてい るよ うな、いわゆるハ イ ソサエテ ィーの女の子た ちとい うの
もか な りい るよ うです。 アメ リカでの ピア ・メデ ィエーシ ョンの位置付 け とい うの も、
地域 によってか な り違 うと思い ます 。




理者の考 え方。 そ うい うもの と、 この メデ ィエ ーシ ョン、 あるいは ピア ・メデ ィエ ー
シ ョンとい うの は、 ど うい う位置付 けに あるの か。
つ まりけん かを早 めに収 めて しま うとい うことが本当 に子 どもにとって いい ことな
のか な、 それ はメデ ィエ ーターとい う人 がお互 いの仲裁 に入 ってや っちゃうとい うこ
とがいい ことなの かな、そこ らへ んで僕 は非 常に迷 うわ けです。僕 自身 はむ しろ対話
を推進す るため に研究 して いる ものですか ら、対 話に対 して非常 に好意的 に考 えなが
ら、 メデ ィエ ーシ ョンにつ いて好意 的に考 えなが ら、それ をあたか も病気のモ デル を
考 えて、病気 は早 めに手 を打つ 、早期発 見すればそれほ どいい とい う考 え方で 、コ ン
フリク トを早 めに発見 して、早 めにメデ ィエーシ ョンしたほ うがいい とい うことは実
証 されて い るのか、 ど うなんだ ろ うか。
そ うい う研 究が アメ リカで、つ ま りそれ をやった結果 が非常にいい とい うようなフ
ォローア ップが10年先 ぐ らいまで行 われ ているのか どうか。そ こらへん をお伺い して
みたいの ですけ ど … 。
竹村 早期介入とは何のためにということかと思 うのですけれ ども … 。
質問者 何の ため かとい うよ りも、当事者 に とって将 来の、子 どもにとっての将来 の
発達 に具 合がいい ことか、悪 いことか。子 ど もはけんか しなが ら成 長 して いくわ けで
す。だか らけんか ゼロの社会 にす る、あるいはけんかゼ ロの環境 にす るとい うことが
子 どもの 発達に とって本 当に幸福 な ことか ど うか とい うこ となんです が … 。
竹村 確 か に学校 が、学校運営 のために導入 を してい ることはお そらくあると思 うの
です。広 まった背景 にはそ こは大 きい と思 うのです が、 ピア・メデ ィエ ーシ ョンの フ
ォローア ップの研 究調査 からは、介入 を早 くしたほ う、介 入す るすべ を早 く身 に付 け
た子 のほ うが、その後の トラブル に巻 き込 まれる率 が極端 に低 い。つ まり自分で うま
く対処 してい るそ うです が、た だ しそれが幸福 かど うか分 か りませ ん。
ですか ら何が効果か とい うと、それはあ くまで学校 内 とか、非行 とか、 また は犯罪
とか とい う、数に出て くるもので しかチェ ックできないので、それでい えば非行の ト
ー タルの数 が下が るとか、 ピア ・メデ ィエ ーシ ョンを受 けた人のほ うが犯罪者 になる
率 が低 い とか、そ うい う形の もの はあ ります が、それ がいわゆ るよい人生 を送 るよう
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な、 よい人 間にな るの か どうか とい うことは分 か らないです。
稲 葉一人(科学技術文明研究所)た ぶん今の感 じか らい うと、けんかをゼ ロにす る仕 組
みではないんです。 けんかはすればい いの だけど、そのけんか をど うやってそ こか ら
修復 してい くのか とい うことと、大 きな回復 できないよ うなけんかに しない ような仕
組 み とい うふ うに、僕 はピア ・メデ ィエ ーシ ョンを考 えて いま した。 たぶ んそれが一
つ の答 えだと思 うのです け ど … 。
僕 が ここで聞 きたいの は3つ あります。1つ は以前勉強 した ときに、準備手 法の中
にテ ィー ンコー トとい う、同 じピアな、つ ま り同様 である学生 が裁判 をする とい う仕
組 みの 中で決 めてい くもの と、 こうい うピア ・メデ ィエー シ ョンとい うもの はど うい
う関係 にあるのか とい うこ とを一つ お聞 きしたい。
それ か らもう1つ は教育現場 というのは、基本的には先生 が子 どもに教 えるとい う、
上 か ら下へ の垂 直の コ ミュニ ケーシ ョンが非常 に強 く、それ が 日本 の社会 の教育 の中
に ピア ・メデ ィエ ーシ ョンを入れ る ときに非常 に障害 になる。つ ま り 「たいが いの問
題 は教 師だ」とい う理論 が昔か らあるのです。 こ うい う中で水平の理論 が どん な意味
を持 つのか とい うこと、 コメ ン トで結構 です か らい ただ きたい。
それ か ら3つ 目はアメ リカでは確 かに非行 とい うもの、つ ま り犯罪 とい うものの防
止 です けれ ど も、 日本 でい うと犯罪防止 のために ピア・メデ ィエーシ ョンを入れ ると、
非行防止 のため に ピア ・メデ ィエ ーシ ョンとい うよ りも、 もっ と陰湿 な子 どもどう し
の い じめで ある とか、子 ど もどうしの本 当に潜在 の ところにた どり着か ない ようなも
の が本 当の問題 なの ではないか と思 ってい る。こ うい うところに ピア ・メデ ィエ ーシ
ョンとい うの はどんな意味 を持つ のか。
つ ま り顕 在化 しない問題 に対 して ピア ・メデ ィエ ーシ ョンとい うの はど うい う意味
を持つのか とい うこ と。 かつ てか ら僕 自身 も思 っていた質問 なものですか ら、答 えは
明確 にはないか もしれ ませ んけど も、竹村 さんの ご意見 を聞かせてい ただ きたい と思
い ます 。
竹村 あ りがと うご ざいま した。 まずテ ィー ンコー トは私の知 る限 りで は各地方の裁
判所が行 って お り、 ピア・メデ ィエ ーシ ョンはそれ ぞれの学校長の裁量 で行 ってい る、





が出て、例 えば2人 が 「これから週に1回 ずつ けんかしようぜ」とい う合意ができて
も、文句は言わない。要するに善悪の判断をす るわけではない。だからプロセスのほ
うを大事にしてい くのだろうと考えます。

























デ ィエー シ ョンはたぶん難 しい と思 い ます。 ピア ・メデ ィエ ーシ ョンが扱 える範囲 と
は何 か、 ははっ きりさせ たほ うがいいの ではないか と思 います。
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私 はアメ リカでハ イスクール のカウ ンセ ラー を3年 ほ ど してい ま した。 日本 に帰 っ
て きてか らは中学校の スクール カ ウンセ リング をず っとや ってい ます 。大学 では学生
相談 、産業 カウンセ リング、臨床心理士 、 日本 カ ウンセ リング学会の認定 カウ ンセ ラ
ー会の運営委員会等 をやってい ます。
2001年にチー ムを作 ってア ミタイ ・エチオ ー二の著書 で ある 『新 しい黄金律 』を翻
訳す るとい うことを、氏 に も日本 に2度 ほ ど来 ていただ きなが ら進めて きま した。 こ
れは対話 とい うことを中心 に した社会 づ くり、 コ ミュニテ ィづ く りの本 になるのです
けれ ども、 その 中で も対 話 を進め るADRが 一 つの方法 と して提示 されてお ります。
メデ ィエ ーシ ョンは、対話 を促進 す るための方法で あって、争 って いる人 が自 らコ
ンフ リク トに直面す ると、ある程度感情 を高めない と解決 しない んです。冷静 に話 し
合 ってい ると解決 しないです 。人 間は争いの中 にあるときには適度 な感情 の高 まりが
ない と、問題解決 しない とい う問題 が ありますので、冷淡 にな りす ぎてい る場合 は逆
に感情 を高 めることを行 うことも必要 な場 合が あ ります。 そ うい う意味 では対話 を進
め る上での メデ ィエーシ ョンを行 うのが一般的で あ りま して、暴 力で終 わって しまう
よりは、 きちん と話 し合 って 、そ してお互 いに共存で きる社会 をつ くってい こうとい
うことで あるわ けです。簡単 に さっ さと問題 を解決 して、波の荒 くない社会 をつ くろ
うとい うので はな くて、争 いがあ るのは当た り前で あるとい うことを前提 に してお り
ます。
解決方法 と して暴 力で ない解決方法 を子 ど もたちにや は り教 えな けれ ばいけない 、
エ ンパ ワーメン トの一つ として、教育 の一環 と して、解決で きる とい うことを教 える
とい うことが基盤 になっている と思 い ます。そのために教員 も非常 に無力 であったの
が、 コンフ リク ト・レゾル ーシ ョンとい うひ とつの方法 を得 ることでエ ンパ ワー され
るわ けです 。私 は トーマ ス ・リコーナ ー氏 が提 唱す る 『人格の教育』(キャラクター ・
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エ デ ィケ ーシ ョン)と い う試 み に も注 目
してい ます。キ ャラクター・エデ ィケー シ
ョン ・パ ー トナー シ ップが ワシ ン トンD
Cを 中心 に して あ り、西海 岸の ほ うには
キ ャラ クター ・カウン ト・コァ リーシ ョン
があ り、「キ ャラク ター ・エデ ィケ ーシ ョ
ン」とい う雑誌 を出 して もい ます。その 中
で は学 校の 中でキ ャ ラクター ・エ デ ィケ
ー シ ョンを進 め教育効果 を上 げ る方法 に
つ いて科 学的 に研 究 され て お り、その一
環 と して ピア ・メデ ィエー シ ョンを提唱
第5回 対話シンポジウム
(2006年11月3日、大阪大学銀杏会館)
しています 。他 に もい じめ防止プ ログラムとか 、ケアを中心 とした思 いや りのあ る社
会づ くりとか、セカ ン ドステ ップな どい ろい ろなプログラムがあ ります。 その ことは
私 が2005年にブ レーン出版 か ら出 した 「争い ごと解決学練習帳』に詳 しく書いて あ り
ます。
ピア ・メデ ィエーシ ョンプ ログラム
ピア ・メデ ィエ ーシ ョンのプ ログ ラムには大 きく4つ の分野が あ ります 。1つ は争
うとい うこ とはど うい うことか とい うことの理解です。争いの 中に実 は非常 にポ ジテ
ィブな、積極 的な意味 があるのだ と、争い を必ず しも避 けることで はないと、争 うこ
とによって真の理解 に至 る道 もあるんだ、争 うことが必ず しもい けな いわ け じゃな く
てポ ジテ ィブにとらえるべ きだ、とい う教育 を してい きます。ただ し、暴力は いけな
い、対話の中で激 しく言い合 うことは必要 なので説得 とい う技 術が必要にな る、 とい
うことを教 えます。
第二 に、問題 解決ア プローチ とい うの があ ります が、問題 はど うい うふ うに解決す
るか とい うアプ ローチの原理 について、第三 に問題解決の プロセスにつ いて、そ して
第四番 目に問題解決技術 につ いて、教 えるわ けです。 この4つの分野 があ り、 ピア・メ
デ ィエ ーシ ョンとい うと、「技術 だ」と考 えが ちですが、それ は教育のほ んの一分野で
あります。
従 来の方法 と比 べてみ ると、学校 で争 いご とが起 きると、教 師 とか保護者 とか が介














りを感 じているとか、被害意識があるとか。それぞれの感情が理解 されて、納得 され
ているかどうかについてどうするかということが残るわけです。 もうひ とつの問題 と
して、 ピア ・メデ ィエーションでは解決するプロセスを理解 したかどうかの確認がな
されます。たとえば、外交でもそうですが、最初にどういうふ うに話 しを進めていく








































決 したいのですか?」 と聞いて、「解決 したい」ということなら、「じゃあ、進めまし
よう」と続 けるわ けで す。実際 に メデ ィエ ーシ ョンの途 中に は非常 に困難 な事 が起 き
て くるんです。そ う簡単 には行か ないんです。 その 困難 を乗 り越 えてい くコ ミュニケ
ーシ ョンの力 と、問題 を どう解決す るか とい うことを、 コン フリク トを通 して、心 の
葛藤 を通 して、価値観の葛藤 とか、い ろんな葛藤 を通 しなが ら、合意 に至 るという、そ


























きるコ ミュニテ ィを作 ってい くとい うことが最大の 目標 になってきます 。 したがって
そのためにメデ ィエ ーシ ョンの教育 の中に 「謝罪す る」 とい うことが求 め られ 、自分
が間違 った と思った らどうや って謝罪す るか、 そ して相手 に詫び を受 け入れて もらえ
るか どうか をどう確認で きるか、 とい うことへ と発展 させて い くことがで きます。
もうひ とつ は寛容性 とい う、問違 って意図 して いないの に起 きて しまった出来 事に
対 して、許 す ことがで きるかど うか、 とい う大 きな問題 が含 まれ てい るわ けです。
そ うい う意味では ピア・メデ ィエーシ ョンとい うのは、ひ とつの社会 をつ くろう、対
話ので きる社会 をつ くろ うとい う意 図が裏に あると考 えて いただきたいと、私 は思い
ます 。
人格教育 がめ ざすもの
次 に 「人格 教育」とい うところに行 きます。人格教育 とい うのは先ほ ど言 いま した
「キ ャラクター ・エデュケー シ ョン」が、メデ ィエー シ ョンとくっつ いているのです。
私 の行 っていたバ ージニ アの学校 は、 リコーナ先生 の指導 を受けてい ま した。 ピア ・
メデ ィエ ーシ ョンを導入す るのに3年 の時間 を費や したのです が、 まず1年 目は リス
ペ ク ト(敬 意)と リスポ ンシビ リテ ィ(責 任)と い う2つRを どう学校 で実現で きる
か とい うことを目指 しま した。普通 は教師 が、 これが リスペク トだ、 これが リスポ ン
シビ リテ ィと教 えるわけです が、そ うではな くて、 どうや った ら教 師 を リスペ ク トし
てい くことになるのか、子 どもど うしな ら、子 ど もど うしがお互いに リスペ ク トす る
って、 ど うい うことか な、 たとえば、親 をリスペ ク トす るのは どうい うことか な、親
も子 ど ももリスペ ク トす るの はど うい うことか な、 とい うことを1年 間話 し合 って、
だい たい、 リスペ ク トとい うの はこれが標準 的な行為 だな、 とい う合意 を1年 か けて
作 るわ けです。 リスポンシビ リテ ィも同 じです。意見 を言 った ときに、 自分 が言 った
意見 に対す る責任 とい うこともあると思 います が、 これ を リスポ ンシブ ・ソサ イアテ
ィ 「応答す る社会」 として教 えてい きます。
た とえば私 たちが普通行 う 「私 はブロ ッコ リーが好 きだ」と言 うときは、個 人の好
み を言 ってい るんです が、 「私 は学校の中の暴力 をなく したい」とい う場 合 は、 アカウ
ンタビ リテ ィな意図なんですね。 ど うして暴 力をな くすのか とい うことを説明 しなく
ては ならない。 「ブ ロッコ リーが好 きだ」とい うの は 「好 きだか ら好 きだ」でいいので
すけ ど 「学校か ら暴力 をな くしたい」と言 ったときに、「私 がな くしたいか らな くした
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いん だ」ではだめなんです。 この アカウ ンタビ リテ ィが結局 はキ ャラク ター ・エデ ュ
ケー シ ョンの 中に入 って くるわけです。
どうしてわれわれ は、平和 な共存 で きる社会 を目指 してい くか、 とい うことを理解
して もらう。 その動 きを してい かなけれ ばな らない。それで生 まれて きたのが私 はメ
デ ィエ ーシ ョンだと、理解 してい ます。 『争い ごとの解決学 』とは何か といい ます と、
まず、争 うことは「異常 な行 為だ」と思 う人 もい ます し、「人 間生活で は正常 な行為だ」
と思 う人 もい ます し、他 の人は 「争 うの は、 コ ミュニ ケーシ ョンの断絶 が最大の原 因
だ」と思 う人 もい るとい うわ けです 。争 うとい って も、いろいろあ ります よね。 そ う
い う意見の不一致が争い ごとの原 因にな りますので、人間が争い ごとを起 こす とい う
ことは、何 なのか とい うことか らピア ・メデ ィエ ーシ ョンは入 ってい きます。 そ して
争いごとは、ある人は、「抑 えて、上手に、争 いごとをコン トa一ルす ることが根本 だ」
と考 えている人 もいます。か と思えば、「あ まりに も上手 にコン トロール されて しまっ
ては ダメなので 、多少 混乱 してい たほ うがいい」とい う意見 もあ ります。人間 は感情
の高 まりの中で対話が行われて いるとい う事実 があ りますのでその意見 も無視す るわ
けに はい きません。 そ して 、怒 りの感情 は必ず伴 い ます。争い は「失恋 と似 てい る」と
い う人 もい ます。 そ して、正義 の実現 をす ることに よって、関係性 が続 かない場合 が
あります。そ うしなけれ ばならない時 もあります 。「関係性 に重点 を持つ ならば、 また
別の解決方法 があって もいいので はないだ ろうか」 と考 える人 もあります。
争いごと解決策の教 え方















うのはハーバー ドのケーススタデ ィで中心にや られた平和研究所の もの を、使ったり
します
そして敵対アプローチと関係 中心アプローチ、態度とスタイル と雰囲気 と技術 と結
末をや ります。これはハーバー ドの交渉術ですけれども、ソフ トな態度でモノが解決
するかどうか、ハー ドな態度で押し返せばそうい う方法 もありますが、創造的な解決
方法はどうしたらよいかということを子どもたちに考えて もらうのです。そして対話
のルール を教 える。対話のルールはア ミタイ・エチオー二のコミュニタリアンでよく
や りますけれども、会話というのはこうだと子どもに教えるわけです。
異議を唱える、権利 を主張する、人は黙っていないで発言する、大体の問題は言わ
ないことによって起 きるのでだからまず発言 してもいいという雰囲気を作 り、さらに
批判する権利を主張す る者は、相手の意見を理解する責任を負 う、相手を理解 しない
で批判するなということを理解 させ るわけです。相手に影響を与える意見を主張する
人は相手を興奮 させない責任がある、相手 を興奮 させないように話すには、相手に理



































ア ンガーマネジメ ン ト
そ して感情 をコ ン トロール す る、怒 りの コン トロール をす る。 この ごろ、 これは子
ど もを小 さな感情労働者 にす るとい うので 、こ うした心理学 を批判す る本 が出て きて
います が、それはや り方が悪いんです。小 さな感情労働者 にす るのではな くて、感 情
に きわめてポ ジテ ィブな意味が あるとい うことを教 えな くてな らないのです。ヘ タな
心理学者 は子 どもに 「怒 りをコ ン トロール しな さい、怒 らない ように しな さい」 と言
うのですが、そ うじゃな くて、「創造 的に怒 りな さい」とい う。怒 りをうまく使 うとい
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うことを しないと、確 かに小 さな感 情労働者 を作 って しまうことにな る。
だい たい私 たちの仕事の50パーセ ン トくらいは感情 労働 だ と思われ ます。専門家の
労働 は、80パーセン ト以上 は感情労働 なんですね。 こんな ところで、ニ コニ コ しな く
ていいの に、私はニ コニ コ しなが ら話 してい ます 。 これ も感情 労働 ですね、作 って笑
ってい るんです。 それ は職業 に付 き物で あるわけで、心 か ら笑 ってい るか もしれ ない
し、その ことは本人 もわか るんです か らね。 そ うい う意味 で、実体 の ことば と非言語
の乖 離が大 きい と幸せ な人生 とはい きませ んので 、態度 と話 してい る言 語は一致す る
ように、幸せ な人生 が送れ るよ うに、 そう したこと も教 えますね。
どう適度 に感情 を高め ることがで きるか、 これ は難 しいんですよ、コ ン トロール し
す ぎる子 には 「もっと怒 れ、怒 れ」って なんて言 ってい ます。子 ど もたちがカ ウンセ
リング を受 けに 「何 とかな りません か」 と相 談 にきて も、私 は 「大変 だね 、 ここに来
て心 の重 りを少 し減 ら して、気 を楽 に して帰 りな さい」と、そんな ことは言い ません。
私 は 「それ は大切 な問題 だか ら、解決 しない で、 じっ と持 って考 えなさい。上手 に悩
みな さい。あなたが今やってい ることは悩み を上手 に悩む とい うことを勉強 してい る
んだよ」と教 えてい くのです。上手 に悩む とい うことは どうい うことか 、お話 してい
きます 。決 して心 を軽 くす ることではない。直面 して解決 して い く能力 を授 ける こと
なんです 。
ゆるすこ と、謝罪 す ること
基本的欲求 が人 間にはあ るとい うことを認 め ることか ら、 そ うした人 間の基本 的欲
求の理解 から入 っていきます。怒 りの態度 をどうした らいいかを教 えます。そして、謝
罪 はど うい うふ うにす るか、子 どもは知 らないんです。大学生 に確認 しま した。今 ま
で過去 に一回で も謝罪 した経験 のあ る人 い ますか、 と。全員、手 を挙 げま したね。謝
罪 してない人間なんて、い ません よね、ただ し、「ど うい うふ うに謝 罪す るか とい うこ
とを、 ちゃん ときいて教 えて もらった とか、 自分 で勉 強 して きちっと謝罪 したと、 そ
うい う経験の ある人はい ますか」とい うと一人 もい ません。つ ま り、学校教 育で は謝
罪の仕方 を教 えて いませ ん。問題 があるのが当た り前 で、間違 えるのが あた り前の社
会の 中で 、いかに謝罪 す るか を教 えてい ないんです。
コンフ リク ト・レゾ リューシ ョンは前提 として、争いが あ ります か ら、間違いが あ
るの が前提ですか ら、 それ を教 えますよね。その次 に教 えるの は謝罪の レベルです け
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れど も、関係 を修 復 し、「二度 と同 じ過ちは しない」と言 って許 して くれ るか どうか を
相手 に尋ね る、そ して特定の行為 に対 して謝 らな くてはな りません。「い じめて ごめん
ね」 なんてい った ら、絶対 に許 しませ んよ。私 は 「い じめの内容 を言 い な さい」 と教
えます 。ど うい うことがい じめなのか、 ど うい う行為 を しないのか、 とい うことをき
ちんと しない限 りは許 しません。 そこまで言い ます 。きちっ とそ こまでメデ ィエ ーシ
ョンではや ります。
私 はい じめのメデ ィエーシ ョンを何回かや ったことはあ ります 。そ こまで きちっと
やれ ば うま くい きます。 こ うい うことは教育の一環 としてや ります。
次 に教 え るのは、寛容 な社会 、人 を 「ゆ るす」 とい うことはど うい うことか、 とい
うことです。エ ンライ トの 「フォーギブネス ・イズ ・ザ ・チ ョイス』 とい う本 を翻訳
中ですけれ ども、「ゆるす」とい うこ とも人生 の選択肢 にあって もいいん じゃないか、
とい うことを世 に問いたい と思い ます。今の学校 はあま りに も、不寛容 です。 ちょっ
と した過 ちを子 ども達の間で も厳 しく学校 に言 いつ けます 。今 の学校 の クラスの 中は
ど うなっているか とい うと、弱肉強食です。強 い者 が勝 ち弱 い ものは負け るとい うこ
とをクラス全体で助長 してい く教育現場 がある。実は世 の中は弱肉強食ではないんだ。
強 い者 が勝つ よ うな学校 を作 って おいて、 なぜ い じめがな くな るか、 なくなるはず が
ない。
メデ ィエーシ ョンとい うことで 、世界 は弱 肉強食 ではないんだ とい うことを学校文
化 に取 り入れ ることがで きた ら、 きわめて大 きな力にな ると私 は思い ます。 「ゆ るす」
とい うのは発達段 階ですので 、子 ど もの場合 はあ る程度 しかわか りません。相手が ゆ
る して くれればゆ るして あげ るとか、 同 じことをす ればゆ るして あげ るとか。 たとえ
ば頭一発殴 られた ら、殴 り返す、 とかいうのは小学校低 学年 の発達段階 の特色です。こ
れ らの子 どもに、い くら話 して もわ か りませ んので、なにか適当 な形 でや るとか、い
ろいろな方法が あると思 うんです。 この あた り、「人 をゆるす」とい うことがど うい う
こ とか、文学作 品は あるのですが、教育の分野 では、未 開拓 の部分です。 この あた り
もメデ ィエ ーシ ョンで研究 で きるわ けで、非常 にす ば らしい分野 がここにあ ります。
調停者 にな るため には、感受性 、柔軟 な考 え方 、ケアす る気持 ちや行為、 コ ミュニ
ケーシ ョン技 術、ユ ーモ ァの センス、などが求 め られ ます。 メデ ィエ ーターになるに
は、争いあ ってい るAとBと い う人の お互 いの立場 にな って物 を見 られ ることが必要
です よね。メデ ィエー ターは何か とい うと、ABを 取 り巻 く環境 が、第三者の視点か
らABが どう映 るか とい う視点 を持 たな くて な りませ ん。 それ だけではな くて、 さら
に大 きな地域社会、国 とい う観点。 その 中にグ ローバル な社会が入 って もいいです が。
その中で この争 いが、 どう置かれてい るか とい う観点 まで み られる とな ると、 リフレ
クシ ョンの他者 性、第三者性 とい う、哲学が深 く自己の中に沈殿す るだけではな くて、
他者 との問の対話 の中に哲学が あるとい うことがま さに起 きて くるわけですね。そ う
す る とメデ ィエー シ ョンは まさに対話の 中に理解 が深 まってい き、メデ ィエー ターは
対話 ので きる人間 を作 ってい く、 とい うことにつ ながって い くのではないか と私 は思
います。
次 に、回避 す る。回避 す るってい うの はわれわれ大人 が使 います ね。イヤイヤ しな
が ら、なん となくあと延 ば ししなが ら、回避 しなが ら … 。子 ど もも同 じ方法 を取
っていますよね。で きれば回避 して小学校卒業 しちゃえばいい。回避 して中学校 卒業
しちゃえばいい。だか ら、問題 に直面せず に終わ って しま うわけです。残 ってい ると
い うのは非 常に弱め られた 自分 しか ありませ ん。エ ンパ ワー され ていない。社会 に出
て も弱 いです。自分で問題解決で きる力 を持 って いないわ けです か ら。その子 どもた
ちに、自分 で解 決で きるとい う力 を授 けるとい う意味 でメデ ィエーシ ョンがひ とつの
力にな ると、私 は思い ます 。
そ して、現代 は情報社 会ですか ら、正 しい情報 を子 ど もに与 えて、その情報 の中か
ら、選択 で きるとい うことはひ とつですか ら、暴力行為 を しな くて も解決 で きる方法
があ るとい うイ ンフォメー シ ョンを与 える責任 はあると思 います。 これ は、私 は責任
だ と思ってい るんです。責任 のあ る教 師がす る一つの方法 だ と … 。
そ して、オープ ンにす るとは どうい うことか。先 ほどいいま したが、対話 。オープ
ンに してい きなが ら、共通 の対話 の場 を作 ってい く。共通 の基礎 を作 る。 コモ ン ・グ
ラン ドを どうやってつ くってい けるか、 とい うこと。 これ も教 えな くてはな りませ ん
ね。 これ もメデ ィエ ーシ ョンプ ログ ラムのひ とつ なんです 。
問題 の再 構築。 「われわれの問題」で、「あなた対私」の問題で はない。つ ま り、 こ
こに問題 があ るが、それは 「私 の問題」「あなたの問題 」とい うの ではな く、 この問題 は
「私 たちの問題」なんだ として、再構築す るわけです。ス トー リーを書 き換 えるんです 。
私 たちの問題 として メデ ィエー ターが問題 を書 き換 える ことをす るの です 。 まさに、
根本 問題 をわれわれの問題 として書 き換 えることで、解決者 として問題 に向かってい
く。メデ ィエ ーシ ョンプログ ラムは こうい うことをす るわけです。
45
46
コ ミュニテ ィづ くりとメデ ィエーシ ョン
最後 にひ とつだ け申 し述べ てお きますが、 アニ タイ ・エチオ ー二 さん も言 ってい ま
す が、現代社会 は価値相対 の世 界に落 ち込んでいて、一人一人 が考 える ことが正 しい
こととなっていて、それに対 して何 も反駁す ることはで きないわ けで す。それ と同 じ
で学校で も暴 力解決 して も別にか まわ ない じゃない か、死 ぬまで争 って もかまわない
じゃないか。そ うい う意見が出て くるわ けです けれ ども、メデ ィエーシ ョンは、その
意見 や選択肢 を排 除 します。 どうい うことか とい うと、暴力 は絶対 に選択肢 の中に入
れ ませ ん。つ ま り平 和的に解決策 を説 くわ けです。すべ ての選択肢 を残す わけではな
いの です。暴 力とい う選択肢 を排除す るのです。すべての選択肢 を残 すこ とではな く
て、 ある選択肢 は排除す るとい うことがアニ タイ ・エチオー二 さんのい うコ ミュニ タ
リアンの一つ の動 きなんです。 「自分の して欲 しくない ことを人 にはす るな。人が欲 す
ることを施せ」とい う黄金律 がずっ と人類 は じまって以来 あ った訳です が、現在 にな
って 、この黄金律 が不完全 になって しまった。隣 にい る人が何 を欲 しているかわか ら
ない。授業で隣 に座 ってい る人が、何 をしてほ しいかわ か らない、とい うク ラスを作
って しまった。 とい うことはクラスのルールは、教師 か ら与 えて も、 それ は 「先生 の
ル ール じゃないの」と子 どもは言 います 。そ うい う時代 です。「昔 は これが学校 のルー
ル だよ」 と先 生が黒板 に書 いた ら、それに従い ま した。今 は 「それ は先生 のい うル ー
ル じゃないか。私 たちは違 うよ。」こうい う時代 になって しまった。黄金律 は実 は不完
全 なんです。私 たちが作 る新 しい黄金律 とい うの は、ピア ・メデ ィエ ーシ ョンに象 徴
され るよ うに、社会の 中核 となる、クラスの核 とな るル ール、お互 いの合意形成で、 さ
きほど リスペ ク トとリスポ ンシビ リテ ィについて述べ ま したが、コ ミュニテ ィ全体 が
そ うい う目に見 える形 にな るような もの を創 り上 げてい くとい う再構築 の ときを迎 え
てい るように思 えます 。社会 の中核 とな る価値 の再構築 をす る時代 になったんだ とい
う自覚 の元で ピア ・メデ ィエ ーシ ョンを導入す る とい うふ うに私 は理解 してい ます。
ち ょっと話 しがあち こち行 きましたけ ど、 これ くらいでやめ させて いただ きます。あ




質間者 お話の中で 「ゆる し」とい う表現 があ りま したが、技術 的にい うと 「折 り合
い」とい うことで よろ しいので しょか。た とえば子 ど もたちに とって学級 とい うのは
非常 に固い ところで して、自分の気持 ちがい えなかった り、競 争心が盛 んだったりで、
せ め ぎあって、い ろんな行動 も含め まして、折 り合 ってい く。せめ ぎあって 、また折
り合 って、最終 的 にお互い様 と、い う感 じに なってい くと思 われ ますが … 。
水野 「フォーギブネス(forgiveness)」とい う訳 をど うい うふ うにす るか難 しいです
が、「折 り合 い」と考 えていただいて もいい と思い ますね。 とい うの はフ ォーギブネス
は宗教 か らきてい ますので、非常に扱い にくか ったのです。実 はアメ リカ心理学会 で
は 「ゆ るし」とい うの は心理療法 の一環 に入 っていて、学問的に も リサ ーチで充分裏
づ け されてい ます。簡単にい えば「寛容性」。寛容 な社会。人の過 ちをゆるせ る社会 で
す 。
田中圭 子(NPO法 人 日本メディエーションセンター)私 自身NPOの 活動 で助成金 を
いただきなが ら、仲 間 と一緒 に子 ど もたちへのメデ ィエー シ ョンの ワー クシ ョップを
行 って います。今 日のお話 は、単 にスキル とい うところだ けで はな くて、た くさんの
統括 的なお話 で私 はすご く感銘 を受けて聞かせていただ きま した。人格教育 とい うこ
とにつ いてです が、私 はイギ リスのメデ ィエー シ ョンの ことを調べていて、 イギ リス
で は、シチズ ンシ ップ ・エデ ュケーシ ョンのなかで ピア ・メデ ィエーシ ョンが使われ
ている ことが多い と把握 してい ます 。アメ リカの人格 教育で、 ピア ・メデ ィエ ーシ ョ
ンがどのよ うに扱 われているのか、 もう少 し何 か情 報が あ りま した ら教 えて いただけ
たらと思 います。
水野 アメ リカでは、50パーセ ン トの高等学校 でキ ャラクターエデ ュケーシ ョンプロ
グラムが何 らかの形 で、全面 的にではな く一部 を使 った り して 、導入 され予算化 され
て います。そのキ ャラクター ・エデュケー シ ョンの一部 と して、 ピァ ・メデ ィエ ーシ
ョン、 セカン ドステ ップ、CPI、 その他 い くつか あります けれ ども、 それ らが導入
されて います 。そ こで何 をす るか とい うと、教 員研修 をまず行 って 、 ピァ ・メデ ィエ
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一 シ ョンを学校に導入す るとい うことはど うい うこ とか とい うことと、教 員の 中に共
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寺野 私 どもの学校 におきま して、今 までに取 り組 んだ活動 と、 これか らこ うしたい
なあとい う自分の夢 につ いて お話す るとい うことで、私 はメデ ィエー シ ョンについて
は、 まだ勉 強 中で はあ ります が、 ここに立 たせ ていただ きました。実は私 は ラグ ビー
をや って お り、生徒指導 部長 もや ってい ま して、子 どもた ちには 「怖 い先生」で、朝
礼で はいつ もこのよ うにマイク持 って 「おい、お まえらまっす ぐに並べ」 とい うこと
で言葉遣 い も、非常 に失礼な言葉 を使 うこともあると思い ますけれ どもご勘 弁下 さい。
さて、今か ら10年前 に、念願の茨 田高校 で ラグ ビーが出来 ると喜んで勤務 につ きま
した。 ところが その時 にラグ ビー部 はなんと3人 しかいませ んで した。茨田高校の ラ
グ ビー部 は50人～100人はいてその中で指揮 が とれ るんや 、 とうとう全国大会 に出 る
監 督 や とい う気持 ちで、 とにか く希 望 い っ ぱい に登 校 して きた ら一3人 しか いな
い … 。 そ うい う状態で勤務 させ ていただ き、 これ まで なんとか頑 張 ってや ってい
た ような状 態なんです けれ ども、見 ていただいた らわかる とお り、現 在倍 率はぜ ロと
い うことで 、昨 年度 は1ク ラスの生徒 が足 りない とい う状態 にな って しまい ま した。
ま あ、一部 の生徒 なんです けれ ども、昨年 は、「先 生!生 徒 が言 うこときかないんで




て、この大 きな声を利用 して、生徒にはいつで も言 うことをきかせてきたんですけれ
ど、初めて生徒に 「無視」 されました。廊下に寝ている生徒に 「おい、何 してねん、








































その後何人かの先生を捕まえて 「おい、賛成 してくれ。」「賛成 してくれ、いいこと
なんだからやろうじゃないか。」「心配な面があるなら俺がなんとかしたい。誤解の部
分も多いやろうa」等 と個別に話をして、改正案を練 り直 して二回目を提出させていた
だたんですが、今度はなんとか認めてもらえました。













関係ないの に間 に入 って きて首根 っ こを捕 まえて 「お まえ、 あいつの気持 ちわかって
んのか」「お前 は あんな ことを して 、あいつは どう感 じてい ると思 うねん」とい うよう
な ことです ご く怒 られ るとい うことが あった もので した。小学校 ・中学校 の ときにい
くどもそうい う体験 を して育 ちま した。で も今はそ うい う「メデ ィエー ター的な人」が
す ご く少 ない現状 だ と思い ます。
僕 自身は、学校の 中にいろいろと取 り入れ たい と考 えてお りま して、本校で は総合学
習の時 間に、二日間 〔4時間〕だけの 自由選択講座なんですけれ ども、 この 中で 『自分
で問題解決 をす る力 をつ けよう』講座 を作 ってや ってみ ようとい うことで計画 中です。
もう少 し進めて この先 、「選択授業」や 「生活指導」の時間 に ピア ・メデ ィエーシ ョ
ンのプログラムを、本校 な りにいろい ろと吟味 してや ってい きたい と考えてお ります。
生徒指 導は怖い先生が そろって何 か あった ら 「おまえ ら停学 じゃ 凵 とい うふ うな イ
メー ジか と思い ますが、本当に子 どもの ことを考 えて いる先生 もた くさんい ます。事
後処理 ばか りで はな くて、暴 力的な もめ事の事前回避 の取 り組 み として も、 ピア ・メ
デ ィエー シ ョンは有効 だ と思い ます。
今3年 生の学年主任 を してお りま して 、子 ど もたちが学校 をやめてい くんです。何
人かの生徒 にやめ たあと聞 いてみ る と、実 は、学校 の中で もめ事が あってそれ に耐 え
られず にやめ たとい う子たちが少 なか らずい ます。それは表に出て こない数字 なんで
す。教師が見えてない所で もめ事 があって、学校 を去 る、やめ ざるを得ないとい うこと
に追 い込 まれて いる生徒 がいます。僕 自身は、 このメデ ィエ ーシ ョンを早 く教育活動
の 中に取 り入れて、そ うい う子 をち ょっ とで も少 なくす ることが急務 だと考 えてお り
ます。
ま とま りの ない話 です けれ ど も、 と
に か く問題提 示 と して私 が この半年 間
取 り組 ん だ状 況 を こ こで話 しま した。
以上 です 。 ど うもあ りが と うござい ま
す。(拍手)
津田 この茨田高校 プロジェク トは一応
3年間 を目途 に してお ります。3年 間の
問で どこまでい くか とい うことですが、
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学校側から見ればわけのわからない団体、人物が入って くるということで、その拒否
反応 というの もあろうかと思います。非常に積極的にこのメデ ィエーションというこ
とを推 し進めていこうという教師の方 もいらっしゃいますが、そうでない方 もおられ
るわけで、その中でどこまで私 どもが推 し進めていけるのか。 とりわけ、本当の意味
















































津 田 あ りが とうござい ました。 それで は次 に、NPO法 人TPC教 育 サポ ー トセン






































をしに行 く機会 があったときには、厂み んなでバ ァーっ と喧嘩 して、 その あと仲直:りし
て前 よ り仲良 くなったな あとい う経験 した ことあ るか」と一応訊 いてみ るんです。 な
かなかそ うい う実感 を持 っている子 ど もたちが昔よ りも減って きてい るか な あとい う
感覚 をもっています。喧嘩 の仕方が子 どもたちはわからなくなってい るのは、大人の世
界が子 どもた ちに反映 して いるの かな あと も思います。そ うい う身近 にあることか ら
解決 してい くとい う経験 を してい くことって、す ごく大事だ なとい うふ うに思 って い
ます。
僕 もラグビーや って いま して、10年前 に2年 ほ どイギ リスに行 って いたんです けれ
ど、その時地域の ラグビーで、ず っ と、練習 し後試合 をす るとい うことを週 に1～2
回や ってい たんです。 その 中で 日本 とは全然違 うな と思 った ことは、例 えば僕 がパ ス
を投 げて 、相手 が落 っ ことした とい う ときに、 日本 だ と 「す まん、悪 かった」と言 っ
て、落 っことしたのは しょうがない とい うこともあるんですけれど、 イギ リスでは、相
手か ら「お まえのパ スが悪い」とい うメ ッセージがは っきりと送 られて くるんです。 そ
こで選手 は一瞬気 まず い思 いをす るんですけれ ども、彼 らは もう日常的 なことで 、や
り合 い 〔喧嘩 〕に なること ももちろんあ ります し、悪 い雰 囲気 に もな るんです けれ ど
も、 あとでその人 も 「ち ょっと言いす ぎた」とか、「あれは こうやれ ばな あ」とか、 フ
ォa一 し合 った りとか、コ ミュニケー シ ョンの仕方 がす ご くうまいんです 。まず主張
して折 り合い をつ けてい くとい うような感覚です。試合の ときは、相手方 とのぶつ か
り合いは もうしょっち ゅう起 こってい るわけですが、あるプレーの場面が きっかけで、
殴 り合い が一斉 にグ ラン ド全体 で始 まった試合で、 ホイ ッスル がなった瞬 間、両 チー
ムの フ。レーヤーが どちらの側(side)も無 くな り、全員 が フェアフ。レーをたたえる とい
うことが起 こったその時、 ラグビーが もってい る 「ノーサイ ド」とい う言葉 の意味 が
ようや くわか りました。 その言葉 の意味 を初 めて ヨーロ ッパ で知 ったんです。
2年間ず っと観察 してみていたんですが、欧米の文化 は、表現 してぶつ か り合 い を
して い く中で折 り合 いをつ けてい くことが、 日常生活 に根付 いて いる社会 で、 日本 も
今後 を考 え ると、何が しかこ うした文 化 を取 り入れ る必要性 があ ると思 うわけです 。
今 は、先 ほどご紹介 いた しましたNPO法 人TPC教 育サ ポー トセ ンターで活動 し
ています が、Tと い うの は先生 で、Pは 親 で、Cと い うのは子 どもで、教師 ・親 ・子
どもの ため、学校教育 のためのサポー トを してい ます。子 ど もの ためのい ろんな問題
行動 とか 、不登校 に しろ何 に しろ、学校 が抱 える、子 どもたちが抱 える、いろんな問
題の背景 には環境 があります し、それは学校の環境で あった り、友人関係の環境 や、最
も大 きな意眛 をもつの が家庭環境です けれ ども、そ こか ら子 どもたちのい ろん な課題
への働 きか けもでて きている。 そ うした視点 をもって、問題行動の背景 とか原因 に何
があ るのか とい うことをきちっと見極 めて、それぞれに応 じた対策 を講 じてい くこと
が大事で あり、かつ、 そ うす る ことが子 どもの本 当の理 解につなが って、学校の先生
たちが子 どもたちにか かわ るときで も、ま あ、軽 く言 った ら、 あかん ことはあか んっ
て言 って きちっと躾 しなが ら、で も、学校 は子 ど もたちに対 して 「みんなの ことは理
解 していて、 それで それ な りに責任 を持 ってい る、学校 が子 どもた ちの ことを思 って
い る」とい うメ ッセー ジが伝わ るよ うな ものがあ って、 そ うい うスキル が先 生方の 中
に もより広が って いけばいいな あと思い ながらや ってお ります。
具 体的 には学校 の 中で その生活環境 も含 めた子 ども理解 のためのケース会議 を開 け
るよ うに して くだ さい とか、教育だ け じゃな く福祉 とか関係機 関の ことも含 めてそ う
い うコーデ ィネーターが学校の 中に常 にい らっ しゃるよ うに行政 とかサポー トの人に
来て もらった りとい うような こととか、学校がパー トナーシ ップの取 り組みの意識 で、
各先生方 のかかわ りの流れで、チ ームで いろんな課題 に対応 で きるよ うな システ ムづ
くりとか、それか らもう一つ、学校 に来 るソーシャル ワーカーを配置す る活動 とい う
ことをやってお ります。今 教育 委員会の 中で もい ろん な、子 ど もサ ポー トグル ープ と
か支援 チームがで きていま して、そ こか ら学校へ出向いて もらった り、NPO法 人の
中か らコーデ ィネー トす る人 を派遣 した りとか してい ます。 そ うい うソーシ ャル ワー
カーの養成 とか、そ うい うソー シャル ワーカ ーを教育委員会 と連携で派遣 を した りと
い うよ うな活動 を しています。 こうい う今の第5回 対話 シンポの 申で 出てい る意味 と
ち ょっと趣 旨が違 うよ うに も感 じられ るんですが、実 は、 こ うや っていると最終 的に
は、子 ど もを どの ぐらい理解で きる とい うことにかか って くると思 うんです。
もう一つ は、子 どもが学校 の先生 か ら理解 されてい るとい う実感 を もてるよ うにな
って きた ら、先生 の信頼感覚 が回復 されて、 自尊感情 の高 まる中で子 ど もたちが自分
で 自分の行動 をコ ン トロール した り、ひ との ことも考 えた りす ることになった りす る
とい うこ とにつ なが ってい きます。 メデ ィエ ーシ ョン、 ピア ・メデ ィエ ーシ ョン とい
うの は、 そ うい う子 ど もの 自分 の力、子 ども自身が持 ってい る力 をどれ ぐらい信 じる
ことがで きて 、かつ 、それ を引 っ張 り出 してあげ られ る環 境 を作 って あげられ るかと
いうところにかかっている。それは学校 の先 生の役割で あ り、 メデ ィエ ーターを うま
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くそういう意味ではコーディネー トできる人がかかわってくれるかどうかとい うとこ
ろにかかっているかなと思 うわけです。子 どものもっている力ってい うのは、やっぱ
りすごくて、ただ、そこに全然指導が入らない子どもっていうのはただボンボンにな






ていく、何かを解決できたことによって自信 を回復 し、大人への信頼感を取 り戻す と
いうことはあり、取 り組む価値はものすごく高いのでないかなあというふ うに思って
います。ちょっと長 くなりました。
津田 あ りがと うご ざい ました。 じゃあ、水野先 生 よろし くお願 いいた します。











を始めて、やがて学校全体で取 り組むとい う形で入ってきます。 まず核づくりから始
まっていくというのが、私の見てきたなかでは一般の入 り方のような気がします。そ
ういう意味で5人 ないし6人で、核をどう作 っていくというところから入っていくと、
意外と入 りやすいのではないかなあという気が しました。どういうふ うに導入するか
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とい うの は、実 は、メデ ィエ ーシ ョンプログラムの導 入プ ログ ラムが あるんです 。
津田 ど うもあ りが とうご ざい ま した。
竹村 私 はメデ ィエー シ ョンを、実行す る時 にど うい う政策 が必要 のか、 どうい う子
どもを補 完 してい き、 どの生徒 をど う動 かせ るか とか、そ うい うところをもっと詰め
てみたい なと思 ってい ます。講演で 申 し上 げた96年にアメ リカ にで きたナ シ ョナル ス
タンダー ドには、外部か らで学校側のや る気 をど う動 かす のか とい うことがかな り詳
しく書かれて あ ります 。要 す るに 「い けませ ん」 と言 って もだ めで 、メ リッ トと思わ
れ る部分 を誰 にどの よ うにど うした らい いの かを説 明す るわけです。たぶん保護 者 を
巻 き込む とい うことは、地域 を巻 き込む ことなわけで 、非常 に大事 なのではないのか
な と思 ってい るわ けです 。
また 日本の場合 は 「ピァ ・サポー ト」 とい う言 い方で、 ピァ ・メデ ィエーシ ョンと
は違 い ますけれ ども、取 り組み をされてい る先生 にア ンケー トをお願 い して、 どこが
問題 か、 また どううまくいっているか、そ うい うデータを調べたい と今思っています。
施策 的に もどこが障害 にな ってい るのか を調べ たい し、学校側 で もど こが問題 だ と思
われ てい るのか とか、で きるだ けク リア にされて、 どこが一番理解 され てないか、組
織体 としての理解 されていない部分 も明確に して、そ こをまず ターゲ ッ トに して取 り
組 む ことがいいのかな と思 います 。
津田 あ りが とうご ざいま した。それでは、幾 つか質問 も来て お ります が、 それ も折
り込み なが ら少 し議論 を して い きたい と思い ます。 たぶ ん根本 的な ところは、 ピァ ・
メデ ィエ ーシ ョンは 日本 に根付 くのか どうか とい う点ですね。各国のい ろい ろな報告
もあった と思います けれ ども、以前あ る有名 な学者の方 と話 をしたときに、 「日本の場
合 はち ょっと難 しいん じゃないか」とい うご意見 をい ただいた ことがあ ります。 この
点 に関 しま して 、山 中先生の論文 を拝見 させ ていただ きます と、や はり文化の違いで
す とか、物 の考 え方の違いか ら、ピア ・メデ ィエ ーシ ョンの形 はす ぐに はいか ないん
じゃない かと しなが らも、す ぐメデ ィエー ター とい う形 で入 るのが一番いい んだけれ
ども、 それ ができないのであれ ば、過渡 的なや り方 と して教師 な りカウンセラーがそ
うい うメデ ィエ ーター的 な役割 を果 た してい くとい うことにな るん じゃない か、 とい
うような ことを書いて お られ る と思 うのです が、その あた りをもう少 し説明 して いた
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だければ と思い ます が … 。
山中 た とえば、 日本で ピァ ・メデ ィエ ーシ ョンを行 う場合 に、学校 では生徒 がメデ
ィエー ター として活躍 して くれ ると思 うんです が、 これ は実際 にやってみない と、 ま
ず どれ ぐらいの生徒 がそ うい う トレーニ ングを受 けたい とい うふ うに感 じて くれ るか
とい うことがわか りません。一般的 には 日本の制度 であれば、あ まり目立 ちた くない
とい う生 徒がや っぱ り比較 的多いかな と思 います。 そ うす ると、やは り人の前 に立 っ
て第三者 として話 を聞 きなが ら対話 を促 してい くとい う力を基本 的に持 ってい る子が
どれ だけい るのか、 これがた とえば高等学校 になれ ば、輪切 り状 態に なってい ますの
で、ど うして も学力的に も表現力で も、や は り同 じような生徒 さんが当然い るわ けで、
反対 にそれが理 解 しやすい とい うことにはつ ながる と思 うんですが、表現能力 がや は
り高 い生徒 さん と、そ うでない生徒 さん とい う関係 での調整能 力が出来 て くるか ど う
か、 ここで現場 で非 常 に知恵 を絞 らない といけない部分 が当然出て くると思 います。
そ ういった ところをしっか りと した自勞の信念 を もってやっていけ るか どうか、 とい
う感 じは してい ます。
もう一つ は、 ピァ ・メデ ィエ ーシ ョンをい きな り行 うとい うよ りは、 まず ピア ・メ
デ ィエー ターに対 してのスーパ ーバ イザ ーが十分 いない状況で、 ピァ ・メデ ィエ ー タ
ーだけ をつ くって ピア ・メデ ィエーシ ョンを進めてい くとい うのは、 これ はま さしく
もう本当に システ ムだけを導入す るとい う形 になって しまうので難 しいだろ うな とい
う感 じが します。
そ して、 ピア ・メデ ィエー ターがで きた と して、 その学校 での文化 的な背景 が ある。
そ こに このメデ ィエ ーシ ョンとい うものが本 当に機 能す るのか どうか。僕 は、 そこが
現実 的な大 きな壁に なって くるん じゃないかな あと感 じてい ます。 メデ ィエーシ ョン
その ものの素地 をど うつ くってい くのか とい うことがや は り急務 で、 まず ピァ ・メデ
ィエーターをつ くるとい うよりは、む しろメデ ィエ ーシ ョンその ものの啓蒙活動 なり、
文化 を根 付かせて い くとい うことが先決 なのかな と思 ってい ます 。
津田 もと もと 日本 では難 しい とい うことではな く、 またピァ ・メデ ィエ ーシ ョンが
不可 能だ とい うわ けで はない とい うわ けですね 。
山中 む しろ、以前の 日本の文化的背景 であれば、た とえば地域 の人格 者の人が話 を
聞いて、 「その話 はわ しが預 か る」とかい うことで解決 して きた社会 ですか ら、その意
味でい うとメデ ィエ ーシ ョンその もの があま り必要 じゃなかった可能性 もあるんです
ね。現 在、今 日の水野先生の お話の よ うに黄金律 が崩 れてい ると、それぞれの価値観
がずれて きてい ます。 たとえば子 ど もが トラブル を起 こして相手 を殴って しまったと
き、親 の言 い分 と しては、「うちは先 に殴ってない。向 こうが殴 って きたんや から しゃ
あない。 うちは殴 られ た らとことん まで殴 り返せ と教 えてい る」とい うよ うな ことを
学校 に持 ち込んで しま うわ けです。 こうい うことが平 然 として学校 教育 の中へ持 ち込
まれて きてい るのが実状です。 そ うした ことか ら暴 力 を否 定す るとい うこの メデ ィエ
ーシ ョンが、す ぐには機能 しないとい うことは明 らかだ と思 うんです。その あた りを
どんなふ うに地域 も絡めて メデ ィエ ーシ ョンの素地 をつ くってい くか、それ をや って
い く中で初 めて ピア・メデ ィエ ーター、子 どもたちがメディエー ターにな りたいな、 メ
デ ィエ ーターの活動 を してみたいな、 と興味 を持 ってい くのか なと考 えています 。
津田 質問が来てい ます。質問 に答 えるよ うな形 で、あるいは質 問 とは関係 なくて も
結 構で ござい ますので 、 日本 において ピア ・メデ ィエ ーシ ョンを今後実現 させ ること
について、困難 と思われ る問題点 とか、あるいは何 を克服 していった らいいのか、そ
うい うところにつ いて議論 をしてい きたい と思 います 。
まず第一の質 問 を紹介 させ ていた だきます。 これ は寺野先 生 に来て い るのです が、
学校か どの ように保護者 に対 して働 きか け、 その反応 はど うかにつ いてお聞 きしたい
とい うことです。学内での紛 争の背景 には、その コ ミュニテ ィの問題 だ とか、 あるい
は周 囲の問題が隠れて いる と思 い ます。 これ らの 問題 が ピア ・メデ ィエーシ ョンにお
いて顕 在化 した場合、 その背景 にある問題 をどの よ うに リンク させ解 明 してい くので
しょうか、 とい うご質 問が来 てお ります。
それか ら、 けんかに関す るメデ ィエ ーシ ョンで 、メデ ィエーシ ョンが駄 目にな りそ
の場 で暴力が起 こるとい うことはなかったので しょうか、ある とすれば どの ように対
応 したので しょうか、 とい うご質問です。
それ か ら、これは メデ ィエーシ ョンの システ ムの問題 もあるかと思い ますけれど も、
メデ ィエ ーシ ョンで解決で きるか どうかの判 断が難 しい場合 が あるん じゃないの か、
それにつ いて どう対応 していけばいい んで しょうか とい うよ うなご質問が来ています 。
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メデ ィエーシ ョンでは信 じることが大事 とよ く言われてい ますが、この場合、 ピア・
メデ ィエ ーシ ョンにおいて 、誰 が誰 をどのよ うに信 じるのか。 また、何 を信 じるの か
とい うことについて、 これ は皆 さんに とい うこ とで質 問が来てお ります。特定の指定
が あった方は もちろん お答 えいただいて、そ うでなかった ら、今、質問 に答 えて も ら
って も結構です し、それ以外の ことで も結構 ですので、 ご発言 をいた だきたい と思 い
ます。 それで は、寺野 さん、いかがです か。
寺 野 保護者 に対す る働 きかけと反応 とい うことなんですけれ ども、実 はまだそこま
で至 って お りません。本校 で取 り入れ るため に、今 ワンステ ップ踏み 出 したところで、
子 どもたちに対 して、 それでや って いこ うとなれ ば、当然保護 者のほ うに も出 してい
かなければいけない と思います。 また、それについてはPTA総 会等 も使い まして、ま
たPTAの 役 員 さん も使い ま して 、どんどんキ ャッチボール、 フィー ドバ ック しなが
らい ろい ろと話 を進めてい かなけれ ばな らない と思ってい ます。 とにか く慎重 にや っ
てい きたい と思 っています。
津田 ありがと うご ざい ました。 それで は山中先生 、 日本の ピア ・メデ ィエ ーシ ョン
を実現す るにあた っての問題点 とか、ど うしていった らいいのか とい うよ うな問題提
























津田 それでは同 じ質問を峯本先生、お願い します。
峯本 メデ ィエーシ ョンのや り方 に関 して なんです けれ ど も、メデ ィエーシ ョンの過
程 で子 どもたちが抱 えてい る背景 にあるもの とかが見 えて くるとい うこ とがあるんで
はないかな とい うことで、 ご質問が ありました けれ ども、必ず暴力的 に、けんかにな
って しま うケースで した ら、その子が抱 えてい るキ レやす さとか暴力性の背景 には必
ず環境 があ るので、場面 、場 面で どうや って、 そうい うメデ ィエ ーシ ョンによって子
ど もたちが関係 性 を回復 ・修復 しなが ら発達 してい く部分 の大 きさと、 それ か らや は
り背景 にあ る環境へ の対応 とい うもの と、や はり両方 を見て お く必要 があ ります 。す
べ てのケースにそれがあ ると思 うんです よ。高校 ぐらい になったら、も うその背景 に
あ る環境 に手 当てを講 じてい くとい うこともなか なか現実 には難 しい し、家庭環境 の
中に入 ってい くとかが ものす ごく難 しいので、む しろ子 どもたちの ソーシャル スキル
を高 めてい く、自立 してい く力 を育ててい くとい う観点 か ら、逆 にそこで人 間関係 の
中でそんなにイ ライ ラされな くて もいいんだ、相手の気持 ちを考 えることによってこ
うなるんやで とい うことのスキル を付 けてい くとい う対策 が有効で あることは確 かで
す 。そ うい う意味 では子 どもらへのメデ ィエー シ ョンとい うの は、また違 う価値 があ
るのかなと思 い ます 。ただ、行 うときに、 ちょっとアセスメン トとい うか、子 ど もた
ちがいま抱 えて いる もの、背景 にあ るものは何 か、 その 中で 、今 、子 ど もたちの発達
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課題 にど う応 えてい くとい うか、 これ を育 ててい った らいいのか ど うか、それ にはメ
デ ィエ ーシ ョンが効果的 かど うか を十 分検 討 してみ るとい うか、 そ うい う視点 があっ
たほ うが、特 に導入段階 では安全 ではないか。特に寺野先生 と今 、一緒 にやってお ら
れ るなかで は、 そ うい う役割 を担 われ る存 在に なられ ると思 いますの で、ケースアセ
スメン トとい うか、子 どもたちの それぞれの問題が起 こっている背景 とか原 因にあるも
のが何 かとい うことをちょっ と考慮 した上 で、 これは育てていかなければいけない、 こ
れは諭 してい けないと検討 をしたなかで、ケースの見極 めとい うのを した上 で、 メデ ィ
エ ーシ ョンを使 うとい うの が安全で効果 的ではないかとお話 を聞いていて思 いま した。
それか ら、も う一つ は、私 もケース会議 を学校でや って くだ さいと依頼 され 、それ
ぞれ専門家 が入 るケース会議 を少 しで も広 めてい けた らとい うふ うに思 って行 うなか
で、や っぱ り学校 に入 ってい くときに、 さっき外部か ら人 が入 って くるこ とに対 す る
先生方の抵抗感 ももちろんあ ります し、 もう一つ はこれ が先生方 が一番 よ くわかって
お られ ることです けれ ど も、 もう忙 しいので、 もう新 しいことを何 かや るのがすご く
負担 になるとい う現実 があるので、結 論か ら言 うと、 「やって よか った な」とい う成功
体験 とい うか、実感 の積 み重 ね しかないので、先生 が自分でや ろ うと思 って動 いてい
ってお られ るなかで 、「や って よかった、これ は ええで、 自分 らもこれで楽 になる し、
子 どもたちに とって も、 もちろんよかったで しょ う」とい うような、成功体験 の積 み
重ね を広 めてい くことしか ないかなあ とい うことを思 いま した。
何か無難 なケースで、ち ょっ とした子 どもた ちの もめ事 を子 ど もたちのメデ ィエー
シ ョンによって解決 、これは別 に先生 にメデ ィエ ーターになって や られる ことで もも
ちろんいい と思 うんです けれ ど も、子 どもたち 自身 も 「よか った な」と思 えるよ うな
の を、子 どもたち自身か らみ んなに伝 えて い く作 業 をイベ ン ト的 にや っていった ら、
それ 自体 がや っぱ り子 ど もたちの学びの場 になるの かなとい うふ うに、お聞 きして思
い ま した。
もう一つ 、先 ほど修復 的司法のお話 が出て、先ほ ど竹村 さんの お話 の中で もありま
したが、ど うい うケース を扱 うか に関 して、 は じめ に少 し枠 があったほ うがいい こと
があるかな と思 いま した。た とえば子 どもたちに懲戒で停学処分 とか を科 す前 の段 階
の ところで、一般 的には子 ど もに不利益処分 を科 す ときは告知 、聴聞の機会 とい うか、
ちゃん と子 ど もか らヒア リング を して、 それで処分の 内容 も伝 えてそれについての意


















津 田 た くさんあ りが とうご ざい ます。 これは水野先生 に対す る質問 なんです けれ ど
も、スキル のない生徒 で もメデ ィエー シ ョンはで きるので はないで しょうか、先 ほど
「で きない」とおっ しゃっていたよ うに聞 こえたのですが との質問です。結論 をお求 め
の よ うなので、ち ょっとお願 い します 。
水野 それは メデ ィエー シ ョンをど う定 義す るかによ って変わ って くると思い ます 。
基本的 にはメデ ィエ ーシ ョンとい うのは文 化の創 造 とい うことに なります が、今言 わ
れ たエ ンパ ワーとい うこ とにな りま した ら、メデ ィエー シ ョンとい う文化 が学校 に根
付 くとい うことですので 、それ はやは りプ ロセス を踏 まえることが必要で、 メデ ィエ
ーシ ョンの フ.ロセスとい うの は厳格 なプロセスがあ りますね。本人の意思の確認 をす
るとい うことと、明確 に何 かの問題 が理解 で きるとい うことと、合意 に至 るプロセス'
を、 あとで それ を納得す る とい う問題 があ りますので、 それ をあいまいな形の いわゆ
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る保守的な子 ど もがや っていけ る、昔 の旧制高等学校の ように、「おれの言 うことに従
え」とい うや り方でで きな くはないんです けれ ども、本来 の意味 で文化 と して根付 く
ために は、や っぱ り厳密 なプ ロセス を経 たほ うがいい と思 うんですね 。そ うい う意味
で は、狭い定義 か ら広 い定義 まで入 りますけれ ども、本質的 にはや は りしっか りとし
た プロセスを得 てや るとい うことです よね。段 階 をや っぱ り得て いなが ら、意思確認
をきちんと しなが らや ってい くとい うことだ と思い ます 。
ち ょっと話 が変 わ りますけれ ども、現在臨床 心理のほ うで もク ライア ン トの問題 が
い っぱ い起 きて いるといわれ、その問題 は何か とい うと、最初 ク ライア ン トの意思確
認 をきちん と してい なかった とい うところです。それ と同 じよ うに、メデ ィエーシ ョ
ンも本人の意思 を何回 も何 回 もメデ ィエー シ ョンの途 中で確認 しますので 、や は りち
ゃん と した訓練 を受 けないと、あ とで何 が起 こるかわか りませ ん。後 が難 しいです よ
ね。 「おれが言 ったのに こん なこと して」と叱 るとか、後で メデ ィエー ターが来 てコ ツ
ンと殴 るとい うこと もあ りうることです よね。 も しメデ ィエ ーシ ョンが うまくいかな
か った場合 はど うす るか とい うことを教 え、や は りその手続 きを確立 させ る必 要が あ
ります よね。 メデ ィエーシ ョンに行 くか、 どうす るかとい うことも一つ のプ ロセスで
す か ら、そ うい う意味 では厳 密な もので あるとい うふ うに理解 したほ うがいい と思 う
んですね。 それ が今 おっ しゃった 自治の問題ですね 。それ は問題処理能 力 をつ くると
い う意味で 、大 きな問題 です。 クラス会の運営 に して も、学級会 の運 営に して も、学
校の運営 に して も、子 どもた ちの個人の問題 だけで終始 してい るわけです よね。何か
あってスクール カウ ンセ ラーが入 ると、 スクール カウ ンセ ラーはすべて心理の問題 に
して、個人 の問題 に してや って しまう。 それで解決 で きるもの もいっぱい あるんです
けれど も、やっぱ り学校 の 中に文化づ くりとい う、そのコアにあ る、た とえば この学
校 にいてよかった、 この学校 には こ うい うことがあったん じゃない、 とい う文化づ く
りを してい くエ ンパ ワーが非常 に下手 なのです。
津 田 そ こらの問題 は どうした らいい かとい うところで悩 む ところだ と思い ます。 そ
れ では、竹 村 さん、 お願 い します。
竹村 ピア ・サポー トとい う活動 を され ている学校 の先 生が 日本 に もた くさんい らっ
しゃるか と思 うんですが、深 く先生方 にお聞き します と、理念 だ とか 目標 だとか、意
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見だ とかい うの はわか るに して も、一般論 と して今 の子 ど もたち とい うのは権利 を主
張 して話せ ないので はないか とい うことが必ず 出てきます。確 かにそれ を真っ正面か
らどうい うふ うにす るのか とい うの はす ご く難 しい と思 うんですが、実際に権利意識
とい うよりは、子 どもた ちの 自治能力 が低 い部分 が問題 ではないか とい う話 に してい
かなければ、 このメデ ィエ ーシ ョンに して も、なかなか定着 しない。 とい うか、 そう
い うふ うに もってい くことが 日本で運営す るときに非常 に大 きなポ イン トにな るので
はないかな と思 うんですね。 そうい う視点 がいるの かなとい うことと、それか らこれ
も先生 たちのご指摘 で一 番多いの は、先生 たちには時 間がない とい うことです。制 度
と して導入 し、新 しい活 動 として使 う場竅A あま りに も時 間がないなかで現実 に可 能
なのか どうか とい うことをよく聞 きます。で あれ ば、私 はやっぱ り、 もう少 し余力の
部分 とい うか、 もう少 しボランタ リーなもの に して 、何 か気 がつ いた らそ こにそ うい
う制度 があ って、行 ってみ ようか とい う程度の ところか ら始 まったほ うがいいのかな
と。 この ことは、 まさに学校の現実の ところ との折 り合 いをどう付 けるのか という、非
常 に 日本 的な問題 が あるのかな とい う気が します。 そこはアメ リカとはまった くやは
り違 うので、ま るで違 うもの をつ くるとい うぐらいで考 えたほ うがいいの ではないの









津田 どうもあ りが と うご ざいま した。ど うも長 時間、皆 さん どうもありがとうござ
い ました。来年 の対話 シ ンポで、 また 「こ うなった」「ここまで来 ま した」とい う報 告
がで きたらいい なと思 っています 。パ ネ リス トの皆 さん、長時間 どうもありがと うご
ざい ま した。皆 さん、 どうもあ りがと うご ざいま した。(拍手)
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梅枝 塾長 をしてお ります梅枝 と申します。仕事は行政書士 をしております。
今里 塾生の今里と言います。よろしくお願い します。
高西 私は、筋力 トレーニング専門のジムを経営 しています、高西です。















基金」とい うものが設けられました。こうして平成3年 からは、長崎を創造、発展 さ
せる市民 レベルの人材育成の場 と、行政の施策を生み出す場として再整備 され、現在
に至 っています。塾の人材育成 ネッ トワークの中からは、様々な自主活動グループが



















































































































































































































































































































































































かと言うと、メディエーション研究 というテーマを提案 し、市民10名程度で構成 され
る運営委員会の選考会に選ばれて、昨年5月 より活動を開始 しました。
長崎市が広報誌などを通 じて参加希望者 を募 り、応募のあった市内在住 または在勤
者の方から構成 されます。塾の運営は全て塾長 を中心とした塾生の手で行われます。
問題となるお金、予算は、長崎伝習所から年間50万円まで、それぞれの塾の活動計
画に合わせて支給 されています。実は、この伝習所の塾活動 と言 うのは、最長で2年
までという規程があり、2年経つ と卒業 しなければなりません。わがメディエーショ
ン塾も今年度が2年 目で、来年の3月 で一旦卒業となります。長崎伝習所のそもそも
の目的は、 ユ～2年 の助走で培った人材や人脈、手法で もって、次は行政の力を借 り
ずに独 り立ちさせることにあります。市民活動から生まれた団体として、社会に浸透
し、貢献 していくことが期待 されます。そのような訳で、私達 も今、3月以降の活動
のあり方を模索 しているところです。
稲葉 とてもわかりやすい説明をありがとうございました。メディエーションという
活動が、行政 とどう繋がるかというのは大 きな課題ですが、長崎伝習所は 「助走」を
支援 されるということですね。長崎市がこのように、市民の活動に支援をしようとい
う、その背景はどのようなものなのでしょうか。






稲葉 で は、行政の 中で、 この よ うな活動 をする ことのメ リッ ト、デメ リッ トを感 じ
た ことは ありますか。 これ までの説明で は、良 い こととして聞いて きましたが、例 え




動 ということになれば、耳を傾 けて もらえます し、市の広報誌などにも無料で掲載し
てもらえます。この点は充分なメリットです。デメリットでは、先ほど申しましたよ
うな言葉の使い方など、バ ックアップゆえに行政に気を遣いながらの活動 という面は
あると思 うのですが、私個人が塾生として感 じた不便はありません。塾長は感 じられ
ているのかも知れませんが。






民向けに」とい うことでタイ トル を非常に気にされていて、審査会の時のことですが、







場の方が納得できる名前は難 しいですね。その他に、場所の問題 はどうで しょう。
今里 場所は、いつも市民会館という市の所有の施設を使用しています。これもメリ
ッ トのひとつですね。会場探 しに右往左往 しなくていいですし。
稲葉 そこは、費用 的には どうですか。
今里 全く無料ではないです。もともと公的施設なので安いです し、その使用料 も2
割負担ですみます。
稲葉 では、次 は梅枝 さんの方 か ら、メデ ィエー シ ョン研 究塾の これ までの活動 につ
いて報告い ただ きます。
梅枝 今年で2年 目を迎 えた塾 ですが、1年 毎の計画 を立て、終 了時 にその成果報告
書 をあげるとい う義務 があ ります 。月一 回2時 間程 度で カ リキ ュラムを少 しずつ こな
してい き、聴 く力 など様 々な技術 を、グル ープ ワー クの方法 を使 って皆 さんに知 って
い ただ きます。活動 は大 きく二つ に分 け られ ます。ひ とつ は、塾生への メデ ィエーシ
ョン ・スキルの伝 達、 も うひ とつ は、 メデ ィエ ーシ ョンとは何 か を知 って もらう市民
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への啓蒙 です 。
最初の スキルの伝達 には、経済産業省 がオープ ンソースに してい るテキス トを使わ
せていただいてい ます。 それ を順番 にや って いってい ますが、ただ、 このテキス トの
「行間」とい うの は、なかなか読 んでいるだけで は伝 わ らないですね。 この テキス トは、
ある程度理解 されてい る方向 けなので 、私の方 で少 し分 か り易い例 を加 えてか ら、毎
回学ぶ よ うに して います。
もうひ とつの市民への啓蒙活動 につ いては、市民公 開講座 とい うの を年に2回 ほ ど
や りま して、今年 は7月 に稲葉先 生 に長崎 に来 ていただ きまして 「わか りやすい トラ
ブル解決術」とい うテーマで講義 して いただ きま した。非常 に大盛況 で、会場 の定員
が80名の と ころ100名を超 える入場 があ り、それで も皆 さん大変 に満足 して帰 ってい
ただ きま した。
また、伝習 所 まつ りとい うイベ ン トが3月 末 にあ ります 。そ こで市民 にメデ ィエー
シ ョンを体験 して いただ くために 「ミニ体験 コーナー」 とい うの を設置 し、聴 くカテ
ス トとい うの をや った り、 メデ ィエ ーシ ョンの プロセスを説 明 した りしました。来年
3月 も予 定 してい ますが、塾生の皆 さん とa一 ル プレイなどをや りたい と考 えてい ま
す。:大体 こういった活動 内容 です。
稲葉 まず、スキルの伝 達 についてです が、 テキス トを通 して、スキル を日常に使 え
るよ うにす るとい うこ とで すか。





稲葉 そ うす ると、月1回 のス キルの伝達 と、年2回 の市民 に向けての公 開講座 とい
うことですね。 これ までの公 開講座 は、 どの よ うな ものがあ りま したか。
梅枝 はい、今年は先ほど申しました稲葉先生の講義で、昨年は、九州大学で紛争管
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理 ・調停 トレーニ ングを されてい るレビン ・小林先生 に来 て頂 きま した。 メデ ィエー
シ ョンの歴史 、どこで始 まって、 どうい うことをす るの かとい う講義 を、80名か ら90
名 くらいの長 崎市民 を前 に語 っていただ きま した。




梅枝 中には勘違い して 「メデ ィテーシ ョン」と思って来 られた方 もいて、「間違 えま
した」とすぐに帰 られた方 もいましたが、後は最後 までほとんどの方が継続 されてい
ます。
稲葉 アメ リカで も未 だにそのギ ャグが あるよ うですね 。「メデ ィエ ーシ ョン」が普及
して いる と思った ら間違 いで 、「メデ ィテーシ ョン」 と思 う人達 もいます。
さあ、塾 の紹介 も終 わった ところで、 ここに居 られ る変 わった5人 組 が、一 体 どん
なきっかけで ここに入って こられて、 どう学んで 、これ か ら何 に使 ってい こうか と考
えてお られ るのか、 ご自身の 自己紹介 を広 げて いただ きましょう。先 ほど 「ただの主










実現 して いる人 がいる、 しか もこんな若 いお兄 さんが1と 驚 きま したが、実 は稲葉先
生は、私 などよりもっと年配の立派な方 と知 って、 もっと驚 きま した。そんな折に、梅
枝 塾長 より、対話 によって紛争 を解決 に導 こ うとする勉強会 が あることを聞 き、 さっ
そ く長崎伝 習塾に加わ ったわ けです。私 自身 は4月 か らの入会 で、 まだ メデ ィエ ーシ
ョンがわか った とい う段階で はあ りませ んの で、今 、伝習塾 が終 了 して しまうの は困
ります。 さかん によく聞 く言葉 にエ ンパ ワーす る とい うものが ありますが、人様 に対
して よりも自分 がエ ンパ ワー して もらい た くて、 まだ止 め られ ない と思 ってい ます。
稲 葉 「もっと学 びたい、 スキル を身 につ けたい」 な ど表現 はあ るのか もしれ ません
が、止め られ ない とい うのは、 どん な理由で しょうか。
加 来 何 しろただの主婦で仕事 は して いない上 に、子 どももいないので子育 て とい う
お役 も無い とい う、本当 に自分 は世の 中に何 の役 に も立 っていないなあ、 と思 ってい
た ところへ 、この メデ ィエー ションとい うものが あった、 もしか した らこれ を通 じて、
人様 のお役 に立て るかな?と い う可能性 を感 じて います。
稲 葉 法律家の方々に は、仕事 と して何 か もめご とがあって、その解決 のために メデ
ィエー シ ョンを学ぶ とい う場合 も多 いで しょうが、加来 さんのよ うに「ただの主婦」と
言 われる方 が何故 メデ ィエー ションに係わ ってい るか、 とい うことを言語化す るのは、
これか らの加来 さんの課題で しょうね。 ご自身 が何故今 で も気 になっていて、 ここ大
阪 まで来て しまったの か、 とい うことも含め て言葉 にす る努力 を して下 さい。
さあ、次 に、先ほ どの 自己紹介で は、 コン ピューター関係 と言 われた高岡 さんです
ね。
高岡 情報 処理 の者が、なぜ ここにいるの だろ うと、ず っ と考 えていたのですが。梅
枝 塾長 とは コンピュー ターの関係で以前 か ら知 り合 いで、度 々「メデ ィエーシ ョン」と
い う言葉 を聞か され 、誘 われてい ま した。で もその度 に私 は 「いいよ!そ んなの分か
るわ けない よ1」 と逃げてい ま した。 けれ ど、 もともと私 は言葉 とい うものに関心が
あって、コ ンピュー ター関係 は仕 方 なく20年仕事 を して きたの です が、その前は、 日
本語の教室 などを してい ましたので、言葉が通 じない場面 をず っ と見 て きま した。メ
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デ ィエー ションに来て も、言葉 が非 常に気 にな りま して厂リフ レイ ミング?無 理 よ、 も
うわか らんよ!」 とい う調子で した。今 回の大阪 も梅枝 さんの 「行 く?」 に、つい乗
って 「行 って もあん まりい いこと喋 れんよ」と思 いなが ら参 りま した。私 は 「で きの
悪い」子 ど もたちに コンピューターを教 えてい るのです が、無理 だな と感 じなが らも
仕 事柄や らなけれ ばならない中で、この子達 に何 が必要なのか考 えます。 その時、 あ
あ、 メデ ィエ ーシ ョンの訓練 がこの場 に役立つ のではないか、 と思い ま した。 そ して
昨 日の高校の先生の発表 に もあ りましたが、学校 その もの、その 中の学生 たちに も、こ
うした ことを伝 えたい なあ、 と考 えました。 まだまだ、疑問の方 が一杯 あって 、「しょ
うがない なあ」 と引 きず られ るように、や っています。
稲葉 ありが とうござい ま した。 コンピュー ター関係 の教育 をす るとい うと、対人技
術 的な もの とは遠い ような感 じが します が、そ こを繋 ぐのは、高岡 さんが先ほ どおっ
しゃった ように、 「言葉 に こだわ る」とい う共 通点があ るようにお聞 き しま した。学生
さんに コンピューターを教 える中で、子 ど もたちに こそメデ ィエ ーシ ョンを学 ぼせ て
あげたい と思 われ たところが、「無理 よ1」と思われた頃か ら変 わ られ た点 なのですね。
どうもありが とうございま した。僕 も長崎 でお会 い した ときは、 この方 は一体 ど うい
う方 なの かなと思 ってい ましたが、今 日お話 を聞けて、 よくわか りま した。
で は、次 は今里 さん にい きま しょうか。今 里 さん ご自身は行政書士で もあって 、か
と言 って行政書士の立場で 、このメデ ィエーシ ョンに関心 を持 ってお られ るよ うには
見 えないです が、 このあた りの ことも含 めてお話 いただ けないで しょうか。
今里 お っ しゃるとお り、仕事 を通 しての きっかけは、ほ とん どあ りませ ん。強 いて
言 えば仕事上の憧れ の大先 輩、梅枝塾長 か ら 「こうい うの があるけど、や ってみ ませ
んか?」 と言われ たのが、 きっかけで はあ ります 。その最初 に 「や ってみ ませ んか?」
と言 われた ときに、淡 い期待 を抱 いた理 由 として、 どうも最近、夫 との関係が変わ っ
て きてい るとい う危機 感 があ りま して(笑)。こんな ところで言 うの も変ですが、私達
は以前は、す ごく仲の良 い夫婦 で、周 りか らも羨 ま しが られ、気持 ち悪が られ る くら
いだ ったんです。 が、 なん とな く最近 は、口を きけばケ ンカで終わ るみ たい な感 じに
な って きま して、 自分の 中に も、それをど うにか したい とい う気持 ちはあるの だけれ
ど、で も、私 が悪 いわけ じゃないか ら、私が ど うにかす る必要 はないかとい うふ うに、
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ぐる ぐる回ってい るもの があった ところ、塾長か ら 「対話 によ るもめ ごとの解決」 と
い う話 を聞 き、言 葉 によって対立 が深 ま るとい う話 を聞 いた と きに、私達 もこれ か
な?と い う気 が しまして、 これで何か ヒン トになれば幸 いだな、とい う淡 い期待 を持
って入塾 しま した。けれ ど、家庭 の 中の ことは自分の ことなの で、スキル を身につ け
て も感情 が先 に立 って、なかなか塾で練習 したことが実生活 に反映 した とは実感 とし
ては思 えないです。けれ ど、一週間の うち15回あったケンカがなん とな く5回 くらい
には減 ったかな?と1年 半経 った時には感 じま した。 こ うい う言 い方 をす る と相手 は
怒 るんだな、 とか、同 じ言 うに も、 こん なふ うに言 えばい いん だな、とか分 かって き
たよ うに思い ます。
もっと深刻 な ところでは、私 は小学校3年 の子 どもがい ます が、その親 ど うしの対
立 とい うのが深刻化 してい るケースがい くつか あ ります。 なん とか仲立 ちを してほ し
いとか、ど う思 うか と聞かれた りす るシーンが小学校 に入 る頃 か ら出て きま した。そ
れ ぞれ の親御 さんは、学校 に相談 した り、担任に相談 した り、校長先生 に相談 を した
りされ ます が、他人 が介 入すればす るほ ど泥沼化 して しま うよ うです。子 ど もど うし
のケ ンカはあ る程度修復 で きるようですが、子 どもを離れ、親の ほ うに、特 に母親の
ほ うにステージが移 る と、 もうそれは凄い ことに なってい きます。 この メデ ィエ ーシ
ョンに入 る前後 で、 このよ うなケースが起 こりま した。 その時私 は、頼 まれ て も何 も
出来 なかったので、何 か役 に立 て ることが あればいいので はないか 、あるいは学校や
先生 が少 し変わって くれれ ばい いの では、 と思い ま した。
稲葉 あ りが とうご ざいま した。 まず、 メデ ィエ ーシ ョンに関 して 、今里 さんが行政








今里 そ うですね。やは りプ ライベー ト面での もめ ごとの方 が、仕事面 での必要 よ り
も、私 の中では、数 もウエイ トも大 きい よ うです。仕事の 中で、メデ ィエー シ ョンの
技法 を使 えた らいいな、 とか、伝 えられた らい いな、と思 う場面 もあ るのですが、や
は り身近 な方 々の トラブルの方 が、自分に とって は大 きいです。
稲葉 家庭 の中での トラブルの場合、今里 さん は当事者 とい うこ とにな り、なかなか
メデ ィエーシ ョンの技 法 を使 うのは難 しい面 もあ ります が、それ で も、言 い方 に気 を
遣 われ るこ とで家庭 に反映 させてお られ るわ けですね。最後 におっ しゃった、親 どう
しの深刻 な トラブルの場合 、メデ ィエ ーシ ョンを ざっと学び 、また、一人 の親 で もあ







稲葉 その時 、子 どもさん とい うの は、 どの よ うな立場 にな るので しょうか。小 さい
子 ど もさん との関係 は、 メデ ィエー シ ョンにお いて どのよ うにな るので しょうか。
今里 最初 の発端 は、子 どもどう しの ケンカで あって も、私 が見 るに、子 どもどう し
は自然 に修復 してい くよ うです 。なの に、 それ を親 が邪魔 をしてい る。例 えば 「僕 が
あの子 と遊ばないのは、ママがあの子のママ とケ ンカ しているから」な ど聞 きます。子
ど もど うしよ り、それ を飛び越 えた親 どう しの方 が、深刻 に見 えます。
稲葉 子 ど もさん と離 れた ところでの、親 ど うしの対立 とい うのは、ん一、難 しい な
という感 じですね。そのあた り、今里 さん と しては、 ご自身 が入 るか否かは別に して、
メデ ィエーシ ョンを使 っての可能性 を今後考 えてみ たい とい うことですね。 ありが と
うご ざい ました。
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さあ、次 は、筋肉隆 々の、筋 トレのジムをな さってい る高西 さんですね。僕 た ちが
め ったに見 る ことにない方のお話です。
高西 はい。私の ような者 がこの よ うな場所 にい るのは、考 えられ ない ことだと思 う
のですが、何故 この よ うなことになったかと言 うと、 もともと梅 枝塾長 と30年来の付
き合 い とい うところにもって きて、自分 は、3つの ジムを持 ってい ます。ジム経営上い
ろい ろ トラブル もあ り、塾長 に会 う毎 にその話 を してい ました。する と、「メデ ィエー
シ ョンとい うのをやって るか らぜひ来て1」 と塾長 に言 われ 、何 もわか らない まま参
加 しま した。 メデ ィエーシ ョン とい う言葉 も初 めて、調 停 とい うイメー ジも違 う、 け
れ ど何 か感 じるところがあ りま して、月一 回通 ってい ます。他 に、無理 を言 って、 ジ
ムのス タッフ全員参加で、 これ も月一 回で話 を聞 く機 会 を持 っています。それ以外 に、
公開講座 にも参加 して 「傾聴 す る」大事 さを知 りま した。 これは仕 事上、下 は小学生 、
上 は90歳代の方 が見 えるので 、その対応す るのに役立 ちます。私 自身は、今か らもっ
ともっと筋 トレの普及発展 を目指 して います が、様 々な ところでメデ ィエー シ ョンを
使 えると思 って います。皆 さん 「加圧 トレーニ ング」って聞い たことあ りますか?手
を挙げて もらえますか。 はい、私 その指導者で もあ ります。 この世界 では、技 術的な
レベル とい うのは ある程度確保 されて も、気持 ちの部分 が ものす ご く大事 だ と思 うの
です。 うまく人の話 を聴 き、 トラブル を回避 し、普及 したい と考 えてい ます。
稲葉 「筋 トレに役立 つメデ ィエ ーシ ョン」、 こん なコ ンセプ ト(笑 い)誰 が思 いつ く
で しょう。筋 肉 トレーニ ングで あって も、対人関係 が良 くなる中での有効性 があ るの
で しようか。
高西 アメ リカや ヨー ロッパ では、昼 間か ら、 どん どん人 がジムで楽 しんで汗 をかい
ていて、指導者 はそれ を見てい るだけで、で もす ご く自然で楽 しそ うです。 日本 では
見 られない し、 ジムその もの も潰れてい く所 が多い。そんな中で、お客 さんが集 まっ
て くる ジムは、指導者 や経営者の性格的 なもの が大 きいよ うです 。僕 がメデ ィエーシ
ョンで習 ったことや考 えたことは、 スタッフに もお客 さんに影響が あった と思 います。
ものす ご く変 わって きた ことを実感 してい ます。 これ まで、60年、70年の人生 で筋 ト




稲葉 日本で もこれか ら、 日常生活 の中での身近 な筋 トレを広 げたい、その ため にも、
筋 トレを 「や る前」が大切 だと言 うこ とですね。わか りま した。あ りが とうご ざい ま





のです。また私が仕事をしたいと言 うと 「なんで女性が仕事をす るんだ」と言われま















稲葉 あ りが とうご ざい ました。 ご自身の関心か ら、折 り合いをつ けるための対話、メ
デ ィエ ーシ ョンに出会 われて 、それ を自分 だけでな く他の人 に もわか って もらって 、
な にか力 になれ ないか、 ということですね 。法律 とい うのは、 どち らか とい うと対話
を切 るため に使 うとい う面が あ ります が、そ うではな く、法律 を使 うことで対話が生
きるとい う経験 も、私達 は しなければな らないと思 い ます。
さあ、それで は最後 に、塾生の方の 多 くの きっかけ をつ くられた梅 枝 さん ご自身の
メデ ィエ ーシ ョンの入 り口 をお伺 い しま しょう。
梅枝 話せ ば長 くな るところです が、私 がメデ ィエーシ ョンに出会 ったのは、ひ とつ
の新聞記事で した。3年 前、偶 々目に した記事 がADRに つ いての もので した。私 は
そ もそ もADRと い う言葉が嫌いで した。私 は行政書士 です が、ち ょうどその ころ士
業 の中で も司法 改革 制度が話題 となってい る時期で 、民 間認証機 関の話 も出て きてい
ま した。士業会 として も、なん とか それ を取 り込 もうとい う運動 があ り、政治 的な駆
け引 きが見 え隠れす るよ うで、私 自身は それ が嫌 で近寄 らないでい たわ けです。
ところが、その新 聞記事 を読む と、一般の方 が授業料 を払 ってで もメデ ィエー シ ョ
ンの技術 を身につけ ようと学校に通 ってい る、 と書 いて あって、「えっ?」と驚 いて し
まい、何度 も読み返 しました。 その 中に2つ の団体 「日本 メ デ ィエ ー シ ョンセ ン タ
ー」「シ ヴ ィル ・プ ロネ ッ ト関西 」が紹 介 されてい ま した。す ぐさま 「シヴ ィル ・フ.
ロネ ッ ト関西」をネ ッ トで検索 し、電話で問 い合 わせ 、い ろい ろ聞いて、 その年 の11
月には、福 岡、長崎 の行政書士 で趣 旨 を理 解 して くれた30名ほどが集 まって、稲葉先
生 を長崎 にお呼びす るこ とにな りました。それがス ター トですが、他方、学 んでみ る
と、私 は仕事 をする上 で、知 らない うちに メデ ィエ ーシ ョンの技術 を使 っていること
に気付 きま した。仕 事は20年近 くな りますが、佳事 を始 めた頃 、何 の気 な しに 「もめ
ごと調停術」とい う本 を買 ったこ とを覚 えてい ます。 それ は裁判所 の調停委員 を され
た方が、 その コツをまとめたよ うな本 で した。 どうしてそん な本 を買 ったのか?と 思
いま したが、メデ ィエー ションを知 った ことで、 ようや く納得が いき、頭の整理 がで
きました。同時 に士業 という属性の中でメデ ィエーシ ョンと関わ るのが正解 なのかな、
とい う疑問 が出 てきま した。 いや、 これは市民 一人ひ とりが知 っていれば 、例 えば家
庭 の 中で、地域の 中で、誰 かがこの対話技術 を知 っていれば、な にも裁判所 に行 く必
要 がない し、余計 な争 いご とが無 くな る、ぜ ひ市民 レベルで この技術 を伝 えたいと思
い ま した。長崎伝習所の活動 には、以 前か ら参 加 した こともあ り、 その内容 は知 って
い ましたの で、 「ここでいける」と判 断 して塾 を始め ることに しました。講師不在の中、
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3年前 にこの メデ ィエーシ ョンに魅せ られた行政書士3名 が協力 しあい、慣れ ないな
が らも交替で講師役 を引 き受 けつつ 、毎 月の活動 を続 けて きま した。 とて も人 に教 え
るなんて レベル じゃな くて、伝 え るだけで精一 杯の活動 で した。 こ うして 、これ まで
1年半 、塾 を運営 して きた ところです 。
稲葉 ありがと うご ざいま した。いろんな きっかけで塾 に集 って お られ ます が、最初
の加来 さんの お話 か らは、ただの主婦 、 とお っ しゃる方 が、 メデ ィエ ーシ ョンに関心
を持 ったのは何故 なのか とい うことを言語化 して いただ く、次 の高 岡 さんは、「出来 の
悪い」子 どもたち にこそ、 メデ ィエー シ ョンを教 えたい、 どうや って教 えるか とい う
課題 が、そ して今里 さん は、親 ど うしの対立 にメデ ィエ ーシ ョンを生 かせ ないか、 と
い う課題、高西 さんは、筋 トレの ジムにおいて、 トレーニ ングを 「やる前」の段 階で、
普及 を目的 に、 メデ ィエ ーシ ョンを活 用で きないか、野口 さん は、ご自身 の夫婦 間で
悩 まれた ことか らメデ ィエ ーシ ョンに触れ 、そ こか ら周 りの方々 にも提供 して いきた
い、 とい うことですね。梅枝 さんが作 られた塾 とい うボ ー トの 中に、 これ らの方 が一
緒 に乗 り合わせて、一年半や って来 たわけですね。 ここまでで、大体長崎 がやってお
られ ることが、 そ して、 ここにお られ る6名 が どん なきっか けで入 られ 、 これか ら何
を して行 こ うか、とい うことがお分か りに なったと思い ますので 、 このあた りで少 し
会場 とデ ィスカ ッシ ョンしてみたい と思い ます。 どの あた りで も結構 です、質 問な ど
あ りま した ら。 まずひ とつ は、行政 が、 こうい う活動 にどんなふ うにサポー トで きる
か、なかなか面 白い形 なので はないか と思い ますが。 この行政 との係わ りとい う点で 、






稲葉 土井 さんのところでは、どのような行政 との関係ですか。
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土井 設立当初は大きく新聞に出たりして、問い合わせも多くあったのですが、時間
が経つ うちに問い合わせ も少なくなるなか、パンフレッ トなど作成、設置などしまし
た。が、倉吉のような小 さな市では、何かあったらすぐ市役所へ行く、市役所がオー
ルマイティーな機関という意識が市民に強いわけです。そこで、市役所の市民課に「市





稲葉 あ りが とうござい ます。赤ひげネ ッ トは、こ うや って着実 に活動 されていて、行
政 との係わ りをど うす るか とい う、ひ とつ の例 として、土井 さんは 、塾の皆 さんが来
年3月 に卒業 され た後 、真 っ先 に相談 され るべ き人か もしれ ませんね。実 は同 じ様 な
例 と して 、京都の田舎 のほ うで、公設民 営の病院 を造 るとい う案が あって、 その グル
ープ に私 も加わ ってい たの です が、外側 は市 が造 る、中身は民 営化す るとい う しくみ
で した。 これ もある種 、行政 と民間の人達 が連携す る ときの問題 に、メデ ィエー シ ョ
ンが使 えるので はないか と言 われた ことがあ ります。大阪で は、豊 中市 とシヴィル ・
プ ロネ ッ ト関西が ご一緒 されて、地域の防災 マ ップを作 る、 とい う取 り組 み をされ ま
した 。地域 の人達 に、 ど こに問題 が あるのか を聞いた り、一緒 に歩 いて検 討す る際
に、メデ ィエー シ ョンとい うスキル が非常 に役立 った とい うよ うに聞いてい ます。豊
中市 とい う行 政が、地 域 における安全の ためにメデ ィエーシ ョンをやってい る団体 と
協 力関係 をとったとい う例 です。

















稲葉 いかがでしょうか、非常に難 しい トラブルの場合の係わり方として、何か構想
のようなものでもありますか。
梅枝 はい、今はまだ塾生が相談を受けるレベルにはないのですが、 しか し将来的に
は、相談窓口あるいは調停ができるような形にできれば、という気持ちはあります。 も
うひとつの、専門家に、とい うご質問ですが、今すでに係わっている専門家の方も何




















梅枝 私 は、メデ ィエーシ ョンには法律 の知識が いる場合 と、い らない場合 があ ると
思 うのです。法律 の知識 はないけれ ど、 メデ ィエ ーターの資質の ある方 のメデ ィエー
シ ョンを見 た ことがあ ります。 ある学童 保育 の先 生 なのです が、ある 日、体 の大 きい
上級 生 が小 さい下級 生の手 を捻 った とい う問題 があ りま した。上級 生 は 「軽 くや っ
た」 と言い、下級生 は 「ひ どく痛 かった」 とい うギャ ップがあ るんですね。 い じめ ら
れ たと思った下級生 の親 は黙 って いられない。 それで、先生は双方の親子 を寄せて、話
し合 いを させ たわけです。ほ とん ど双方 の話 を聞 くことに集 中 して いたよ うです 。そ
して見事 に双方の納得 のい く結果 を得 ました。 この先 生は、 メデ ィエ ーシ ョンを知 ら
ない なが らメデ ィエーシ ョンを したわけです。先生 を信頼 して、子 どもも両親 もや っ
て来て 、話 し合 いを し、その中で解 決 しました。話 し合いの最後 に、先生 が双方 の両
親 に対 して 「一i一分 に話 し合 いで きましたか、 これで大丈夫 ですか、他 に なにかあ りま
せん か」とい う心遣 い もあ りま した。 これは、ほんの一つ の例 ですが、 この場合 、法
律 は必要 あ りませ ん。逆 にそ うい う現場 がた くさんあ るとい うことを、法律家 は知 ら
ないので はないか と私 は思 うのです。その ような ところにもメデ ィエ ーシ ョンがどん
どん浸透 していけば、 と思い ます。
また士業問で は、業際 とか弁護士法72条とか、解決 していない問題が た くさん あ り
ます。 それ らの問題 が解決 す るまでの問にで きること、 と りあえず民間 の中にメデ ィ
エ ーシ ョンを浸透 させ たい と思 うのです。職業 や属性 を離れて、一緒 にメデ ィエ ーシ
ョンを考 えるとい うの が、私の理想 です 。それか ら後 ほ ど、塾の方向性 とい うことを
話 そうと思 うのです が、塾 を市民提案型 か ら行政提案型 に変 えてい くこ とも考 えてい
ます。 こ うす ることに よって塾 が期限無 しで存続 で きるんです 。
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稲葉 士業 が組織 を作 って、 シビアな紛争 を引 き受 け、相談 か ら調停 まで係 わる、紛
争 を解 決 してあげ ます とい う発想で はな くて、 む しろ塾 での活動 か ら、市民 とメデ ィ
エー シ ョンとい う文化 をしっか り共有 したいとい うふ うに理 解 しま した。では、市民
公開講座の時 に行 われたア ンケー トにつ いて簡単 に発表 してい ただ きます 。
市 民 公 開 講 座 「わ か りや す い トラ ブ ル解 決 術 」
(講師 ・稲葉 一 人/2006年7月16日 、長 崎 ブ リック ホール 第2・3会 議室)
梅枝 研修 その ものは、1目 目が80名、2日 目が50名、2日 目はも ともと塾生 中心 の














































3ど んな場 面で メデ ィエ ーシ ョンを使 いたいか。
〔公私 を問わず、あらゆる場面でのニーズが認められる〕
相談や苦情対応のとき、友人からの相談(人生相談)、家庭内での対話 トラブ
ル、教師 と生徒との トラブル、学校 と保護者 とのや り取 り、職場 ・上司と




4今 後、 メデ ィエ ーシ ョンにつ いての勉強会 を開催す る場合、参加 したい と






・人 それ ぞれの考 え方が違 うことなど。
・簡単 な事例 を使 った トレーニ ング。
・自我 が強 いほ うなので 、他 の方 の意 見を尊重 し、人の言 ったことを否定 した
り、押 し付 けない よ うにな りたい。
・医療過誤 、事 故。
・具体 的な事例(例 。 えば、成功例 、失敗 例)な ど教 えていただ きたい。
・もっ と聴 くことを身 につ け られ る トレーニ ングを して もらいたい。
・親族 間の トラブル等。
・現在 自分 が当事者 となっている裁判 について。
・コ ミュニ ケーシ ョン(3)。 コ ミュニケーシ ョン能力 を上 げるこ と。
・高齢者 間での問題について 、肉親(主 に姉妹)間 の経済 、諸問題 につ いて 。
・感情 の起伏 の激 しい人へ の対応 、身分関係 がはっき りした人への対応。
・ロールプ レイ等実地で の訓練 を経験 させて いただければ と思い ます。実技 。
・高齢者 の一人暮 ら しの トラブル、時代の進歩 の情報 トラブル。
・ア ドバ イスの仕方等。
・本 当に聴 くことがで きてい るか確 認 して も らいたい。
・ 「聴 く」とい うこと。話 を聞 くとい う力 を付 けたい。聴 く技術 を身 に付 けた
い。
・問題解決 のためのポ イン ト(調停役 と しての)。
・トラブル を解決 させ るとい うより、不満 を持 った人の不満 をうまく話 させ て、
「まっ、 イイカ」 と満足感 を持 たせ るよ うな話 の聞 きだ し方 を勉強 したい。
・調停技 法。調停の進 め方 を実践 的に。
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5本 日の市民 公開講座への意見 ・感想
・面自かった。 こういう塾 があることを知 ってよかった。 とて も勉強になった。予
想外 にとて も勉強 になりました。
・大学の友達 も一緒 に連れてきたい と思った。
・普段漠然 と考 えていたことが論理的 に整理 されたのでよか った。 メデ ィエーシ
ョンを養成 する団体があるとい うのを初めて知 った。
・引 き込 まれ るよ うな(稲葉先 生の)お話 、楽 しかったです。楽 しか った。わかり
やすい、面 白い、体験型勉強会で した。理解 しやすい内容 だった。
・参加型の講義 なので、ただ聴 くだけでな く、他の方 と対話で きて、いい経験が
できました。グル ープワークで他の方 とのお話 も楽 しめま した。
・これか らも役 に立 たせないとい けないと思い ます 。
・今 回初めて参加 させていただいて、今 までの対人関係の まず さを反省 させ られ
ることばか りで した。
・皆一人ひ とり考 え方 が違 うんだ ということが分 かっていそ うでわかっていない。
自分 と同 じ考 えの人はあま りいない。人の話 を聴 くことは大切だ し、面 白い。
・聴 くことの大事 を知 り、私 のスキルア ップになったようです。
・講師の先生のお話 が大変分 か りやす く面 白か った。
・自分の意見をぶつけ るだけでな く、相手 の話 をよく聞 くことの大切 さが改 めて
よ一 く分か る気 がしました。
・質 問の仕方 の注意。 日頃いかによ くない質問の仕方 を していたか改めてよ く分
か りました。
・裁判所での調停 は普通 同席ではないので少 し事情が違 うと思いますが、これ ま
での自分のや り方の間違 いにた くさん気が付 きま した。
・案 内や レジュメは、初見 は難 しそ うで したが、講師 のお話は分 か りやすかった
です。
・聴 くことに興味 を持 った。
・まだまだ理 解を深めたい と思い ます。
・本 日の講義 において 「聴 く力」を教 わったように、相手の意見 を聞 くことが大
切 だと思った。
・こ うい う考 え方が あるのだ とい うことを知 りま した。ありがとうご ざいま した。
・物 の見方が分析 して あり、参考にな ります。
・人生 をよりよ くす るために必要である。誰で も視野が広 くなる。
9]
稲葉 それでは、最後に、塾の卒業後のことを睨みながら、長崎の塾の方々に、会場




谷ロ邦彦(文部科学省)文 部科学省の産学官連携 コーデ ィネーターの谷口と申しま




参考になる例 として、関西中心の 「シニア自然大学」とい うのがあり、これはスタ
ー トは大阪府の支援 を受けたNPOで す。2年 程度の研究や体制作 りの後、今は全 く
行政から自立 していて、大阪教育大学からの要請を受ける位、市民参加でありなが ら
かなり高度な研究をしているという事例があります。
それからもうひとつは、長崎、九州の市民レベルでの発信 と考 える場合 は、先ほど
申しました(独)科 学技術振興機構の社会技術開発センターがありまして、それらを
活用するのも活動の幅を広げられる道かなと思います。
稲葉 行政 の中に取 り込 まれ るか どうかとい う問題 は、塾 の皆 さんの レベルでの、 メ
リッ ト、デメ リッ ト、あ るい は課題 をもう少 し議論 していただ く必要 が あ りそ うです
ね。谷 口 さんの ご提 案は、行政型が ダメだとい う話 ではな く、良い ところと悪い とこ
ろをよ く理 解 した上での選択 を勧 め られたの だ と思 い ます。
入江秀晃(東京大学)入 江 と申 します。稲葉先生 と一緒に作成 した経済産業省の教材
作成のメンバーですが、これを使っていただいているということで、こんな使い方が









稲葉 皆 さんには、経済産業省バージョンの基礎編 を使っていただいたのだと思いま
す。良いところも悪いところもあると思いますが、使い勝手の良さより、まずは作ろ
うということでできたものです。何か気づかれたことはありますか。
梅枝 基礎編の プログ ラム を使 って、 とりあ えず技術 を伝 えよ うとい うことで毎 月1
回塾活動 をして きたわけですが、用語 の説 明が難 しく、例 えば、 リフ レイ ミングとは、
パ ラフレイジング とは、両者 の違いは、などが明確で はな く、それ をどう伝 えるか、具
体的 な事例 が教材の 中に もっ とた くさんあれば理 解 し易いので はと考 えて、来年 はぜ
ひ、市民向 けの プログ ラムを作 りたいな と思ってい ます。無論 自分 たちだけで作成す
ることは厳 しい面 もあ ります ので、で きれば今 日ご来席の先輩方 にア ドバ イスい ただ
いて、誰 もが自由 に使 えるプログ ラム、それ も今 回は市民バー ジ ョンですね、 あるい
は筋 トレバ ージ ョンなどを作 ってみ たいです 。 とりあ えず作って、皆 さん にオ ープン
ソース として公 開 して、利用 した皆 さんが互 いに改良 を重ねていけれ ば、 と思い ます。
そうす ることで、よ り便利 なプ ログラムがで きるので はないで しょうか。
稲葉 そ うす ると、調停人 を育 てるためのプ ログ ラム とい うよりも、市民の方 にメデ
ィエ ーシ ョンを理解 して いただ くためのプログ ラム を、長崎の方 と周 りの方 が手 を挙
げなが ら作 ってい く、 とい うわ けですね 。 さあ、 どうで しょう、 この後、長崎が市民
向 けのプ ログ ラムを作 るにあたって、自分 はお手伝 い をして もいいです とい う方、 あ
るい は、 こうい う教材 、こ うい う情報 を提供 で きます とい う方 、後で どうか名刺やお
声 をか けてい ただ けれ ば、と思 います 。そのかわ り、 ここで こうい う提 案 をなさった
上は、来年 こ うい う トレーニングがで きました と、新 しく提 案 していただ く責務 が生
じますね。 それ は、よ ろしいですね?(笑)多 分言い だ しっぺ の入江 さんが フォロー
して下 さると思い ますので。 いろんな形 のプ ログ ラムが考 えられ ると思い ます。 そ し
てそれは、先ほ どの市民提案型 、行政提案型 のいずれ を選択 す るか とい うことも踏 ま
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えて 、検討 される ことにな ると思い ます。 まとめ ます と、長崎 のメデ ィエーシ ョン塾
の これ か らの方 向性 と課題 とい うことで、ひ とつ は、 どの よ うな形 で行政へ の提 案 を
す るの か、そのメ リッ ト、デメ リッ ト、 その内容 によって も違 った ものにな るか もし
れ ない、 もうひ とつ は、市民 向 けの、 よりメデ ィエ ーシ ョンを知 っていただ くための
プログラムを作 る、その ことについては、皆 さんの協力 を仰 ぎたい、 とい うことです
ね。 この長崎型 の特色 は、 なにか残 してお きたいよ うな気が しますね。私 か らす ると、
と りあえず第三者機 関 をポ ンと作 って、認証 をつ けて 、とい うよ りは、む しろ今 のよ
うな活動 を しっか りや っていただいて、 まあ、最初か ら、今里 さんが言 われたよ うな
トラブル に対応で きるプログ ラムは出来 ないで しょ うけれ ど、例 えば筋 トレの前 の取
り組み を、ロール プ レイでやってみ る、 など、す ごくユニ ークな ものがで きそ うです
ね。 ど うもあ りが とうございま した。(拍手)
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松下 今 回発表 す る機 会 を頂 きあ りが とうございます。 それ と平成17年12月に奥道後
で、第4回 対話 シンポジ ウムin愛 媛 を開催 いた しま した。本 当に各方面 か ら皆 さん
ご支援 をいただ きあ りが とうござい ま した。 お礼 を申 し上 げてお きます。それ に勢い
を得 ま して、その とき頭だ しをさせて頂い てお りま した、話 し合 い とい うことが 日本
の中に も古 い ものが あったので はない かとい う話 しがあ りまして、その ことが きっか
けで、今 後その ことを少 し私 どもの セ ンターの運営 の基 にな るような もの を、ひ とつ
勉強 してみ ようとい う動 きになった ものですか ら、 このよ うなお手元の報告書 を作 り、
皆 さんに見ていただ こうとい うことで今 日は愛媛 か らまい りました。今回 は第4回 対
話 シンポジウムin愛媛の時の、ロール プレイを した非常に好評 なスタッフがいますが、
それ ときとは今度は ガラ リとスタ ッフを変 え、 この3人 と2時 間半、全体の進行 させ
て頂 き、 また皆 さん とデ ィスカ ッシ ョンを したい と思ってお ります。 どうぞよろ しく
お願 い します。
堀川 それではメンバーをご紹介いたします。本 日皆様のお手元にあるかと思います
が、「ADR日本の原点 を訪ねて』という報告書、18名参加いた しまして、7名 がレポ
ー トを提出いた しました。松下代表からレポー トを提出するようにというお話があり
ましたが、18名のうち7名の方が真面 目にレポー トを提出いたしまして、因みに私も
提出しなかったものの1人 ですけれども(笑)、このレポー トを提出 した方の中から、
まず 「ADR日本の原点を訪ねての研究を終えて」と題 したレポー トを提出した税理
士の中野雄策さん。そして 「ADR日本の原点 を訪ねての研修を終えて」とい う6ペ





























ですが、そうい うふ うなものがあり、そしてその木村 さんが講演してくれた内容 もこ
の中に入れてお りますので、あとで見ておいて頂 きたいと思います。木村さんがその
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講演 を してい ただ くの に際 し、非常 に
周到 に準備 に して頂 いてお りま した。
その と きの 日本 にお け る話 し合 い、
解決の伝統 とい うお話 を して頂 きま し
た。 その ことにつ いて参加 した メンバ
ーの 中か ら実 際 にど うい う気 持 ちか、
周防大島 へ行かれ てどんな感 じを受 け
たの か とい うようなと ころか ら色 々と
中野 さんか ら自由 に、思いつ くままに
お話 と報告 をお願 い します。
周防大島での研修会 「ADR日本の原点を訪ねて」
(2006年6月10日、周防大島文化交流センター研修室)
中野 中野 でご ざい ます。 レポー トを出 したのが運のつ きで この席 に座 るとい うこと
になったわけです。私 は税理 士 をしてお ります。税理士 とい うのは仕事柄期 限が決 ま
っているわけです。何 月何 日までに何々 を提出 して くだ さい。 その期限 を1日 で も過
ぎる と色 々なペナルテ ィを課 されて色々 な問題 が出て くるわけです 。それか らもう1
つ は、税務上 の問題で もはっ きり結論 がこ うだ と決 まってい ることばか りでは な く、
簡単 にルールが変 わ ります。それで そうい うル ール が変 わ る判 断 もひ とつの結論 を出
す とい うことにな ります。 そうい う職業 をこれ まで続 けて きたのですが、それが実は
このADRと い うの と一番マ ッチ しに くい仕事 だ とい うことが重 々わか りました。そ
れで愛 媛和解支援 センターの立上 げの時 か ら稲葉先生 に色 々教 えていただいて、 自分
な りに少 しずつそ うい う硬 い分 が溶 けて きた感 じを持 ち ました。今回周防大島 に行 っ
て色 々なお話 を聞いて きま したが、 ある意 味新鮮 な驚 きとい うの があったわ けです 。
それは村の 「寄 り合い」 とい うのが あって、その 「寄 り合 い」 で色 々な村の ことを決
めてい きます。 まず 「寄 り合い」をど うい うふ うに知 らせ るか とい うと、その当時 は
スピーカー とか便利 な ものがなか った ものです か ら、ほ ら貝 を吹 いていたわ けです 。
ほ ら貝 を吹いて、 その ほ ら貝の音 の調子 でだいたい今 日は こうい う話 し合い だとい う
のがわか ったとい うのです 。そ うい うふ うな村の寄 り合いが あった ようです。 その 中
で1つ は様 々な村の話 をみ んなが納得す るまで とことん話 し合 って 、この場合 は反対
者が いた ら、 その反対者の意 見 を求 めて、 まず反対す る。で 、2日 、3日 たつ と大抵




























松 下 ありが とうござい ま した。 それ では岡田 さん。現場 でのいろい ろ日常我々が行






り合い」 をやっている木村 さんと対談するのではと漠然 と思っていました。
その後で宮本常一先生の 「忘れられた日本人」とか、木村先生の 『「忘れ られた日本
人」の舞台を旅する」を読みました。これ らの本を読むと、従来の 厂寄り合い」とい
















翌 日 「忘れ られた日本人」にも出てくる白木山に上が り、そこに展望台があるので
すが、中四国、九州までは見えませんでしたが四国は見えました。宮本常一 さんは子
どもの頃にお父 さんにここに連れてきてもらうことが好 きだった。なぜかというとお
父 さんと上がっていくとお父 さんが周 りに見える島の名前 を全部知っていて、島々の




を訪れて、庶民の目から見た村の 「寄 り合い」を書き残 した、そのことを木村先生か
ら聞き、民宿の大将からも、昔は漁師ばかりで漁港が多くあったが、今頃は漁師も漁
港 も減っていると聞 くことが出来ました。
松下 あ りが とうご ざい ました。 メンバ ーの 中で は岡田 さんだけが1日 早 く行って1
冂遅 く帰 ったので 、私 たち とは違 った宮 本常一 さんの生い立 ちの部分 も報告 を頂 きあ
りが と うご ざいます。次 に小南 さんの旅 の思 い出をお話頂 きたい と思 います。
小南 小 南 と申 します。松下代表の事務所で仕事 を してい る関係上 、松 下先 生主催の
ADRの 研修 に関わ ることにな りま した。今回周防大島へ行 くか らとい うので、 どん
な島 かな と思 ってい ました。周防大 島につ いて今 まで聞い た ことがな かったのです。
どん な島 だろ う知 りたいとい う思 いか ら軽 い気持 ちで参加 しま した。船 に乗 って 、三
津港か らフェ リーで瀬戸内海の島の 間をぬって大 島に到着 しま した。思 ってい たよ り
少 し大 きい島で、静か な感 じが見 える島 だと感 じました。車で フェ リー乗 り場か ら周
防 大島文化交流セ ンターの方 まで観光の よ うな気持 ちで行 きました。そ この周 防大島
文化交流 セ ンターは、何 の考 えもな く来たの に本 当に凄 いところだ と思 い ました。最
初 に展示室へ 入って、宮 本常一一さんの ビデオが あ りま した。 その方の…生 を編集 した


















に旅 して 日本を歩いてその足跡 を本に書かれているのですが、その方が直接の作者な
のに、押 し付けがましくなく、淡々としたお話をして、 とて も心に響 きました。とて
も地道な感 じの方で宮本常一 さんとダブったような感 じを私は受けて、宮本常一 さん
は日本人が失 ってしまいそうなこと、本当に今私たちがもう忘れてしまっているのか、



















れたかという点について話 しはありますか?そ うい うことを通 じて自分たちがそれぞ
れ愛媛和解支援センターで、皆さんは愛媛和解支援センターでの調停で調停人として
経験はされましたが、現在の生の事件を経験されてみて、「寄り合い」の中身について
少 し感 じられたことをお話 してください。中野 さんからお話 し頂 けますで しょうか。
ioz
中野 先ほど言いましたように、村のいろんな取 り決めすること、「寄り合い」という


































日常での話 し合いの中で、現在行っている 「寄 り合い」の中身について何か感 じられ
たことはありますか?
岡田 村の寄 り合いの風習で行われた話 し合いというのは、宮本常一 さんの 「村の民
主化」の中にありますが、「そこで行われた話 し合いは対立 しあうことではなく、どこ
に意見の一致点を見出すかが問題である。村で取り決めを行 う場合には、みんなの納
得のいくまで何日で も話 し合ったという。しかもそれは多数が少数の意見を黙殺 して
多数はこうだから、と言って多数の言い分 を通すのではなく一人の反対者 もいなくな
るまで話 し合 うのである」。 とあるように、全員一致が原則なので多数決の手法は取っ
ていません。そういう決議制の制度ですが、そういう 「寄 り合い」とい うような昔の
風習の寄 り合いの復活となったときに、私 はマンション管理士の資格を取得 して、愛
媛県マンション管理士会の会員です。大阪や東京など大都会 と違って、まだ松山では



































松下 小南さんは、実際向こうで聞いた 「寄 り合い」の中身のところは何か感 じたこ
とはありますか?










今思えば、問題になっている方にも来て戴いて、理事 ・役員が話 し合 う場面でも、も




いる広い 目で、その人 と問題になっていることに接 していたら違 う面が見えて、もっ
とその人の言っていることを理解することが出来たのかもしれないと思います。理事
会は問題点のみを話 し合 う場 として、問題点からしか見なかったために、意見を聴い
ても、頭からそんな事は通 じないと言って しまうことが多かったのですが、宮本常一






















うい う点をもう少 し取 り入れたい、そういうものがそれぞれ皆 さんの中にもあったと

















と 「寄 り合い」というのは自然発生的に出てきたものだとは思うのですが、これ を今
の世の中にどのように取 り入れていくかとい う場合には、かなりひ と工夫 もふた工夫
も必要だと思っております。それから、まず調停者自身が、既に価値感を持っていて
相手方に接するとダメで、相手とは違うよということがお腹にあると、それがかえっ












松下 岡田さんのほ うか ら何か。
岡田 民俗学者宮本常一 さんの 「忘れられた日本人」の中に議論の話があるのですが、
「といっても3日でたいていの難 しい話 もかたがついたという。気の長い話だが、とに
かく無理はしなかった。みんなが納得のいくまで話し合った。だから結論が出ると、そ
























堀川 皆 さん、村 の 「寄 り合 い」につ いて、 またADRを 勉強 した ことを基礎 に して
い ろい ろ感 じてい らっ しゃ ることもあるかと思 い ますが、宮本常一 さんの 「忘れ られ
た 日本人」の本 の中 に、子 ど もを捜 して とい うコーナ ーがあ りま して、そ こで1つ の
村 で村の子 どもがい な くなった、そ うす ると村人 が もうそれぞれの誰 が リー ダーで あ
るとい うわ けで はなく、みん な思 いつ くところを探 しまわった。それだけ村 の人たち
はお互 いの色々 なことを全部知 って いたとい うふ うな くだ りもあ りました。そ うい う
ふ うに昔 と今で は近隣、 それか ら私 たちの コ ミュニテ ィの状況 、情報 、全 く違 うので
すが、ADRが 、私 ども稲葉先生 に教 えて頂 いて、 アメ リカの ものでアメ リカが基 本
なんだ と思っていたのが 日本 にもそうい うもの があったとい うことで驚 き、 また興 味
を持 っての周防大島の研修 だったのですが、 この村の 「寄 り合 い」の研修 を終 えてみ
て皆 さんの持 ってい る感想 、 また、今後 どの ように私 どもの愛媛和解支援 セ ンターの
活動 に生 か して行 きたい かとい う希望 も含めて 中野 さんか らよ ろしくお願い します。
中野 今回の周防大島の 「寄 り合い」というの を肌身に実感 しまして、ADRの これ
から我々がやっていく基本もそういう相手の立場、他の立場や考えも認めながら、そ
れ を受け入れてやっていくということが必要だと思いました。













小南 私は今回村の 「寄 り合い」とい うものが周防:大島に残っているのかと思ってい
たから行 きました。そういう風習が以前か らあって、もともと私たち日本人はそうい
うことが身に付いているという気がします。「寄り合い」で共同体の中で反対している





















でパネリス トの方たちとは多分違 う方向からこんな考 えを持ったという方いらっしゃ
いますか?伊 藤 さんお願いします。





だと思い、その背景がこうだなとい うふ うに自分が勝手に1人 に対 して、この点はこ
ちら側がこういうことを言えば解決するなということで全 く解決に主眼をおいてきた
ものですから、皆の力を合わせて調停で決着 しました。
そのあといろいろ研修 を受けてい く中でやはりもっと深 く相手の気持ちをもっとも
っとという形で聴かなかったらとい う風な気持ちを持ちました。最近の研修で稲葉先
生が以前のロールプレイで したのですが、その中でひ とつのことに対 して5通 りくら
いの聴 き方をされました。そのような聴 く側の能力、聴 く能力、色々な角度 を変えて
聴 くことが当事者どうしを実際導く一番大きな要件ではなかろうかと思いました。
堀川 ほか、 どなたかい らっ しゃい ませ んか?二 神 さんいかがです か?














切 り点といいますか、導 き方 というのもこれからADRを 担当してい く上では、勉強
していかなければならない課題だと思いました。
松下 どうもありがとうございました。これから後は稲葉先生のから会場 と私 どもの




稲葉 どうもあ りがと うご ざいま した。行 きたか ったの に行 けなかった人 間に とって
は、 その感動 をど うい うふ うに して共有 しようか と思い なが ら聞 いて いま したが、僕
がへ たくそにまとめた らチ ョッ ト良 くないので、多分 ここにい らっ しゃる方 は今 日の
ようなある種の疑似体験 だろ うと思い ます けど、感動 した人 たちか ら聞いた ことに よ
って ご自身 もいろいろ感想 を持 った り、それは それ ぞれの方 々が住 んでい るところも
違い ます し、経験 も違 います し、あ るいは関心 を持 って いるところ も違 うとい うこと
で、 まず は今 日の よ うな様 々なお話 を聞いて感 じられ たことを端 的にお聞 きしたほ う
がいいの かと思 います 。色 々な意見が出た ところで、 またそこか ら中間的につ な ぎあ
わせて ご自身 で決 めてい くとい うことに した らどうか と思い ます 。僕 のほ うで何 か ま
とめ よ うかと思 っていろいろ書 いた りしま したが、 あん ま りまとめるよ りはそ うい う
ほ うがいいかと思 って、最後 のほ うでち ょっとコメン トします けど も、ど うで しょう
か。 どなたか何 かご感想 で結構 だ と思い ます。 あるい はこん な点 に関心 を もった とか
あるいは共 同体 は違 うのではないのか とか、い ろい ろ意見 がある と思 います。 どうで
しようか?
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谷口邦彦(文部科学省)私 どもは産業界 と大学 を結びつけるという仕事で、最初は立
場が違 う方々をお引き合わせ し、お打ち合わせの中から 「技術創成」「ベ ンチャー起













があり、いずれも 「寄 り合い」 という表現は残っております。
第1の ケースは、私が10数年前までいたところでは従来の住民と新規住民 を全くフ
ラットに民主化 してしまったものですからかえって混乱 して、非常にゆっくり話 さな






れております。一方、時期が限 られた伝達事項は、組 ・班を通 じて100戸へ伝達 され
る、2重構造で比較的 うまくやってる例では思います。










稲葉 どう もあ りが とうご ざいま した。非常に貴重 なお話 を頂 いて、コメ ン トしない
ほ うがいい と思 いますの で、 コメ ン トしない まま行 きたいと思 います。 ほか、どんな
ことで も結構です 。梅枝 さん、 ど うぞ。










す。ちょっと寄 り合い行って来 るけんと。自治会なんかでは今でも寄 り合いという言
葉は使っています。

















し今後機会があれば、そういう昔 日本であったメディエーションの歴史とい うの も何
かお話できればなあと今ちょっと思っています。
稲葉 ど うもあ りがと うご ざいます。多分 そ うい う活動 とい うのは凄 く大事 なことな
のです。梅枝 さんがおっ しゃっていただいたよ うに リレー シ ョンとい うの は直接的 に
は アメ リカで訴訟が出て きて その 中で もう1回 対応 してい こうとい う、そん な単純で
は ないのですが、そん な中で 出て きた手法 なのです が、 もしかす ると、 どの世の 中に
もこの ような違 い風 習の違い があった りす る中で、生 まれた もの も当然あっただ ろう
と思い ます。それ を時々 に弁証 して ないだけで あって。それか ら日本 のルー ツを知 る
ことに よって、私 たちの知恵 をもう1回 集約す るとい う作業 とい うのは、ずっ となお
ざりに されていたか もしれないのです。法律の議論 とい うの は、私 たちの もっている
物 事の知恵 とい うよりも、海外か らまたメデ ィエーシ ョンが海外 か ら入って きた と同
じような形 で使 われてい るわ けですか ら、私 たち固有の持 っている解決 力、僕 は和の
精神 とい うことだけではない と思 うのです が、 そ うい うもの を もう1回 調 べ直 してみ
る ことによって、そ うだ 日本人に もこん な知恵 があ り、 こんな力 がある とい うことを
確認 しあ うことも凄 く大事な ことだと思 います 。今 日その きっかけ を、愛 媛に出 して
いただいて長崎が報告 していただいた。色々な所 でそ うい うもの を持ち寄って頂 いて、
そ うい うセ ッシ ョンが常 にで きるようなこと、 あるいはそ うい う研究報告 がで きるこ
と、大学 だけに頼 るのではな くて実際 にや ってみ るとい うの は、非常 に良 い ことなの
か もしれ ませ ん。特 に愛 媛の場合 は、 日々 このADR調 停 とい う作業 をやってお られ
る方 々が、そ うい うもの を見た ときに、私 たちが見 えない もの、一般 の市民 の人たち
が見 えない ことで もやっぱ り見 えて くることが ある、とい うことは凄 く共感 をいた し
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ました。 どうもあ りがと うご ざいま した。 どんなご意 見で も構 い ません。 ご感想で も
構 い ません。 どなたかおあ りで しょうか?は い、ど うぞ。





































稲葉 はい、非常 に大 きな色 々な問題 がある と思 い ますが、今聞いていて、今 まで ア
カデ ミックで出来てい ない ことが、 こうい う実践 をしてい く中でひ とつの関心 をもた
れて、周防大島 に行かれ ま した。 こ うい うことに こそお金 を出すべ きです。 また これ
か らお話 を進 めて、 これ こそお金 が付 いて本 当に それ こそ100万や200万で出来 る
ことで、 この ような ことに こそ しっか り研究 を していただ きたい と思 い ます。別 に大
学の先生 が研究 をしない とい けないので はな く、他の人 たちがむ しろ協 力を して行 う
のですが、今 の ような研 究で あれば本当 に皆 な一緒 になって出来 る とい うもの、 こう
い うもの をしっか りつ けて研究 して もらえるような仕組み を作 るとい うの も、 これか
ら大事 な作業 なのか と思 って聞 いてお りました。 さあ、他の方 々で も出番 は、終 わ り
ましたので(笑)、 もうど うで もいいとい う感 じになって きていそ うです けど も、 どう
で しょうか。他 の方で も結構 です。次の出番の稲村 さんとかはど うですか。次 の出番
の こ とで頭 がい っぱい なっていす か。 どうで しょうか 、一言 ぐらい。
稲村厚(NPO法 人 日本メディエーションセンター)は い、 さきほどマ ンシ ョンの話 が出
て お りま したが、最近考 えてい ることが あります。ひ とつの課題 があってそれをグル
ープで評議 を して、討議 をして作 り上げてい くとい う作業 があ ります よね。 その とき
にコ ンセ ンサスとい う、多数決 ではな く、 また単独者 の誰かの決定で もな く、十分話
し合 いを して合意 をして決 めてい くとい うや り方。 これ はメデ ィエ ーシ ョンその もの
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だな と思 います。今 までメデ ィエーシ ョンの考 え方 とい うのは1対1の 当事者がいて、
第3者 が入 って当事者の考 えを調整 してい くあるいは方 向付 け を変 えてい くという作
業 とい う捉 え方 をしてい ま したが、逆 に考 えてみ るとグループの単位 をず っと縮小 し
てい くと、3人 とい うグル ープにな ります よね 。メデ ィエー シ ョンの世界 は、 その3
人のグループで1つ の課題 を問題 としている課題 を解決 策 を見つ けるとい う作業で は
ないか とい う気が して るんですね。 そ うす る と寄 り合 いの話 とい うの はメデ ィエ ーシ
ョンその ものでその縮 小型が3人 の メデ ィエーシ ョンではないか と思 えて きます。我
々 日本メデ ィエ ーシ ョンセンターで これ か ら行 うセ ッシ ョンは、裁判員制度の評議 に
焦点 を当ててい ますが、実は評議 とい うの も同 じよ うな考 えが もて るので はないか と
思って まして体験 学習的 にや ってみ たいと考 えてお ります。ですか らす ご くつ なが り
を もった形 でセ ッシ ョンをしてい ただいて 、 うれ しく思 ってお ります。是非 この後 も
帰 らないで、参加 していただ くとうれ しい な と。以上 です。
稲葉 ど うもあ りが とうござい ます。今 おっ しゃったこ とは別 に こうい う日常生活上
の トラブルであ るとかだ けで はな く、実 は今 日も少 し申 しました ように、科学技術 と
い う講座 を僕 はや ってい ます が、科学技術 につ いて社会 の人たち はど う対応す るの か
とい うことも非常 に大 きなコ ミュニテ ィと対話 しな ければな らないのです 。その基礎
は トライア ングル、三角形 の形が沢 山あ るとい う形 とい うふ うに僕 なんか は捉 えて、
実は入 り口に置 いて あ ります この"lnterfaceHumanities"とい うCOEの ニュ ーズ レ
ター06号の ところで僕 がま さに書 いている ところが あります。簡単 には分断で きない
ところがあ りました。評議の ような10人以下 ぐらいの ときにす るとか倫理委員会 など
の場 合だ った ら比較的見やすいのです けど も、例 えば100人とか200人になった ら、い
ったい どうすればいいのか、 とい うの は もう一つ 出て くるか も知れ ません。今 、稲村
さんがお っ しゃった ような1対1の コ ミュニケー シ ョン、紛 争だ けで はな くて 、 もっ
とメデ ィエー シ ョンが出来 るとい うの は、色 々な ところで利 用が出来 ると思 って お り
ます。 どうもありが とうございま した。前 のセ ッシ ョンが稲村 さんの ところにつ なが
る様 に作 ってい るので はな く、稲村 さんが繋 げたのだ と思い ます。 ど うもあ りがと う
ご ざい ます。他 に どんな ご意見で も構 いませ ん。愛媛 で行かれた方で まだ ち ょっと言
い足 りない とい うよ うな方 々いか がで しょうか。 どうで し ょう。工藤 さん、 どうぞ。
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工藤康博(行 政書士)愛 媛和 解支援 センターの方 々には、昨年 の対 話 シンポジウムの
際 には大 変お世話 にな りま した。あ らためて御礼 を申 し上 げ ます。
さて、今回 の報告 を伺 い まして、愛媛和解支援 センターと してはまたひ とつ大 きな
テーマに取 り組 まれた なとい う感想 を持 ちま した。
実 は、 これ まで の私 は、調停 とい うものに関 して、ひ とつの割 り切 ったイメー ジを
持 ってお りま した。ど うい うことか と申 します と、調停 とい うもの が 日本 の文化 に直
ちに合 うかど うかを考 えな くて もよいのではないか、 アメ リカで生 まれ たメデ ィエー
シ ョンを 日本 で育 てる とい うや り方 で もいいので はないか とい う、 かな り割 り切 った
考 えを持 って いたわけです 。例 えば、デ ジタルゲ ームとい うもの を考 えてみ ると、あ
れ はアメ リカで生 まれ て 日本 で育 てた、今や 日本が世界 に対抗 しうる貴重 なコ ンテ ン
ツ産業で あるとい われ ています 。そ うであ るな らば、 メデ ィエ ーシ ョン も、 たとえア
メ リカ生 まれの もので はあって も、我々が 日本で育てて世界 に返 してやれ ばいいので
はないか、 そ して それ は十分可能 な ことなのではないか、 そん な考 え方 を して きたわ
けで あ ります 。
しか しなが ら、紛争解決 とい うものの全体 を考 えるときには、お そら く、今、愛媛
和解支援 センターの方々が取 り組 まれて いるよ うな 日本古来 の紛争 解決方法 をも研究
し、そ して、例 えば、寄 り合いの 中で どんな争 いをどのよ うに解決 して きたのか とい
うよ うな ことを検証 し、その成果 を積み重ね てい く、 とい う方 向が確 かに必要に なる
のではないか、そのよ うな気持 ちも生 じて まい りま した。 いず れに しまして も、私 に
はち ょっ と思い もつか ない ような、大 きなテーマに取 り組 まれてい るような感 じがい
た しました。
今後 も是非がん ばっていただいて、成 果 をあげ られ ることを期待 して お ります 。
本 日は、 どうもあ りがと うご ざい ました。
稲葉 決 して工藤 さんだけがというだけではなく、この地域から日程の中で辿 り着か
れたということですが、それぞれの地域が色々な方法でしていけば良いと思っていま
す。今、工藤 さんのお話 を聞きながらこのメデ ィエーションというものの原点への帰




本 当に知 っている とい う形 で問 うてい く方法です。 これ も1つ の原点 に帰 る方 法だ と
思 います。僕 は非常 に感銘 を受け ま した。 それ か ら今 日の午前 のよ うな長 崎の生活 が
わ かる原点 、つ ま り実際 の事件 を受けて何 か解決 しよ う、組織の 中で これ をどの よう
に反映 させ ることが出来 るだ ろうとい う意図で はな く、む しろ現場 でそれぞれの、 そ
の人 たちが本 当に地道 な活動 を行 ってい るとい う形です 。そ こでみんなが集 ってい く
という形の 多分原点 に帰 る方 法 と しては十分 にあるので はないか と思 います。 もう1
つ この愛媛 が行 って頂 いたのは、 こうい う方法で、 グル ープを尋 ねてみ る。そ こに私
た ちが忘れ ていた ものがあ る。そ して忘れてい たもの はち ょっ と見てみ ると、 りレー
シ ョンの 中に もあったとい うことで、 ともす ると リレーシ ョンす る ことや解決 とい う
ことに、非常 に拘 ってい る自分たちの、 も う1回 原点 に帰 る とい うそ うい う方 法論 な
の だと思い ます。今 日は3つ のグループで した。い ろん なメデ ィエーシ ョンの仕方 は
あると思 います 。 これか ら行 う日本 メデ ィエ ーシ ョンセ ンターの議論 も、多分 この 日
本の 中で凄 く大事 な ことだ と思い ます。それか ら昨 日の午後行 い ました教育 の現場 で
ど うす るの か、行政 か らどう してい くのか とい うアブ.リケー ション、つ まり応 用編 を
ど うして い くの か とい うことが、 これか ら必ず出て くる と思 いますが、昨 日の午前 と
か今 日の午前 、今 日の午後の ようなメデ ィエ ーシ ョンの原点 への帰 り方 をどの ように
僕 たちは行 っていけばいいのか とい う もの が出 てまい りました。今 日の ような方向 が
す ご く地道 でかつ ズ シンとくるような企画 だったの ではないか とい う気が します。 も
うあとお一方 、お二方 の コメ ン トを頂 いて 、最後 には もう一度松 下 さんにマ イクを渡
して、 これか らどう変 えようとされて いるのか とい うことをち ょっとコメン トして頂
い て終 わ りに したい と思 っています。 もうお一方 かお二 方 どうぞ。
高 岡俊 明(長 崎伝習所メディエーシ ョン研究塾)高 岡 と申 します 。ち ょっと今 の質問 か
ら話 が飛び ます が、実際 に コンピュータを使 っていて感 じる こととち ょっと似 てい る
お話 だけを少 し。皆 さん はワープロとい うと、「ワー ド」を使 ってお られ るとことと思
います 。 ご存 じの方 もい らっ しゃ るで しょうが、 もと もと 「一太郎」 とい うワープ ロ
があ りまして、 この「一太郎」とい うの は原稿用紙の文化 です。それに対 し、「ワー ド」
とい うのは タイプ ライ ターで打 ち込 む とい う文 化 なんです ね。 日本の文 字 って 「ワ
ー ド」で は、 申 し訳 ないけ ど非常 に使い に くい。なぜ な らば原稿用紙 じゃないんです
ね。 もともとア メリカの人た ちは真 っ白な紙 に、 タイプ ライ ターで文 字 をたたいてい
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たんですね。それ に対 して、 日本の人たちは原稿用紙 に縦書 きで書 いていた。 だか ら、
使い勝手が とて も悪 いんです。 それで例 えばエクセル を原稿 用紙 がわ りに使 うとい う、
欧米で はまず考 えつかない ような、 とんで もない発想 をす るわけなんですね。
私 が最初 に使 ったワープaは 、一太郎 の初 期の もの なんです けども、なぜ 日本 の人
たちは日本語 にふ さわ しい ワープ ロを持 とうとしないんだ ろうかとい うことを、ず一
っと疑問 に思 ってい るんです。
今回の例 えば 「メデ ィエ ーシ ョン」 とか とい う言葉 を聞 いた ときも、 なんで 日本語
じゃないんだろ うとまず思 ったんです。 日本語 では何 とい うのか と考 えてみ たんです。
そうす ると、「中庸」 とか 「道(タ オ)」とい う概 念が思 い浮 かび ました。要す るに道
とい うもの は、 もともとないんだけ ど、みんなが歩いてい くうちに道 になる。 その道
がで きるプロセスが、 「メデ ィエ ーシ ョン」の概念 の ような。そ うい う考 え方 がピタ ッ
ときたんです 。
使 う用語 に しま して も、アメ リカに追随 す るのでは なくて、先ほ どの 厂寄 り合 い」と
い う言葉 も出て きたと思 うんです け ども、 もうす こし日本 の特 徴に合 ったもの、 そ う
い った もの を自覚 しなが ら受 け入れ ていかない と、 日本 の流 れには定着 しないん じゃ
ないか と思い ます。 日本 に従来 ある概念 か らのアプ ローチ とい うのが、や っぱ り日本
の中で根 付いてい くには必要 なので はと思い ます 。
日本語 ワー プロと してみ んなで 「一太郎」を使 お うじゃない かとい う動 きもあ った
と思 うのです が、 マイクロ ソフ トに牛耳 られ て、ワープ ロとい えば 「ワー ド」に なっ
て しまった。 それで困ったのは、 日本語 を使 ってい る私 たちです よね。「メデ ィエ ーシ
ョン」の考 え方 を 日本 に定着 させ るには、 日本 の人が困 らない、 日本の人 が使 える仕
掛 けが必要だ と思 います 。
稲葉 ど うもあ りが とうござい ま した。 それ は本 当に外国 の ものを 日本 に入 れ るとい
う時に、 どの ような形 です るの かとい うの はず っ と議論 を されてい るところです。 こ
れ もメデ ィエ ーシ ョン ・調停 とい うなかで もう1回 しっか りや らなけれ ばな らな らな
い。 これ も当然原 点に帰 りたい と思い ます。今で こそメデ ィエ ーシ ョンといってい ま
すが、 この名前が定着す るには実 は少 し時間 がかか りま した。僕 が知 ってい る限 りに
おいては、昔 マ ンハ ッタンで レビン小林久子 さん とい う方 にお会 い しました。 レビン
小林久子 さんの ところに、実は彼女の メデ ィエ ーシ ョンセ ンターで メデ ィエ ーシ ョン
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えたときに出てくる問題は、アメリカの 「ポジシ ョンとインタレス ト」と 「本音と建





りましたので、実は次の稲村 さんたち日本メディエーシ ョンセンターがやって頂 くも
のは少 し場所を変 えなければならないとい うことで、休憩 を実は時間をとってなかっ
たので、最後に松下さんから今後について少 しコメントを頂いて、そこでちょっと10
分ほど休憩をとりたいと思います。またどちらに移動 して頂 くかとい うことを申しま
すので。それではよろしくお願い致します。







聴くときに、聴 くのは調停人が聴 く事によってではなく、相手方が聴くとい うことが




ーもそういうお互いの 「対話す る」とい うことをひとつの頂点として、全体の会合が
行われているということ、又先程頂いた宿題を出来ればもう少 し何 らかの形で整理を
して、そしてもう少し深めて行きたいと思います。それとこのような報告する機会 ・




我々は本当に思いつくままの発表で したが、皆 さんにご意見や感想 を頂 きたいと思い
ます。どうも本 日はありがとうございます。(拍手)





て、もう1つ 「寄 り合い」という同 じ言葉がきちんとどんな風に使われているのか、ど
んな実態があるのかということを、例えば大阪大学で調査 して頂 くかどうかは別 とし
て、少 しみてみるとい うことも作業 は続けていって頂ければありがたいと思います。















































1.哲 学カ フェにつ いて
1-1.哲 学 カフェの歴史
哲 学カ フェは、 フランス ・パ リで偶然 に生 まれた。哲学 カフェの創始者 といわれ る
マル ク ・ソーテ(MarcSautet)は、1992年のあ る日、彼の仲間 とと もに、当時 ドイツ
やオ ランダで試み られ始 めた 「哲 学 カウンセ リング(哲 学相談 室)」につ いて計画 を練
るために、この カフェに集 まることに した。当 日、彼 らがカフェに行 くと、 「ここで哲
学討 論会が ある らしい」とい うラジオ放送 を聞 きつ けた人 たちが集 まっていた。 そこ
で ソーテが即 興的 にアニ メー タ(進行役)を 演 じたの が、哲学 カ フェの始 ま りで ある。
その後 、哲学 カ フェはパ リか ら世界各地 に広 が り、アメ リカ、 ドイツな ど各地 に定着
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してい く。(Sautet,1995=1996,1998)
「哲学 カフェ」は、欧 米 に広 まっている 「哲学 プラクテ ィス」(philosophyinpractice)
と呼 ばれ る諸活動の一形態 と して位置づ けることができる。 「哲 学プ ラクテ ィス」とは、
専門家 や研究者 のみによって独 占され るもの と しての哲学 ではな く、広 く社会 のなか
で実践 され る哲学 のあ り方 を模索す る運動で あり、哲学書 に記 され た言葉 、既存 の知
識 か ら出発 するのではな く、対話の参加者が 日々の生活や社会 につ いて考 え る問題 か
ら哲学 的な対話 を始 め ることが共 通す る特徴で ある。 ソーテが始 めよ うとしていた哲
学 カウ ンセ リング(哲 学相談所)は 、1981年ドイツにおいて哲学者の アーヘ ンバ ッハ
によって創始 されたと言 われてい る。哲学 カフェは、偶然の成 り行 きによって哲学 カ
ウンセ リングか ら派生 し、 しか も、哲学カ ウンセ リングよりも急速に世界 に広 がった。
日本で は、2000年前後 か ら、 ソーテの活動 を知 って関心 をもった人 々や 「哲学 プラク
テ ィス」 に関心 をもった哲学研究者 によって、哲 学 カフェが行 われ るよ うにな った。
1-2.哲 学 カ フェの形式
現実 に行 われ ている哲学 カフェは実 に多種 多様 であ るが、哲学 カフェの最小限度の
共通要素 として、(1)場 所 、(2)議論のテ ーマ 、(3)進行役(animateur/facilitator)
が あげ られ る。
【哲 学カ フェが行われ る場所 】
哲学 カフェが行 われ る場所 と して は、 カフ ェ、図書 館、研修 室(セ ミナールー ム)、
書店、地域の コ ミュニ テ ィル ームなどがあげ られ る。基 本的には誰 もが 自由 に出入 り
で きる場所で あり、飲食 が許 され てお り、堅苦 しくな くリラックス して議論ので きる
場 所で あることが求め られ る。参加者 の参加形態 としては、途中の出入 りが可能 な任
意の参加が原則 で あり、参加費 は特 にな く、カフェな どでは参加者 は飲食費のみ を負
担 す ることがほとんどであ る。
開催形式 と しては、カ フェや公共空 間でお こなわれ る独立型 の哲学 カフェとともに、
映画上映や ダンスワークシ ョップ、展 覧会 などの後や(フ ランスの 「シネフ ィロ」、 日
本 での 「アー ト哲学 カ フェ」)、研 究会 などのイベ ン トの なかで行 われ 、そのイベ ン ト
と関連 あるテーマにつ いて議論 す るイベ ン ト寄生型の哲学 カ フェの二通 りがある。
【テーマ】


























つを明確に区別することなく混在 させ る者、議論をコン トロール しない、マイクを回
すだけで、整理 も介入 もまとめもしない放任型、また参加者の一人になるか、恣意的
な形で介入を加 える進行役もいる。
著 者 た ち が 最 近 行 っ た哲 学 カ フ ェの テ ーマ につ い て は 、
http://www.cafephilo.jp/activities/activities_cp3.htmlを参 照 され た い 。
2.哲学カフェの社会的背景
2-1.欧 米 にお ける哲学 カフ ェ
哲学 カフェが偶然 に生 まれた とすれば、 それ はどの よ うな条件の もとでそ うな った
ので あろ うか。その条件の一つ に、「カフェ」の もつ社会 歴史 ・文化的背景 があげ られ
る 可よ も ヨー ロ ・パの 七 後半 か ら十八世紀 において、「市民社会」(市民
哲 学 カ フ ェ 「発 祥 」 の 地
「カ フ ェ ・デ ・フ ァ ール 」
(パリ、バ ス テ ィー ユ 広 場)
的公共圏)の成 立において カフェが果 た した役
割 を無視す るこ とはで きない。(2>
また、パ リが培 うカフェ文化の土壌があった
こと も無視で きない。パ リには、映画の⊥映 と
討論 を行 うシネクラブや シネマカフェ、詩 など
文学作品 を朗読す る文学カ フェなど、芸術 を巾
心 に人び とが集 ま り、交流 を行 う複数の活動 が
数 多 く存在 している。新聞や公共 ラジオなどの
メデ ィアにおいて、芸術 と哲学 に関す る批評 が
政治 ・経済 と同等 に扱 われてい るとい うメデ ィ
ア的環境 があ ること。 そう した環境 のなかで、
文学 とも関連の深い哲学を論 じるために人び と
が集 まったということ、また精神分析 の影響の
根強い フランス文化のなかで は、哲学カウ ンセ
リングは受容 されず、む しろ哲学 カフェの方が
新鮮に受 け止 められた ことは当然の成 り行 きで
あった ように思 われ る。(3)さらに、こ うした哲
2
3










学 カフェの流行が、国家や文化圏 を単位 とするのではな く、 「都市」を単位 と して飛び
火 的に広 がった ことも注 目され るだろ う。 ソーテの活動 を基盤 に して作 られた ウェブ
サ イ トの 「リンク集」 を見れば 、 ヨーロ ッパ の各都市 に飛び火的 に広 がった哲学 カフ
ェの様子 を伺 い知 ることがで きる。(4)
上 記の ヨー ロッパのカ フェ文化 とは異 なったアメ リカでの新展 開に も少 し触れて お
こう。『ソク ラテス ・カ フェに ようこそ』の著 者、 ク リス トフ ァー ・フ ィリップスは、
(哲学教育 を大学 で受 け、学位 をもった)哲学者 ではな くフ リーランスの ライターで あ
り、 アメ リカ国 内 を歩 き回 りなが ら各地 で 「ソク ラテス ・カ フェ」 を開い てい る。
(Phillips,2003)彼は ソーテ とは異 な り、大学 の研究者 と積極 的に交流 する ともに、カ
フェ以外 の さま ざまな場所(老 人 ホームで、デ イ ・ケア ・セ ンターで、刑 務所 で、 ホ
ス ピスで)で 哲学 の議 論 を行 って いる。こ こに貫 かれてい るのは、社 会の民主主義 的
な構 築 とい う目標の ために哲 学は必要で ある とい う信念 と 「哲学 的な奉仕 活動」へ の
意志 である。民主主義 と教育の徹底 を説 くジ ョン・デ ューイの影響下 、「子 どもの ため
の哲 学」の プログラムを創始 したマ シュー ・リップマ ンの もとで学んだ経験 があ り、ソ
ク ラテス を人生の模範 とす るフ ィリップスの姿 は、「哲学 カフェ」の一面 をよ りラデ ィ









4 各 都 市 の 哲 学 カ フ ェ 活 動 に つ い て のURL紹 介 。 フ ラ ン ス/パ リ("Philos"www.philos.org/
index.html)、ベ ル ギ ー/ブ リ ュ ッ セ ル(users.skynet.be/sky80245)、イ ギ リ ス/ク ロ ム フ ォ ー
ド、(dialspace.diaLpipex.com/1.j.hurst/cafephil.htm)、ス イ ス/バ ー ゼ ル(www.viavia.ch/
philosophes/)、 ド イ ツ/デ ュ ッ セ ル ドル フ(www.cafephilo.de/)ド イ ツ/ベ ル リ ン
(KopfwerkBerlin.de)、日 本/大 阪 実 験 哲 学 カ フ ェ(tetsugakucafe.jp/)、カ フ ェ フ ィ ロ
(www.cafephilo.jp)
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る。以下の考察 は、 こう した実践 を通 じて得 られ た知見 も交 えて行 われ る。(5)
3.社会的実践 と 〈活動 〉としての哲学力フェ
哲学カフェは、カフェなどの社会空間において行われる。そうした事実だけをもと
に、哲学カフェを「実践」とみなす ことはもちろん不可能ではない。 しか し他方で、大
学に代表される 「知」の空間と哲学カフェのような社会的活動 とを 「理論」と 「実践」
という対立のもとに抽象的に考察することは様々な理由から有効 とは言いがたい。本
章では、哲学カフェの活動を正当に評価するために、「実践」という観点の重要性をあ




社会科 学 などの分野 において積 み重 ね られ た 「実践」 に関す る議論 を踏 まえ、 まず
実践 とは何 かについて ごく簡 単に述べてお こう。以下 において問題 の焦点 とな る実践
とは、つ ねに身体 と状況 をと もないなが ら知 を生み出 し、運用 ・伝達す る行為一般 の
ことを指す 。それはいわ ゆる理論(テ オ リア)に 対置 され る もの としての実践(プ ラ
クシス)で はない。知識 な しの実践は あ り得ず 、逆 に、知識 を駆 使す る理論 の構築 も
知識 の運用 とい う点 にお いて実践 の一形態 で あるとみ な され る。
【遂行 され る知識】
G・ライル は、実践 におけ る知の あ り方 を二つ に区別 す る。一つ は"knowingthat"
(～とい うことを知 る こと)と 呼 ばれ、事実 や命 題、規則 を事実内容 として知 って い
る ことで ある。 もう一つ は"knowinghow"(やり方 を知 る こと)と 呼 ばれ、 それ を
使 いこな して、ある事柄 を遂行 す ることで ある。チ ェス とい う実践 において、名人 は
5 筆 者 た ち に よ る哲 学 カ フ ェの 活 動 は 、2000年、 大 阪 市 「應 典 院 」に お け る哲 学 カ フ ェ開 催 に始
ま り 、以 後 、大 学 の 「研 究 室 」 か ら独 立 して哲 学 的 対 話 を推 進 す る組 織 「哲 学 コ ミュニ ケ ー シ
ョンkikumimi」を発 足(2001年)、2005年4月 に 「Caf餘hilo(カフ ェ フ ィ ロ)」(代表 本 間直
樹)と して 改 組 し、哲 学 カ フ ェの ほか 、 カ フ ェ 以外 の 場 所 で の 哲 学 の 対 話 ワー ク シ ョプ(「ソ ク


























るに足 らないような些細な行為で さえ、それに対応する知識 を含んでいる。共に行 う
ことは、学ぶということの原点であり、すべての社会的実践の基本となることがらで




規 則 と行 為 に関 す る ヴ ィ トゲ ンシ ュ タイ ン以 降 の 議 論 、Kripke(1982-1983)など を参 照 の こ と。
これ に対 して、近年、学習 を 「社会 的実 践への参加」とい う観 点か ら捉 える試み が
ある。(Lave&Wenger,1991)何かを学ぶ こと、何かがで きるよ うにな ることは、身体 ・
場所 ・歴 史 を持 った社会 的実践 に 「参加す る」 プロセスである。いかな る知識 も、身
体 とともにある場の なかで発揮 され るもので ある。学習において問題 となるの は、個
人が知識 をいかに効率 的に 「内化」す るかではな く、あ る実践 に、他人 とともに 「参
加」す ること、そのなかでまわ りの人 々や学習の資源 との関係 をどの ように組織 し、変
容 させて い くか とい うことだ と捉 え られ る。
社会的実践の観点 を導入す る ことによって、概念操作 や論理的判断な ど知的 と見 な
され る活動 か ら、技術 あるいは身体運動 を駆使 す る活動 まで幅広 く実践 と して捉 える
ことがで きる。社会の なかで実際 に展 開 されてい るどのよ うな実践 を見て も、必ず実
践の場 と実践へ の参加者か らな るコミュニテ ィがあることが分かる。会社や研究機 関、
哲学 カフェ、育児サ ークル、趣味 の集 ま り、イ ンターネ ッ トを介 した情報 交換 もその
ような 「実践 コ ミュニテ ィ」(Wenger,1998)に数 え入れ ることがで きる。 この ような
実践 コ ミュニテ ィの特徴 と して は、専門化 あ るいはオー ソライズ された知識 と技能が
共有 されていること、評価 の システムが確立 してい ること、実践 を媒介す る人工物(発
行物 、教室)が あ り、 コ ミュニ テ ィへ の入 口 と出口(メ ンバ ー シップ)が はっ きりし
てい ることをあげるこ とがで きる。(7)
3-2.実 践 と しての思考 と議論
【よき議論 を営 む とい う実践】
「哲学」は、その歴 史的展開の なかで 、様 々な人 々によって様 々な形態 をもって実践
されてきた。例 えば、古代 ギ リシアにおいて ソク ラテスは、思考 を吟味 する ことを「対
話」におい て実践 し、いかな る文書 も残 さなかった。そ して、対話 を書 き、読 む こと














と営みにその起源の一つ をもっている。アリス トテレスに由来する 「論理学」の生成
とその役割もその一つである。論理学は議論において遂行されるべき推論の形式化と




形式化 されたもの(知)をいかに実践す るかという、問題が派生的に生 じ、同時に、形
式化された知をまず身につけ、それを間違えずに使用する、という 「教育」の課題 も
生 まれたのである。 しか し他方で、議論するという実践 を出発点に考えるならば、そ




















すべての哲学の概念や理論は歴史的に形成 され、議論 され、文書 を通 じて伝達され
てきたものである。哲学の歴史を学ぶことは、哲学のテーマに関す る非常に豊かな議
論の 「レパー トリー」を身につけ、それを新たに現在 において新 しく活用することを
学ぶ ことを意味する。つまり、哲学の議論に熟達 した者であれば、これら概念や理論
について単に知っている(知識 を所持している)だけでなく、それ らの知識 を議論の



















































がいわゆる哲学の思考の 「難解 さ」の原因ともなっている。そしてまた、思考の対象 と手続 き
のこの自己言及が、思考を遂行する状況(身 体 ・歴史 ・場)を 無視することの構造的な特徴と
なっていることにも注意したい。例えば、二十世紀の哲学、現象学と分析哲学はそれぞれ 「意
識」と 厂言語」とからなる純粋な自己言及の思考空間を発明したが、後にそれ らを状況づける
























































15 オングは 「声の文化にもとつ く思考 と表現」の特徴として、1.累 加的 ・非従属的、2.累 積
的 ・非分析的、3.冗 長ない し多弁的、4.保 守的ない し伝統主義的、5.人 間的な生活世界
















間帯、天候などに依存する。 しかも、こうしたことは企画する者の予測 を裏切 ること
もある。また、一般に 「哲学」とい う名前に集まる人々が何を期待するのか、という






【実践 を積み重ね る とい うこと】
哲学 カ フェ とい う状況で は、 よき議論 を営 むための 「方法論」は存 在 しない。方法
が欠如 しているとい うよ りも、方法 とい うものが適切 な場所 をもつ ことがない。(17)こ
























ではなく、具体的なある人がある状況において考 えること、「考 えること」を欲 してい
る人々が、実際に実践に参加 しながら、何を考 えるのかが常に出発点 となる。
哲学カフェにおいては、一人一人が自分の考 えを言葉にすること、お互いの意見を
よく聴きながら議論を共同で作っていくことが実践において目指 される。そこでは、









に目を移 し始める瞬間をどのように作 り出すかが問題となる。時には研究会など同 じ
ことがらに関心がある人々だけが集 まる場所や、属性が同じ人の集団で哲学カフェが
行われる場合 もあるが、哲学カフェにおいて、個々の発言が出され始めると、その集
団で共有 されていると思われていることが、その場で改めて吟味 され、問い直 される
ことになる。
以上のことを考えると、哲学カフェでは進行役の果たす役割が非常に大 きい。様々
























発言から意見の複数性 をあぶ り出す:発 言がある一部の人に偏ってしまうことは、
参加者の数か ら結果する避けがたい事実である。哲学カフェにおいては、すべての参
加者に平等に発言権を与えることが目的ではなく、発言 した者がどれだけ問いやテー
マそのものに貢献できるかどうかがより重要 となる。ただ し、知識の多寡や長 く喋る





なかで共有 されている(と信 じられている)ことを確認 しようとする方向に向かう場
合には、進行役は発言者相互の言葉や意見を丁寧につきあわせて、共有 されているは
ずの意見のなかにある意見の複数性をあぶり出し、また時には自分から違 う意見を放






論のレパー トリー(哲学の概念や理論を含む)を柔軟に変形 させて応答 させることを
行わなければならない。この柔軟 さと即興性は、哲学的な議論にとって必須の要素で
あると考えられるが、それは実践のなかでしか培われることがない。(18)
議論を演 じる/演 出する:進行役は、単に参加者の意見を拾 うだけではなく、時に
は自身が吟味を演じてみせ、議論の手本となることも必要である。参加者が多い場合
には、進行役とよく発言する参加者 との問での一対一の議論になることもしば しばで

















練 した参加者、「論客」が大きく寄与する場合 もある。同じ場所で続けて行 う場合には、
毎回あるいは頻繁に参加 し、議論を盛り上げる人々たちがいる。(こういった人は後に
進行役をする場合 もある。)また、一回きりの会の場合や、(「性」、「死」、「不幸」など)





捨象 した抽象的な存在 として機能することは不可能である。参加者は何 らかの属性
(女性/男 性、未婚/既 婚、年齢など)を進行役に付与 して話 しだす。こうした参加者






















【参加の変容 と新 しい く活動〉】
「参加 としての学習」という観点からは、新参者が熟達者に近づくことが参加の目標、
到達点だと考えることができるが(Lave&Wenger,1991)、それだけでは十分ではない。








































は様々な意見が行 き交うなかで流 されて しまうことも多いが、ふとしたきっかけで参
加者のなかから、自分の思考や発言や議論に対する反省的な関わ りがうまれることが




全員でいままでの議論 を自分達の ものとして振 り返 り、これから何 を論 じるべ きか、
というように議論自体に対する反省が生まれることがある。このとき初めて議論が参













がばらばらにあることではなく、議論を私たちの もの として作 り上げていくなかで、































の増大 」や 〈活動 〉の生成 の仕方 も様 々であ り得 る。(22)
また、エ ンゲス トロー ムに よれば、活動の拡張 には、それ を媒介す るもの、 とりわ
け 「人工物」が重要 な役割 を果たす。議論 自体 は活動 と して 目に見 えない もので ある
が、「テーブル」と 「席」は 「ともに座 り飲食 す る」とい う行為への参加 を促 す。その
意味 で哲学 カ フェは カフェとい う場が なけれ ば、活動 ではな く単 な る討論会で しか な
い。テーブル、席 、 コー ヒー カップはすべて、 「語 り合 う場 」としてのカ フェにお ける
拡張の ツール として機能 してい ると言 える。 さ らに、進行役 もまた、進行役 の身体動
作 と声 を拡張 のメデ ィア と して 自覚 して利用す るこ とによって、単 な る意 見の整理 役



























4-1.育 児サ ークル での哲学 力 フェ
神戸 の育 児サ ークル 〈グ リー ング ラス 〉で は、普段 、就 園前 の子 ども(0～3歳 児)
を もつ 母親 たちが集 まって、親子 一緒 に遊 ぶ 「親子活動 」と、ベ ビーシ ッターに子 ど
もを預 け保 育の専門家 を囲んで悩 み を相談 し合 う 「お しゃべ りサ ロ ン」 とい う活動が
行 われ てい る。 ここでわれわれが哲学 カフェを始め たの は2004年1月。偶 然、哲学カ
フェの存在 を知 り興味 をもった 〈グ リー ング ラス 〉の メ ンバ ーの紹 介で、試 しに 「子
育て に必要 なおつ き合 い」とい うテーマで行 った ところ、「面 白かったのでまたや りた
い」、 「もっ と色ん なテーマでやってみたい」とい う声が あが り、 月に一度 のペースで
続 けることになった。毎 回欠か さず参 加 してい る人 もいれ ば、仕事 など他 の用 事がな
い ときだけ参加 す る人、特に興 味の あるテ ーマの回 だけ参加す る人 もい る。 これ まで
扱 ったテ ーマは、「自分 の時間/家 族 の時間」、「怒 ることと叱 る こと」、「許せ ない平
等」、 「正直 なの はよい ことか?」、「お金 があれ ば幸せ か?」 など。テーマは参 加者 の
関心 に沿 って用意 され るが、育児 に直接関わ るもの もあれ ば、一 見なんの関係 もな さ
そ うな もの もある。
【お しゃべ りか ら対話 へ、問いの機 能】
〈グ リーングラス〉での哲学 カフェは、「いつ も上 の子 だ けを叱 って しま う」、「近所
の人 との関係 が うまくい かない」とい った 、普段 のお しゃべ りで な され るよ うな参 加
者 の具体 的な悩 みか ら始 まることが多い。話 がテーマか らはずれた り、ち ょっ とした
冗談 が飛び 出 した りす ることもある。その ような哲学 カフェにおけ る 「遊び」の部 分
も楽 しみつつ 、参加者 は進行役 とともに時 お り自分 たちの話 のどの部 分が どのよ うに
テーマ に関 わるかを反省 し、再 びその論点か らや り直す。哲学 カフェがどの瞬 間 も哲
学的で あるわけではない。われわれが実際 に体験す る哲学的思考 はむ しろ瞬 間的な も
の だが、参加者 はそれ を普段のお しゃべ りの延長線上 にあるもの として楽 しんで いる。
その きっかけ となるのが問 いである。
育児 サークル でよ く行 われ る悩 み相談会 では、 それぞれの悩み に対 して知識 や経験
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に基づ く具体的な ア ドバ イスが求め られ るが、哲学 カフェで重要 なのは知 らない こと
を知 るための問いで はなく、知 ってい ることを改 めて問 うような問いで ある(24)。た と
えば、「ど うした ら 『ママ友』と仲良 くで きるのか?」 とい う悩 み に対 して、悩 み相談
会 では 「子 どもの ため に我慢 してつ き合 った方 がいい」 とい ったア ドバ イスが得 られ
るが、哲学 カ フェでは こう したや り取 りに対 して さらに、「『ママ友』って何?」、「『マ
マ友』とつ き合 うことがどのよ うに子 どもの ため になるのか?」、「なぜ母親 は子 ども
の ために我慢 しなければな らないのか?」、「「マ マ友』 は友達 なの か?知 り合 いなの
か?」、 「友達 って何?」 といった問いが投 げかけ られ る。
この よ うな問いは、悩 み相談(に おけ るQ&A)を 成 り立 たせ てい る隠れ た前提 に
参加者の 目を向 け させ る。す る と、普段 か ら情報 交換 や悩 み を相談 し合 って いる馴染
みの者 ど うしで も、通 じて いるつ もりだった言葉 が通 じていなか ったり、各人が異 な
る前提 をもとに話 して いた りす るこ とが明 らかにな ることが少 なくない。た とえば上
記の 「ママ友 って何?」 とい う問 いか らは、あ る人は 「子 どもが らみの友達.一般」の
つ も りで話 してい たのに対 し、 あ
る人 は 「子 ど もが らみの友達 の な
かで も特 に近所 の公 園な どで 会 う
友達で 、幼稚 園や習 い事で会 う友
達は人 らな い」 と考 えてい た こと
がわか った。 また、哲学 カフェでは
自分 が何 気 な く放 った言 葉 につ い
て改め て考 える ことで 、新 たな発
見や前提 への気づ きが もた ら され
ることもある。 は じめの うち「友達
お母 さんのカフェ
24 コ プ フ ヴ ェル グ ・ベ ル リン は 「ソ ク ラ テ ィ ック ・ダ イ ア ロ ー グ の 方 法 論 」(2005)にお い て 、 ソ ク
ラ テ ィ ッ ク ・ダ イ ァ ロ ー グ に お け る最 初 の 問 い を 、 「知 識 を 求 め る 問 い(knowledgeseeking
question)でも、 「答 え が わ か っ て い る問 い(knowinginadvancequestion)」(試験 の 問 い)で も
な く、 前 も っ て知 っ て い る何 か につ い て の 問 い で あ る と して い る 。
「そ の 問 い は ダ イ ア ロ ー グ を通 じて 明 らか に され 、 吟 眛 され るで あ ろ う知 識 を 前提 と して い る。
また 同 時 に ソ ク ラテ ス的 問 い は知 識 を求 め る 問 い で もあ る 。 そ れ は 、 暗 黙 の う ち に あ っ た知 識
を明 らか にす る こ と に よ っ て 、 明 確 で 吟 味 され た知 識 を探 求 す る こ と を意 味 す る。」(コプ フ ヴ














て しまう。同様に、哲学カフェにおいても現れた問いのほとんどが深 く追求 されるこ
となく流れ去っていく。一回の哲学カフェの問にいくつもの問いが立ち現れるが、そ
のなかで参加者を立ち止 まらせ るのはほんの一握 りである。それは、書かれた言葉 と
はちがって、時間の流れのなかにある対話においては当然のこと。たった数時間の哲




すでに先ほど問いが流 されたときとは異なる新 しい文脈のなかにいる。そして 「なぜ



























































を利用しながら実践の場 をつ くってい く必要があるのではないだろうか。
















実践の環境 をつくることに関 しては育児サークルに寄生 しながらも、参加者がその場















ら 「なんか安全な自然のなかを歩いている感 じが した」といった意見まで。出された
さまざまな感想やその感想に対する意見などを通 して、参加者に 〈問い〉の形にして













された人 と今発言 された人との 〈自然〉という言葉は同じ意味ですか」「くこわさ〉っ
て脅威のことですか、それとも 〈恐れ〉に近いものですか」など。また、まさに今見
















でにさまざまな情報媒体を通 して、自然にふれ ることの大切 さや、環境問題の重要性
などを感 じている。そして従来の自然観察会 も、知識や具体的な体験 を与えることを
通 して、観察会後の参加者の行為がそれまでと変わること、つまりく知識 と実践の一
致〉を期待 している。ただ、この報告を書いている私 自身も自然観察会に実際に行っ










関わる場 をつ くるということを意味 している。この哲学カフェの参加者に注 目してみ
ると、参加者はそこで単に自分の思いを述べているだけではない。確かに比較的最初
の発言はそういう傾向が強いかもしれないが、他の参加者や進行役から問い返 される




















参加者とのや り取 りを通 して、参加者自身が考 え、そしてそのことが共同で考えるこ
ユ55
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ろう。この点について考 えると、確かに、結果として、何 らかの 目的に対する手段 と
して理解 され うる側面があることは否定できない。この哲学カフェは事実 として自然
観察会のなかに位置 している。しかし、そこで何が行われているのかを考えるならば、
参加者がまさに今見てきたことを言葉にし、発言することであり、それぞれの発言が


























































5-1.社 会的実践 と 〈活動〉に関する一般的意義






新 しいかたちを描 こうとしている。こうした新 しい実践の生成 と分化に関しては、1.
進行役を中心とする 「実践コミュニティ」の形成 と、2.〈活動 〉のための 「拡張のメ





























のことをヴィトゲンシュタインは、「ある規則への従い方 を記した規則 … 」というものが完




には、実践 を支 える熟達者たち、固定 されず自由に交替で きる 「進行役」たち(実践
コミュニティ)の存在だけでなく、拡張ためのメディア(=媒介)が不可欠である。そ
のメディアとなるのは、こうした多様な参加を許容する場、すなわち、実際の 「カフ













ば、参加者 も選別 され、議論の性質そのものもまた変化 してしまう。例 えば、学校教
育や娯楽産業 という文脈におかれると、哲学カフェはその実践そのものにとって外的











る。Caf餘hiloでは、社会のなかの様々な機会や場所 ・空間(喫 茶店、セ ミナー室、アー トセ
ンター、美術館、駅、空地、大会議場の一角、工事現場)を 利用して実験を行っている。
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について語 り合える自発的で 「ゆるやかな場」の生成が特徴 となる。「カフェ的空間」
とは、ある日常における実践 と連続 している場所であり、進行役を媒介にした哲学的





















から垣間見られる 「公共性」とは、人工建造物のなかに生息 し始めた 「ビオ トープ」的
な生態系なのである。
5-3.様 々な社会領域の 「インタフェイス」 としての哲学カフェ
哲学 カフェは、哲学研究者 と 「素人」のあいだで交わ される哲学的議論 として捉え
られる必要はない(もちろん、そのような側面がないわけではない)。哲学研究者 と「素
人」のあいだの議論 として仮 に限定 した場合でも、そこで行われるのは、研究者から
素人への知識伝達ではなく、双方からの議論という実践への参加である。単純に言え






含む)が 「人前で話すこと」を通 して自らの 「癖」(慣習=ハ ビ トゥス)を演 じる。日
常での会話では、こうした「話 し方」の違いがしばしば葛藤の原因となる。 しかし、哲
31 知識、知 ということを考えるとき、知識を持つ専門家(大 学人、研究者)と それを持たない市
民という形で二分して捉えられることが多い。近年、大学の 「社会」に対する 「アカウンタビ


























るので ある。哲学的議論への参加 とは、言葉や考 えそれ 自身に向 き合 うとい うシンプ
ル だが容易で はない態度 を学 習す ることなので ある。
こうした意味 にお いて、哲学 カ フェにお ける議論 、進 行役 と 「カフェ的空 間」に よ
って媒 介 された活動 は、「対話す る文化 、議論 す る文化」の一翼 を担 うことがで きるだ
ろ う。哲学 カ フェは、おそ らくいかな る社 会の領域 、個別の実践 のなかに も埋 め込 む
ことがで きる。(すでに行われた例 か らすれば、美術館、病院 、図書館 、大学な ど、様
々な場所 とそ こでの実践 に埋 め込 むこ とがで きる。)それは哲 学的議論 ・対話の大 きな
特徴で もあ る。
以上の哲学 カフェに関す る考察 によ ってあ らためて確 認 された ように、 「モデル」や
「方法」を何 かに適用す ることによっては、実践 と活動は生成 しない、 と言 うことがで
きるだ ろう。実践が営 まれ るためには実践者 の コミュニテ ィと資源が前提 とされ るの
であ り、ある活動 が生成 し広が るためには、拡張の ためのメデ ィアが不可欠である。お
そ らく<イ ンタフェ イス 〉と言 われ る ものは、実践 とい う水準 において考 えられねば
な らず、活動が活動 と して生成 す ることの うちに 〈インタフェイス〉を見 ることが重
要ではないだ ろうか。少な くとも、哲学 カフェは、議論 とい う実践へ の参加 を開 くと
ともに、 さらに人々のあいだで営 まれてい る活動の なかに新 しい活動 を芽 吹かせ ると
い うかたちで インタフェイスの生成 を印づ けて いるので はないだ ろうか。
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裁判員評議における人間関係を考える
市民 のための評議 トレーニ ング































































「わからない事」を 「わからない」と言 える場作 りの工夫として、座席の工夫である。
第一の呼称は、苗字(フ ァミリーネーム)で呼ばれたいとい う回答者が大半 を占め



















































































































めにも有効と思われる。そして何 よりグループに自他共に認める 「権限」を持 った裁
判官が、自らの専門分野ではなく一般的なコンセンサス実習 を体験 し、評議の一tel成








鷲田清一)プ ロジェク ト 「臨床と対話」研究グループ(代表者 ・中岡成文)
文部科学省科学技術振興調整費 科学技術政策提言 「臨床コミュニケーシ ョン
のモデル開発 と実践」研究班(大 阪大学 ・研究代表者:鷲 田清一)



























報告 ソク ラテ ィク ・ダ イアローグ(SD)と い う対話実践
中岡成文(大 阪大学大学院文学研究科 教授)








「臨床現場での具体的な取 り組みから、対話モデル を考 える」
主催:21世紀COEプログラム 「インターフェイスの人文学」(大阪大学 ・研究代表者:
鷲田清一)プ ロジェク ト 「臨床 と対話」研究グループ(代 表者 ・中岡成文)
文部科学省科学技術振興調整費 科学技術政策提言 「臨床コ ミュニケーション
のモデル開発と実践」研究班(大 阪大学 ・研究代表者:鷲 田清一)





1.VOM(被 害者加害者 調停)に よる取 り組 み 〔MOホール〕
座長:三 木憲明(弁 護士)
2.MedicalCommunication(医療 におけ る対話)〔 会議室3〕
座 長:和 田仁孝(九 州大 学:大学院法学研究院 教授)
報告:「電話相談で感 じる患者 と医療者のコ ミュニ ケーションギ ャップ」
山口育子(NPO法 人ささえあい医療人権センターCOML)
「医療事故防止 と医療 ス タッフの コ ミュニ ケーシ ョン」
山内桂子(医 療安全の心理学研究会)
「医療 メデ ィエ ーシ ョンの可能性 」
中西淑美(九 州大学大学院法学研究院)
3.様 々な対話 回復 の取 り組み 地域 か らのADRの 発信
座 長:稲 村 厚(神 奈川県司法書士会)


























第3回 対 話 シ ンポジ ウム
「Mediation(調停)の トレーニ ング を体 験 す る」
主催:21世紀COEプ ログ ラム 「インターフェイスの人 文学」(大阪大学 ・研究代 表者:
鷲田清一)プ ロジェク ト 「臨床 と対話」研 究グル ープ(代 表者 ・中岡成文)
場所 と 日程:東 京大学 医学部付属病院入院棟1階 レセプ シ ョンル ーム(2004年12月1
日 ・2日)、 大阪大学 中之 島セ ンター(2004年12月4日 ・5日)
プ ロ グ ラ ム
12月1日(東 京 大 学 医 学 部 付 属 病 院 入 院 棟1階 レ セ プ シ ョ ン ル ー ム)
テ ー マ 厂医 療 解 決 に お け るMediationの可 能 性 」
責 任 者:稲 葉 一 人(科 学 技 術 文 明 研 究 所 特 別 研 究 員)
14:00-16:30
招 聘 講 師PeterRobinson(ActingDirectoroftheStrausInsfituteforDisputeResolution,
PepperdineUniversitySchoolofLaw,AssistantProfessorofLaw)とJimScott(Assistant
DirectoroftheStrausInstituteforDisputeResolution,PepperdineUniversitySchoolofIaw,
FederalMediator)との 意 見 交 換 〔以 下 、 招 聘 講 師 は こ の 二 人 を指 す 〕
12月2日(東 京大 学医学部付属病院入院棟1階 レセ プシ ョンル ーム)
テーマ 「Mediation(調停)ト レーニ ングを体験す る」




招聘講師 による トレーニ ング
1.STAR方式 による トレーニ ング(い かに して トレーニ ング を行 うか)
2,調 停 にお ける倫理
178
12月4日(大 阪大 学 中之島 セン ター)
テーマ 「Mediation(調停)ト レーニ ングを体験 す る」




招聘講師 によ る トレーニ ング
1.STAR方 式 による トレーニ ング(い か に して トレーニ ング を行 うか)
2.調 停 にお ける法律家 の役割
12月5日(大 阪大 学中之島 セン ター)
テーマ 「被害者 と加害者 にとっての語 ることと聞かれ る ことの意味 」
責 任者:藤 岡淳子(大 阪大学大学院人間科学研究科 教授)
10:00-11:00
「対話の前提 としての被 害者理解 、加害者理解 」
進行 役:藤 岡淳子(大 阪大学大学院人間科学研究科 教授)
11:00-13:00
「被 害者 と加害者 に とっての語 ることと聞 かれ る ことの意味 」
パ ネ リス ト1杉浦 純子(被 害者)、倉 田めば(薬 物依存回復支援団体 「ブリ
ーダム」コーディネーター)、前田忠弘(甲南大学法学部教授)、
藤 岡淳 子(大 阪大学大学院人間科学研究科 教授)
進行役:森 本志磨子(弁 護士)
テーマ 「地域 か らのADRの 発信」
責任者:岡 村正文 仲 四国メディエーションセンター代表)
14:00-17:00
報告:津 田尚廣(NPO法 人シヴィル ・プロネット関西)、伊藤秀文(日 本メ
デ ィェーションセンター)、岡村正 文(中 四国メデ ィエーションセンタ
ー)、松下純一(愛媛和解支援センター)、上野陽子(赤ひげネッ ト)、稲




主 催:21世紀COEプ ログラム 「イ ンター フェイスの人文学」(大阪大 学 ・研究代表者:
鷲田清一)プ ロ ジェク ト 厂臨床 と対話」研究 グル ープ(代 表者 ・中岡成 文)
共催:大 阪大学 コ ミュニケ ーシ ョンデザイ ン ・セ ンター、愛媛和解支援 セ ンター
日時:2005年12月10日 ・11日
場 所:ホ テル奥道後 コンベ ンシ ョンホール 「錦晴の間」(愛媛県松山市)





趣 旨説明 と意気込 み
稲葉一 人(科 学技術文明研究所 特別研究員)
松下純一(愛 媛和解支援センター 代表)
基調講演 「対話 を促進 す るとい うこと」











地家屋調査士)、河野昭子(NPO法 人 個別労使紛争処理センター 愛
媛支部長/社 会保険労務士)、佐藤美穂子(愛媛和解支援センター)、高
田義之(香川大学大学院 香川大学 ・愛媛大学連合法務研究科/弁 護士)




パ ネルデ ィスカ ッシ ョン 「地域 か らのADRの 発信」
一 市民 と一緒 に紛争 を解決 す る(市 民 との連携)一
パ ネ リス ト:安 藤信 明(NPO法 人 日本メディエーションセンター理事)、津田尚
廣(NPO法 人 シヴィル・プロネッ ト関西 副代表理事)、小澤昭文(中
四国 ミディエーションセンター 岡山支部長)、上野浩輔(赤 ひげネッ
ト)、松下純一(愛 媛和解支援センター代表)
総合 コーデ ィネ ーター:和 田直人(愛 媛大学法文学部 講師)
司会:稲 村厚(日 本司法書士会連合会理事/司 法書士)
入江秀晃(三 菱総合研究所 研究員)
13:00-15:00
調停 ワーク シ ョップ 「実際の調停 を感 じる」
一紛争 事案 の ロール プ レイー












編 集1稲 葉 一 人 家 高 洋
発 行:大阪 大 学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの 人 文 学 」
「臨 床 と対 話 」研 究 グル ープ(代 表 者 中岡 成 文)
〒560-8532豊中市 待 兼 山町1-5大阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 内
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